





















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







































































　俺の名は……ない。

　普通の牧場で生まれた普通の馬だ。

　自慢ではないが、その年で生まれた中では一番の期待の馬と言われて育ってきた。その期待に応えるべく、俺は頑張った。主に食事と運動と睡眠。俺の体格は大きくなり、どんな荷物でも運んでやると自信を付けつつあった。

　転機はとある日。

　普段は威い張ばっている牧場主の態度を小さくさせる偉い商人がやってきて、俺を買った。金を持っていそうな迫力のある商人だ。悪いところに買われたわけじゃないだろうと、俺は覚悟を決めた。

　一緒に牝ひん馬ばも買っていた。わざわざ俺の性別を知ったあと、牝馬を買ったのだから……ひょっとして俺の繁殖相手？　……マジか。前々からいいなぁと思っていた相手なんだけど……。

　いやいや、慌あわてるな。繁殖相手と決まったワケじゃないんだ。いや、しかし……。き、期待してはいけない。




　竜ドラゴンに縛られ、空を飛んだ。

　…………。

　そっかー、俺は竜のエサだったのかー……お持ち帰り用のお土産ね。ははは。短い馬生だった。

　などと思っていたら、とある村の牧場らしき場所で放された。

　…………。

　ほどよく柔らかい地面。柵から考えて広いとは言えないが狭くはない。生えている草は美味うまい。

　馬小屋は新築。山羊たちも同じ場所にいるが、体格差から近寄ってこないので気にならない。つまり、悪くない。いや、いい。いい場所だ。でもって、横に並ぶ牝馬……俺の繁殖相手だった。やったね！

　おっと、露骨に喜んではいけない。クールに。そう、クールに接しなければ。大事なのはファーストコンタクト。ここで失敗すると、色々と大変だ。だから、考えに考え抜いて……声をかける。

「子供は何頭欲しい？」

　…………。

　先走ったぁぁぁぁぁっ！　ちが、ちょ、待って、今のなし！

　距離を取られた。ううっ……。




　なんとか仲良くならないとなーと思っていたら、ここの主あるじがやってきた。人間だ。

　この俺に乗りたいと？　ふふ、いいだろう。俺の乗り心地に満足するがいい。

　…………乗せ心地が悪い。馬に乗ったことがないな。指示の仕方も悪い。たぶん、筋も悪いな。

　結論、この主は馬の乗り手としては失格だ。ついでに、連れてきた狼おおかみが怖い。脅さないで欲しい。




　時々、主以外の者が俺に乗りに来る。耳の長い娘と、獣けものみたいな耳の娘だ。

　二人とも主以上に馬の扱いが上手うまい。気持ちよく走れる。

　だから主、恨うらめしそうに見ないで欲しい。




　ある日、スライムが俺に乗りに来た。

　おいおい、スライムがこの俺に乗りたいって……いや、乗せず嫌いは駄だ目めだな。いいだろう。乗せて走ってみる。

　おお、なかなかいいじゃないか。まるで何も乗せてないかのような感覚。

　…………。

　スライムは落馬していた。すまない、次はもう少しゆっくり走ろう。

　え？　今のでいいからもう一回？　構わないが……。

　俺はスライムに付き合い、走り続けた。スライムは努力の漢おとこだ。スライムに性別があるかは知らないが。




　スライムが狼に乗ってた。ショック！　俺よりも狼の方がいいのか。

　寝転びながら草を食う。もう何もやる気にならない。




　スライムが俺に乗りに来た。

　へっ、俺よりも狼の方が速いんじゃないですかねー。

　…………。

　ちょ、そ、そこまで言われちゃ、し、仕方ないなぁ。ちょっとだけだぞ。ふふ。狼より俺の方が乗り心地が優雅だなんて、そんなわかってることを……。




　ライバルが登場した。ケンタウロスとかいうやつだ。

　くっ、主を乗せて走りおって。その主は俺の主だぞ。

　主、主、俺の方にも乗るべきではないか？　この際、多少下手でも我慢しよう。乗り手の不足は、俺が補う。

　…………。

　補えるレベルを超えられると困る。だが、ケンタウロスなんぞには負けん。あれに負けちゃ駄目な気がする。

　って、こらー！　ケンタウロスの子供！　俺の妻に色目を使うんじゃないっ！

　子供だと思って油断していた。子供でも雄おすは雄だ。

　え？　いつ私が俺の妻になったって？　おいおいハニー。今いま更さらじゃないか。

　発情期に負けた春を思い出す。ぽっこりお腹で、そろそろ出産だ。

　村に人が増えて色々と忙しいみたいだが、耳の長い娘と獣みたいな耳の娘が世話をしてくれる。頼んだぞ。




　息子誕生。

　おおっ……感動。スクスク育つんだぞー。

　妻もよく頑張った。







　俺の名はベルフォード。

　主はどこかの有名な馬の名を付けてくれたのだが、しっくりこなかった。あの時は妻との距離感に悩んでいた頃だったからかもしれん。

　ベルフォードは獣耳の娘が付けてくれた名だが、しっくりきた。妻と仲良くなっていた頃だったからかもしれん。

　ともかく、俺はこの村で最速の馬としてこれからも頑張っていこうと思う。

　息子よ、俺の勇姿を見るがいい。

　今日はケンタウロスたちとのレースの日。この日のために、練習もした。




　レースの結果は気にしてはいけない。

　うん、時の運だ。

　勝ち負けに拘こだわるようでは駄目だぞー。

　今日は父さん、拗すねて寝るけどなー。
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　創造神はじまりのかみは大いなる意思に従い、世界を作らねばならなかった。

　まず、時の神を作り出した。あまりの美しさに、そのまま妻とした。そして妻となった時の神は、太陽神たいようのかみ、月神つきのかみ、大地神だいちのかみを生んだ。月神は双子。それゆえ、夜空には二つの月がある。創造神は、時の神と四人の子と協力し、世界を作り出した。




「これが世界の始まりなのです」

　始祖さんが壇だん上じょうで延々と語ってくれる。

　たぶん、物もの凄すごくありがたい話なのだろうけど……ほとんどの者は聞いていない。

　酒や食事に夢中だ。

　俺も片耳で聞きながらなので、ふんわりとしかわからない。

　太陽神が光神ひかりのかみ、炎神ほのおのかみを。月神たちは闇神やみのかみ、水神みずのかみを生み出した。大地神は色々やったけど失敗続き。だけど愛着があるので捨てずに大事に取っておいた。それが今、大地に生きる者たち。とかなんとか……。

　そっかー、俺たちは失敗作かー。そう思ったら、太陽神が作った時に神になれなかっただけで、大地神は我々に成長するということを教えてくれたとかなんとか……。

　今度、真面目に聞かせてもらおう。







　宴会が始まった理由は簡単。不満解消だ。

　始祖さんたちによる黒い大岩の発掘、発見と、俺による加工作業。一日一つのペースで行われ、五日ほど続いた。

　正七角形の配置は正しかったということだ。いや、始祖さんの計測を褒ほめるべきなのかな？

　ともかく、一番の被害者は……始祖さんに動員されたルー、フローラ、ティア、グランマリア。

　硬い大地を相手に、二百メートルの掘削作業。もちろん、素手ではなく魔法を使ってなのだが、その疲労は大変なものらしい。それを連続で五日。

　最終日には、ルーが始祖さんをどうやったら仕留められるか考えていたし、フローラは薬瓶を見ながら不気味に微ほほ笑えんでいた。ティアは目が据すわって、グランマリアは無言でランスみたいな武器を研といでいた。四人がかりで襲ったけど、駄だ目めだったみたいだ。

　俺としてもそこまで急がなくても……とか思ったのだけど、あの黒い大岩を見ると不安な気持ちになるので黙って従った。

　神様の像を彫れば、黒いのが白くなっていくのだから何かが漂白されたというか悪いモノが落ちた感じがして気持ちがいい。

　そして、五つ目、創造神の像から数えて七つ目の作業が終わったあとの爽快感。

　スッキリ。やりとげたぞーと叫んでしまった。

　そして疲労困こん憊ぱいの四人。始祖さんは同じように作業していたのに、大丈夫っぽい。

　…………。

　前にハクレンと一緒に行動した時、思いっきり疲れていたのはなんなのだろう？　あの時の方が疲れるのかな？　ともかく、四人を慰い撫ぶするために宴会がセッティングされた。

　会場は俺の屋敷のホール。もちろん、他の村の住人も巻き込んで。そうでないと始祖さんに対する呪じゅ詛そを聞く場になってしまうから。




「竜ドラゴンは、創造神が浮気をした時に、妻である時の神が生み出した神獣です。だから神様相手だって一歩も引かないんですよ」

「へー」

　始祖さんは、神話に対しての質問に答えている。

　質問しているのは、獣じゅう人じん族ぞくの娘たち。

「ハウリン村には、ああいったことを教えてくれる人はいなかったからなぁ」

　ガルフがそれを見ながら呟つぶやく。

「教会みたいなのはあるんだろ？」

「ハウリン村は移動するって言わなかったか？　教会は最初にあった場所だけさ」

「結婚式はどうしてたんだ？」

　そういったのは教会でするんじゃないのか？

「村で勝手に」

「なるほど」

「〝魔王国〟と教会は敵対関係ではありませんが、勢力が強くないので……あれば利用するという程度の考えでしょう」

　ビーゼルが話に入ってきた。

　ずいぶん長くこっちにいるけど、大丈夫か？　魔王が怒ってたりしないだろうな。

　会場の隅では、イチャイチャするグラッツとロナーナ。ずいぶんと仲がよくなっている。

　四天王の二人がここにいて、本当に大丈夫なのか？

「大丈夫ですよ。こっちに来る前に大仕事を終えましたし」

「大仕事？」

「ええ。〝魔王国〟も一枚岩ではなく、色々な派は閥ばつがあります。その中の一派が急に改心したんですよ」

「え？」

「憑つき物が落ちたような感じで、これまでの悪事をベラベラと……注目していなかった一派だったので、大騒ぎでした。魔王様を暗殺、四天王総入れ替え、王姫さまを囲い込んで祭り上げ、フルハルト王国への侵攻と……計画は壮大でしたが、まだまだ準備段階で。それらを把握し、計画に参加している者を捕まえてと……冬の間、のんびりできるのはそのご褒ほう美びです」

「へー……」

　タイミング的には、俺が温泉調査隊で外に出ていた時らしい。別の場所では別の事件が起きているものだ。




「グラッツも？」

「軍の内部にも手が伸びていたみたいなので……責任を取って引退を申し出たが不許可。引退が駄目なら当分は自宅謹慎すると言ってこちらに」

「いいのか？」

「冬の間は大きな争いにはなりませんから」

　そんなものか。俺とビーゼル、ガルフは何かに乾杯し、酒を飲んだ。




　会場が騒がしくなったと思ったら、ラスティが帰ってきた。

「私の歓迎会……じゃないわよね」

「久しぶりだな。大丈夫だったか？」

「ええ」

　ラスティの後ろには、ブルガとスティファノもいる。

「里帰りはどうだった？」

　俺は三人に聞いたが、三人の表情は悪かった。

　話を聞くと……。

「散々でした」

　とのことらしい。




　まずラスティ。

　ドースが竜族の長ではあるが、従わない竜もいたりする。暗黒竜ダークドラゴンギラルを筆頭にした一族。

　それが急に頭を下げてきたので、ドースは対応に困ったとのこと。

「これまでゴメンね。これから仲良くしてよ」

「うん、わかったー」

　このように仲直りができればいいのだが、そこそこ大人になると面子メンツがあるのでできない。

　ドースは最初、ギラルが攻め込んできたかと思ってライメイレンに救援を求めたくらいだそうだ。

　そのあと、色々と話し合いが行われ、ギラルと仲直り……人質というか竜質みたいなのがドースの元に送られた。

　それで話が終わればよかったのだが、なぜか話題が俺のことに。

「自慢の娘さん、人間のところに嫁いだんだって？　どんな人間？　凄いのか？」

　ギラルと仲直りはしたけど、一応はまだ警戒しているので村には連れて行けない。

　そこで、俺の話をギラルに聞かせるため、ハクレン、ラスティを呼び戻したらしい。最悪の場合、戦力アップにもなると。




「暗黒竜ギラルと言えば、お爺じいさまの永遠のライバルと称される竜。それが会ってみれば、普通の酔っ払いのお爺さんで……」

　延々と話し相手をさせられたらしい。

　ちなみに飲んでる酒は〝大樹の村〟産で、できれば取引をお願いしたいと言こと付づかってきているそうだ。うちの酒が気に入ってもらえて何より。

「暗黒竜ギラルって、神話に出てきた竜じゃなかったっけ？」

「さっき、ルーさんのお爺ちゃんがそう言ってましたよね。創造神さまの足を嚙かんだって」

「ギラルの名は襲しゅう名めいなので、神話の本人じゃないですよ。七代目らしいです」

　ラスティの話を横で聞いていた獣人族の娘たちの疑問に、ラスティが答えていた。

　神話の登場人物の子孫ってだけで凄くない？

　ともかく、ラスティはそのまま宴会に加わった。




　ブルガとスティファノもラスティと同じように疲れていた。

「里に帰ったら大騒動でした」

　なんでも、里の有力者一派が急に暴れだしたそうだ。その暴れている最中に戻ってしまい、鎮圧のお手伝い。

「理由を聞いたら、神の声が聞こえなくなったって……意味不明ですよ」

　里帰り中、後始末に追われて休むことができなかったらしい。

「大変でした」

　さらに、お土産として持ち帰ったものが問題を生んだ。

　人気があり過ぎて揉もめごとになったそうだ。人気があるのは嬉うれしいが、揉めごとは困るな。あとで追加を送りたい？　構わないが輸送手段が問題だな。

　まあ、それはあとで考えよう。

　今日はのんびりしろと、ブルガとスティファノを宴会に加える。




　なんだかんだあったが、見知った顔が揃そろうのはいいことだ。

「キアービットも、もう少しこっちにいたらよかったのに……」

　キアービットは温泉調査隊が解散されたあと、ガーレット王国に戻った。

　あの時は始祖さんに送ってもらって恐縮してたな。




　その始祖さんが、俺の隣にやってきた。

「今回は本当にすまなかった」

「いや、俺も悪い気配を感じたからな。あれは早くなんとかしてよかったと思うよ」

　それは正直な気持ち。

「そうだな。ところで……先ほどから気になっているのだが、その膝にいるのは何かな？」

「猫だ」

「猫なのはわかるけど、いましたっけ？」

　いなかった。

　猫と知り合ったのはついさっき。宴会を始める前。

　大樹の木の傍そばの社やしろの前で、真っ黒な猫は驚いた顔をしていた。なぜここにいるのかわかっていない顔だった。しかし、少しずつそれを嚙み砕き、俺の姿を見て少し考え、全てを悟さとった顔をして仰向けに寝転がった。

　好きにしろ。

　全身でそうアピールしていた。だから、村に招いた。猫は農家の味方。なぜならネズミを狩る動物だからな。

　まあ……この猫にアースラットは退治できないだろうけど。ははは。

　猫の悟った顔が気に入ったのもある。シンパシーというやつかな。仲良くしていこう。

　っと思ったら、猫は俺の膝から立ち上がり、テーブルの下に潜り込んだ。気まぐれなのが猫のいいところだ。

　始祖さんも離れた。ははは。

　さてと……。

　俺の近くに、四人の気配。ルー、フローラ、ティア、グランマリア。うん、四人じゃないな。その後ろにフラウとアン、リアたちもいる。あー、ハクレン、ラスティも？

　それがわかるって凄いな。俺って達人みたい。

　…………。

　テーブルの下から猫が凄く悟った顔で俺を見ている。

　たぶん、今の俺は猫と同じ顔をしていると思う。




[image: ]




　もうすぐ春になる。

　それを感じながらも、まだ寒い。

　猫はコタツで寝ている。最初の頃は色々と遠慮気味だったが、今ではクロたちに交じってコタツに入れるぐらいになっていた。

　お気に入りは屋敷の天井に設置されたスパイダーウォーク。冬でも起きているザブトンの子供たちと場所の奪い合いをしていた。

　いや、奪い合いというか譲り合いかな？　喧けん嘩かしないかなと心配したけど、問題なかった。ザブトンの子供たちが賢いのは知っていたが、猫もなかなか賢い。

　トイレは一回で覚えたし、食事も待てができる。

　失敗らしい失敗といえば……一回、酒さか樽だるに落ちて溺おぼれかけたことだろうか。助け出したあとは千鳥足だったな。

　ちなみにその時の酒は、酒スライムが味わっていた。

　その後、妙に酒スライムが猫を酒樽の方に誘導するようになったが……猫は巧みに避けている。

　馴な染じんだというやつかな。そう言えば猫は雄おすだった。雌めす猫をどこかからもらってきてやるべきだろうか。







　今日の俺の作業は、屋敷の作業場に置かれた大きな馬車が相手となる。

　馬車。

　車輪が付いていて、馬で引っ張る車だ。

　開拓時代の幌ほろ馬車がイメージだが、目の前にあるのはボックスタイプ。

　貴族が乗るような馬車で、各所の装飾は豪華だ。

　内部は二人がゆったりと座れるソファーが向かい合うようにセットされている。

　外には御ぎょ者しゃが二人座れるようになっており、合わせて六人乗り。フラウに言わせると、かなりいい馬車だそうだ。

　それがなぜ俺の屋敷の作業場にあるかというと……。




「この仕掛けは、どういったところに使うんですか？」

　俺が作ったサスペンションに山エルフたちが興味を持ち、用途を説明したらマイケルさんから馬車を強奪……ごほん。借りてきたからだ。

　サスペンションを作ったのはスプリングができたから。

　前々からハウリン村に要望しており、小型ワイバーン便で完成を知らせてくれた。

　ベッドやソファーに仕込もうと考えていたのだけど、残念ながら引き取ったのが予想より大きく硬いスプリングだった。

　なんでも、棒状の鉄を作って曲げると強度に問題があり、最初からある程度曲げてスプリングを作ったそうなのだが……今の技術だとこれが限界と言われた。

　受け取った俺としては、せっかく作ってもらったのだからなんとか活用法をと考え、思い付いたのがサスペンション。

　スプリングの大きさが、車のサスペンションみたいだったからだ。

　車の模型を思い出し作ってみた。

　ショックアブソーバー……スプリングの中に入れるピストン部分は木製で。強度に不安があるけど、試作だからな。ピストンの中に入れるオイルは村で取れた油。

　油は貴重品だが使ってみる。油が洩もれないようにするのが少し手間だったが……なんとかなった。

　それで、完成。

　作ってみたけど……これ、どうしようかなぁと思っていたところに山エルフ。

　ハウリン村に作ってもらったスプリングは数があったので、一台分やってみようとなった。

　そうなると行動が早い。

　山エルフたちはラスティとフラウを巻き込み、数日かけてマイケルさんのところから馬車を持ってきた。

　始祖さんがお出かけ中でなかったら、遠慮なく使っていた気がする。







「スプリングが鉄製で重いので、数は使えませんね」

　車軸と車体を分離させ、サスペンションを前後四箇所ずつの計八箇所に。

　でもって、改造できる場所を徹底改造。車体の軽量化。収納の拡張。車輪、車軸の強化。玩具おもちゃの改造みたいだ。馬車でやるとは思わなかったけど。

　俺と山エルフたちは徹底して弄いじった。




　結果。

「お尻が痛くない」

「我が家にも一台欲しいな」

「これは売れます。是非、量産化を」

　フラウ、ビーゼル、文官娘衆の感想。

　これまでの馬車に比べ、格段に振動が柔らかいので嬉しいとのことだ。

　俺も乗ってみたが……言うほどいい乗り心地だろうか？　かなり揺れる。前はこれより酷ひどかったのか？　車体に車軸が直じかに設置されていたしな。

　周囲の驚き具合から、かなり改善されたと考えよう。

　ちなみに馬車を引いたのはケンタウロスの駐在員。馬を呼ぶ前に自主的に引いてくれた。しかも二人で。

　現在、ウルザを中心とした子供たちが馬車に乗って楽しんでいる。

　…………。

「馬車って、あんな速度で走らせるものなのか？　もっと優雅なものだと思っていたが？」

　俺の質問に、順番待ちをしている見学者たちは首をかしげた。

　馬車に乗ったことがある者は少ないらしい。







　馬車は山エルフたちに任せ、俺は別のものの作業をする。

　まずは今年生まれた子供たちのための積み木。

　持ちやすく、尚なお且かつ口に入れない大きさにするのが難しい。角かどを取り、怪け我がをしないようにヤスリをしっかりとかける。

　丸、三角、四角の基本は複数。細長いのや少し曲がったヤツも作り……完成。

　丁寧にやったので、四セット作るのに夜までかかってしまった。

『万能農具』じゃなかったら、もっと時間がかかっていたんだろうな。




　馬車はケンタウロスの交代要員が追加され、遅くまで走っていた。耐久テストでもやっているのかな？

　ドワーフたちが馬車に乗りながら酒を飲むことにチャレンジしていたが……大丈夫だな。彼らは意地でもリバースしない。

　馬車の内装が汚れることはないだろう。







　翌日。

　今日の作業は椅い子す。椅子といっても普通の椅子じゃない。足にソリみたいなのが付いていて揺れる椅子。正式な名前は知らない。俺はお爺ちゃん椅子と呼んでいた。それを作ってみた。

「ロッキングチェアですか？」

　文官娘衆の質問で、正式な名前がわかった。




　とりあえず、強度と耐久チェックをと思うのだが、自分で座ってみて……大丈夫そう。耐久に関しては、長く使ってみるしかないよな。

　作った椅子に座布団を置き、その上に酒スライムを座らせて揺らしてみた。ふるふると喜んでいるように見える。そうかそうか。

　…………。

　五分ぐらいで飽きて去っていった。そうか。

　現在、猫が椅子に座り微動だにしてない。揺らして欲しいのだが……まあ、いいか。今のところ、問題はなさそうだ。

　本命を作る。

　そう、ロッキングチェアは実験。

　本命は揺り籠かごだ。

　これまで何度か作ろうと思った。いや、実際に作った。しかし、赤ちゃんが使うと思うと怖こわくて不採用にしていた。だが、そろそろいいだろう。俺の技術も上がっているはず。

　お父さんの作った揺り籠で、寝て欲しい！

　勢いに任せて頑張った。

　まずは一台。

　四十五度以上傾くと転倒の恐れがあるな。六十度、いや九十度でも元に戻ってもらわないと……。

「村長、この筒つつはなんですか？」

　山エルフの純真な瞳ひとみに申し訳ないが、ただの失敗作だ。




　苦心し、なんとか一台。普通の揺り籠を作った。

　うん、考え過ぎはよくない。普通が一番。

　実際に使う者たちに評判を聞いてから、改善しよう。

　俺はさっそくアンの元に行き……摑つかまり立ちをしている息子の勇姿を見た。

　子供の成長は早いなぁ。

　リアたちのところも同じだった。

　揺り籠は不要だそうだ。

　次の子が生まれた時に役立てよう。

　ちなみに、これまでは天井から吊つるした揺り籠を使っていたらしい。

　お父さん、空回り。

　ロッキングチェアの上に座る猫が、俺を慰なぐさめるように鳴いてくれた。

　ありがとう。
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　春かな？　まだ冬？　悩む感じのこの頃。

　もう春と思って農業を始めてもいいかな？　そわそわし始めている。

　しかし、いきなり天候が悪くなるというか寒さがぶり返すので油断はできない。

　春の目安は色々あるけど、今はニュニュダフネに任せている。

「まだ。もう少し先」

　春は遠い。




　山エルフたちが、俺の作った椅子を改造している。

　この前、作ったロッキングチェアではなく、肩叩たたき機能を付けた椅子だ。

　スプリングが余ったので作ってみたのだが……パワーが足りなかった。スプリングが硬過ぎるのも問題だとは思うが、動力が水力だからだろう。

　俺が適当なところで放り出したのを、山エルフたちが引き継いで弄りだした。

　現在、歯車を使ってパワーを補おうとしている。

　それはいいのだが、その肩叩き機能の付いた椅子は、誰が使うのだろう？　村にそれを必要とする人は………………いそうにないが。

　始祖さんやドース、魔王も使いそうにない。俺が放り出したのもその点に気付いたからだし。

　まあ、技術向上を目的とするなら構わないか。うん。

　…………。

　ところで、山エルフさんたち、俺の説明は聞いてなかったのかな？　これは拷ごう問もん道具じゃないぞ。

　肩叩きにカボチャを割るパワーはいらないからな。







　始祖さんは仕事で出ているので、転移魔法に頼れない。

　気軽に温泉に行けないのが不便だが……頼り過ぎるのもよろしくないと反省。

　俺はハクレンと共に温泉に向かう。

　最近、ハクレンのテンションが低い。原因はウルザ。ウルザがハクレン離れを始めたのだ。




　ことの発端は……獣人族の男の子たち。

　簡単に言えば、彼らがウルザを巡って喧嘩したのをウルザが殴なぐって止め、まとめた。

　さらにウルザはガット夫妻の娘であるナートを巻き込み、リザードマンの子供たちを従えた。

　村の低学年？　の子供たちのまとめ役にウルザはなったのだ。

　そうなると目覚める母性というか姉性、リーダーシップ。

　年齢的には獣人族の男の子たちの方が上だが、貫録はウルザの方が上だな。

　ウルザがリーダーシップを発揮すると同時に……ハクレンから離れ始めた。

　ハクレンはウルザの成長を喜びつつも、寂しさで困惑しているようだ。

　ルーやティアたちもこんな風になるのだろうか？　十人十色かな？　俺はそんなハクレンを見かね、温泉に誘った。

　温泉の番を任せた死霊騎士デスナイトの様子も見たいしな。

　二人だけで移動して、すぐに帰ってくるつもりだったが、ウルザに見つかり、獣人族の男の子たちやナート、リザードマンの子供たちが同行することになった。

　俺がどうしようかと悩んでいる間に、久しぶりにウルザからハクレンのもとに来たのが嬉しかったのか、ハクレンが引き受けてしまったのだ。

　嬉しいのはわかるが、夜はウルザと同じ部屋で寝てるだろ？　そんなに寂しいかな？




　俺とハクレンだけでは子供たちの面倒が見られないので、鬼人族メイドのラムリアス、獣人族のセナに同行を頼み、準備運動をしながらこちらを見ているリザードマンのダガと獣人族のガルフを護衛として連れて行く。

　戦力的にはハクレンがいるから大丈夫かなと思っていたら、ビーゼルとフラウも同行を申し出てきた。

　温泉に入りたいらしい。




「ビーゼルがいるなら転移魔法で移動するか？」

「残念ながら移動先を知りませんから」

　ビーゼルの転移魔法は、移動先を知らないと転移できないとのこと。

　じゃあ、初めて村に来た時は歩いて来たのかな？　見える範囲に短く転移して村を目指したらしい。なるほど。




　ハクレンに荷物輸送用の板を背負ってもらい、それに乗って移動。

　俺たちが乗っているのでゆっくり移動しているのだろう、ちょっと時間がかかった。

　ハクレンのテンションはウルザのおかげで高くなっているので、実は温泉に行く必要はなくなったのだけど、ともかく温泉に到着。




　施設は無事に残されている。

　死霊騎士はどこかなと思ったら、鎧よろいを脱いで温泉に入っていた。

　俺の姿を見て、慌あわてて出ようとするがそのまま入っててもらう。番人として頑張っているのはわかる。温泉の片隅に倒された魔物や魔獣の死し骸がいがまとめられているからな。

　まずは、温泉の入り方を同行者に説明。男湯、女湯はしっかりと分けるように。

　男湯の方はダガとガルフに。女湯の方はラムリアスとセナに任せる。
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　では各自、入浴開始。




　さて、俺も……と思ったが、その前にすべきことをする。

　予定していなかった同行者、猫。

　いつのまにか子供たちに抱き締められ、一緒に来ていた。

　別に怒ったりはしないが……温泉地で退屈ではないだろうか？

　猫用の遊び道具でもと考えていると、なにやら温泉に興味があるよう。

　しかし、猫が入るには深い湯船。

　…………。

　俺は少し考え、猫用の浅い小さい風呂を近くに作った。

　どうだ？

　前足……で慎重にチェックしたあと、かなり怯おびえながら入った。座ってお尻がお湯に浸かり、温かさに満足したのか頭を湯船の外に出しながら寝そべった。

　うん、よかった。




　次に、死霊騎士が退治した魔物や魔獣の死骸。

　新しいものもあるが、古いのもある。冬だから腐敗は進んでいないと思ったが、温泉地だからだろう。一部から腐敗臭がする。処分しておこう。

『万能農具』で耕し、土に戻して……死骸の山の中にパニックカリブーがいた。

　角はしっかりと確保。

　あとで死霊騎士を褒めようと心に決める。




　さあ温泉、と思ったが……着替える場所に置かれたサビだらけの鎧に気付いた。

　フルプレートメイルと呼ばれる全身鎧。死霊騎士の鎧だ。

　前に会った時もボロいと思ったが……ここまでサビだらけだっただろうか？

　温泉地だからか？　剣はサビてはいない。

　こっちは新品同様。魔法でもかけられているのだろうか？

　…………。

　俺は近くの森に行き、木材を獲得。木製の鎧を作ってみる。見本は目の前にあるからな。







　しばらくして、肩を叩かれる。

　ラムリアスだ。

　そろそろ帰る時間のようだ。残念ながら鎧が完成しなかった。悔しい。

　そして俺、温泉に入ってない。むう。まあ、また今度、来ればいいか。




　子供たちはまだまだ温泉で遊びたいようだが、ラムリアスとセナが追い立てるように誘導。

　ダガとガルフも温かい身体で満足そうに……その手に持っているのは酒かな？

　帰り、ハクレンに運ばれている間に飲むつもりと。今までは護衛で我慢していたから、駄目とは言わない。

　おっと、猫を忘れるところだった。

　温泉で完全熟睡をしている猫を起こし、身体を拭ふく。毛に艶つやが出てるな？　温泉に髪をつけると傷むんじゃなかったっけ？

　動物の毛は別かな？　よくなっているなら気にすることはないか。




　作りかけの木製鎧をまとめ、ハクレンに乗り込む。

　今度来る時は完成品を持ってきてやろう。

　ホカホカと湯気を立てる死霊騎士に見送られながら、俺たちは村に向かった。

　遠足みたいだったな。また来よう。







　村に無事到着し、気付いた。

　帰り、ビーゼルに頼んで転移魔法を使ってもらえばよかったんじゃないかな？

「無粋かなと思って……」

「行きもハクレンさんの上で食事だったから、帰りもそうなのかなぁって」

　ビーゼル、フラウの言葉。

　まあ、いいか。楽しかったし。







　さて、春までもう少し。

　俺は持ち帰った木製鎧を仕上げる。

　山エルフさんたち、手伝ってくれるのは嬉しいけど、ギミックは必要ないからね。

　変な装置を組み込むのは……手甲からナイフが飛び出す？　足の先からも？　こっちは収納？　ここに鉄を仕込んで……小型の盾に変形？

　…………ロマンだな。

　死霊騎士が喜んでくれるといいのだが。
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　こんにちは。

　私は農業神。農業の神様をやっています。

　さて、今回はそれを横に置いておいて……父よ。

「これ、どうしましょう？」

「これって？」

「これです」

　私はとある世界の地上の様子を見せます。

「あ、いつものところだね。何か変化が……え？　あれ？　これって……え？」

　父が驚いています。当然でしょう。

　地上で行われているのは、とある黒い大岩が父の姿に彫られていく様子。

「たぶん、偶然なのでしょうけど、これって神罰ですよね？」

　神罰とは、そのまま神の罰。父による攻撃です。

　もちろん、父にしか扱えません。普通は。

「そうだね。ああ、なるほど。普通に彫ってもそんなことにならないけど、素材が神すら封印する岩で、『万能農具』が私の姿を正確に再現することで、神罰になっているね」

「どうします？」

「どうしようか？」

「さすがにこれは……その、魔神が哀あわれです」

　そう、哀れなのです。

　確かに魔神は罪を犯しました。それゆえ封印されたのですが……封印された段階では、魔神は悪ではありません。

　ただ、世界に溢あふれた魔力を収集し続けた結果、悪となってしまっただけです。

　そうなのですが、世界に魔力が溢れた原因は魔神ではなく、他の神。

　魔神はどちらかといえばそれを制御しようとしただけで、結果的に神のルールを破ってしまっただけなのです。

　そんな魔神の救済は、二十年後に世界を崩壊させる悪の化身として地上に君臨し、滅ぼされることでそれが成なります。

　酷ひどい話かもしれませんが、多くの神がなんとか魔神を救済しようと未来を予想しながら手を尽くして用意した運命。これが最善なのです。

　なのに、魔神は今、神罰によって滅びようとしています。

　あと、たった二十年。神にとっては苦にもならない時間なのに……このままでは、救済されずに滅してしまいます。

「神は死なないよ」

「父よ。確かにそうです。ですが、滅すると長き眠りにつきます。その眠りは魔神のこれまでの経験を失わせる眠りです。次に目を覚ました時、魔神は私の知る魔神ではないでしょう。それを望まなかったから、封印だったのではないですか？」

「その通りだ」

「では、なにとぞ魔神に救いの手を」

「それはできない」

「なぜです」

「その必要がないからさ」

　…………。

　思わず私は父を殴ろうと拳こぶしを固めました。ですが私の拳は父には当たりませんでした。

　父の本気の防御です。

「ごめんごめん。言い方が悪かった。魔神は救済されるよ」

「どういうことです？」

「あと数日、そのまま見てればわかるから」

　父はそう言って、時間を進めました。




　驚きました。

　魔神は確かに救済されました。滅んでいません。

「どういうことです？」

「どうもこうも、例の彼がやったのは神罰。しかも、封印の七箇所に的確にだ。わかるだろ？」

「え？　あっ！」

「彼は神罰だけでなく、私の救済まで再現したようだ。凄いね」

「人が神の救済を代行するとは……奇跡です」

　いや、神罰の段階で奇跡ですけど。

　ともかく、魔神は救済されたのです。

　魔神は猫の姿となりましたが、地上で生せいを謳おう歌かします。そして、次にこちらの世界に戻ってきた時、改めて神としての役目が与えられます。

　よかった。本当によかった。




　私は喜んでいるのですが、父の表情は優れません。

「何か疑念があるのですか？」

「い、いや、大丈夫だろう」

「……怒られる前に、言っておいた方がよいのでは？　それとも母に報告した方がいいですか？」

「脅すな。いや、隠してはいない。その、たぶんなのだが……あの猫、神性を帯びていないか？」

「え？」

「神性を帯びた猫って……寿命があるのかなって」

　えーっと……。

　ま、まあ、こちらの世界に戻る方法は寿命だけではありません。

　魔神も神の一柱であったのですから、なんとかするでしょう。しますよね？　してくださいよ。




「あと、魔神の救済に合わせて世界から魔力を一気に回収する計画だったのが崩壊しちゃっただろ。魔神が仕込んでいた悪事も崩壊しただろうし、地上はちょっと大変になるんじゃないかなぁって」

　おおう。それは……えっと、どうすれば？

「魔力に関しては、百年二百年の話じゃないから気長に別案を実行すればいいだろうけど、魔神が仕込んでいた悪事はねぇ」

　あ、ある意味、地上に存在していた神が消えたのと同じ。混乱は避けられないでしょう。すでに各地に影響が出ています。

「でもだ。確実に二十年後に起こるはずだった世界崩壊の危機は完全に消滅した。悪の化身となった魔神が倒されない確率が小さいとはいえ、あったわけだからね。総合的には結果はよかったのかなって」

　そ、そうですね。

　その危機に比べれば、多少の混乱は些さ事じと言えます。

　まあ、そんな危機が近い世界に彼をうっかり転移させたときは怒りましたが、それがなくなったのですから喜ぶべきことでしょう。

　それに、こう言ってはなんですが彼が転移させられた場所は、これから起こるであろう混乱からもっとも遠い場所です。

　彼は平和です。

　…………。

　それでいいのでしょうか？　いいですよね。いいとしましょう。

「ところで父よ。彼の偉業はどう讃たたえましょう？　神の代行者と認定しますか？　それとも魔神を倒したのですから真の勇者とか？」

「ははは。彼はただの農家であることを望むんじゃないかな」

「まさか、最高の栄えい誉よですよ？　それを辞じ退たいすると？」

　そう言いながらも、私も父と同じように思っています。

　うん、彼ならそんな面倒なものは不要と言うでしょう。
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　春が来た。

　起きてきたザブトンとも挨あい拶さつ。

　ザブトンと猫の初会合は……問題なし。

　まあ、猫が即座に降伏のポーズをして、ザブトンが許したようだ。そう言えば、猫がクロと初めて会った時も似たようなことになってたな。動物は上下関係をつけないと落ち着かないのかな？




　ともかく春。

　春なので、名残なごり惜おしそうにビーゼル、グラッツが帰った。

　ガルフもビーゼルに転移魔法で送ってもらい、ハウリン村に帰った。

　ちょっと寂しくなる。




　気分を改めて、レッツ農業タイム！

　と、その前に会議。

　今年も一年、よろしくお願いします。







　屋敷の会議室に種族の代表が揃い、会議が始まる。




〝大樹の村〟代表、俺。

　インフェルノウルフ代表、クロ。

　デーモンスパイダー代表、ザブトン。

　吸血鬼代表、ルー。

　天使族代表、ティア。

　ハイエルフ代表、リア。

　鬼人族代表、アン。

　リザードマン代表、ダガ。

　竜代表、ラスティ。

　獣人族代表、セナ。

　ドワーフ代表、ドノバン。

　魔族、文官娘衆代表、フラウ。

　山エルフ代表、ヤー。

　ミノタウロス族兼二ノ村代表、ゴードン。

　ケンタウロス族兼三ノ村代表、グルーワルド。

　ニュニュダフネ族兼一ノ村代表、イグ。

　ハーピー族代表、マッハ。




　マッハは、ハーピー族のベテランの一人。

　村に来た時に挨拶されたが、存在感が薄い。




　ハーピー族は集団で動くので個性を出すのが難しいらしい。

　実際、個別の名前もない。

　それで生活できるのかと思ったが、どうにかなっていた。

　どうにかなっているなら、気にしない。

　気にしないが、俺が困ったので種族代表者としてマッハを名乗ってもらうことにした。

　命名は天使族との相談で。




　他に種族として悪魔族のブルガ、スティファノがいるのだが、例年通り辞退となった。

　ラスティに仕えている立場で、村の運営の話し合いには出席しにくいという遠慮だ。

　スライムとは意思疎通失敗。蜂はザブトンの子供を通じて辞退を伝えられた。

　代わりにいるのが、各種族の世話役四人。




　獣人族世話役、鬼人族メイドのラムリアス。

　ミノタウロス族世話役、リザードマンのナーフ。

　ケンタウロス族世話役、文官娘衆のラッシャーシ。

　ニュニュダフネ世話役、獣人族のマム。




　彼らに発言権はないが傍ぼう聴ちょうは許可された。

　発言権がないと言っても、議題を提案する権利や拒否する権利がないだけで意見は言える。なので積極的に参加してもらいたい。

　参加してもらっておいて喋しゃべっちゃ駄目とかは酷いと思うし。




　なんにせよ、大人数だ。

　だが、それらを収容して余裕のある屋敷の会議室。

　幅のあるザブトンも、巨体のミノタウロス族も、馬並みに大きいケンタウロス族も参加できる。




　今年の会議の議題は、こうなった。




《冬の間の問題確認》

《今年の活動方針》

《褒ほう賞しょうメダル関連》




　まず、冬の間の問題確認。

　大樹の村は問題なし。

　いや、あるにはあるが、会議で共有する内容ではない。

　例を言うなら、猫の寝床問題や、クロたちがコタツを占有する問題。扉をキッチリ閉じないことによる隙すき間ま風問題や、俺の部屋に私物を置く問題……。

　いわゆる家庭の問題というやつだ。




　他の住人たちから出てくる問題もそんな感じ。

　冬の間の食料、燃料に問題はなく、余裕があったとさえ言える。

　一ノ村、二ノ村、三ノ村でも同様。

　大きな問題はない。

　強いて言えば、一ノ村、二ノ村、三ノ村から、防衛を担っているクロの子供たちに何かしてやりたいがどうすればいいだろうかという相談が出たぐらい。

　防衛中は仕事しているのだから、クロの子供たちは気を抜かない。

　交代で休んでいるが、その時は大樹の村にいる。

　一ノ村、二ノ村、三ノ村からすれば、クロの子供たちが常に働いているように見えてしまうのだろう。

　あまり気にしなくていいと言いつつ、大樹の村に来た時に遊んでやればいいのではないかと提案しておく。

　クロが尻尾しっぽを振っていた。

　同じく防衛を担っているザブトンの子供たちはいいのかと思ったら、そちらは適度に交流しているから問題ないとのこと。

　ザブトンの子供たちは、交代じゃなく住み込みみたいなものだからな。マクラぐらいの大きさに育った個体も出ているそうだ。

　名付けが必要になった場合は、各村に協力してもらおう。




　あと、慶けい事じとして冬の間にミノタウロス村で二人、子供が生まれた。

　今度、お祝いを持って見に行こう。







　今年の活動方針。

　今年は、二ノ村、三ノ村で通常農業をしてもらう。

　これが最優先だ。

　理由は、俺の『万能農具』に頼りっきりだと、『万能農具』が使えなくなった時に村が崩壊してしまう。それを避けたい。

　二ノ村、三ノ村での通常農業は大変だろうが、頑張って欲しい。

　通常農業によって収穫量が減ってしまう分は、大樹の村で補おぎなっていく方針で。




　次に、工業系。

　サスペンション搭載型の馬車をマイケルさんに返したら、注文が入った。

　量産を考えてパーツを五台分用意していたのだが、ビーゼルや文官娘衆が欲しがっているので足らない。文官娘衆たちは実家に送ってプレゼントしたいらしい。

　スプリングをハウリン村に追加発注することにする。




　商業関連は、冬の間に作った加工品の販売だ。

　主に酒、油、塩、砂糖、漬物、ジャム、ジュースなど。

　これはすでに実行済みなので、売れた量の報告だけ。

　冬の終わり頃からマイケルさんに卸おろし、ビーゼルやハウリン村、ドライム、ドース、始祖さんたちに販売している。

　他にチーズやバターなども作っているが、これは村で消費してしまうので販売できない。

　マヨネーズも商品として価値があるが、俺がマヨネーズの賞味期限を知らないので販売はしない。お腹を壊されても困るしな。村で作った分を村で消費するスタイル。

　ビーゼル、ドライム、始祖さんが物凄く欲しそうな目で見てくるので、売らずに贈っておいた。

　ともかく商業に関しては、マイケルさんからの報告書待ち。

　それを見て、次の冬に生産するものの量を決める。




　平行して畑で何をどれだけ作るかになるのだが……。

　大樹の村の一回目は、無難に去年とほぼ同じ。

　一部、鬼人族メイドの希望で調味料系の増加、ルーの希望で薬草の種類追加が行われることとなった。







　褒賞メダル関連。

　今年も褒賞メダルを配る。

　大樹の村の住人に、一人三枚。種族代表者に十枚。クロたち、ザブトンたちには一族で三十枚。

　いつもと違うのは、一ノ村、二ノ村、三ノ村に関して。

　去年は、各村に三十枚を与えて、各村の個人には渡さなかった。今年は、各村に三十枚、各村の個人に一枚ずつとなった。

　もう少し渡したいのだが、やはりまだ貢献が足りないと各村から遠慮された。

　この会議の前に何回か打ち合わせた結果なので、そのまま進む。




　特別扱いとして、蜂に二枚。酒スライムに二枚。

　温泉地で番人をやっている死霊騎士に二枚を渡すことになった。

　蜂にはいつも美味おいしい蜂蜜をもらっているしな。

　酒スライムは……まあ、最近、子供たちと色々やってるみたいだしな。

　死霊騎士も、一人であそこを守らせているのだ。

　今度、持って行って希望を聞いてやろう。




　ちなみに、子供たちへの褒賞メダルは……獣人族の男の子たち三人に三枚ずつ渡す以外は、基本的になし。

　褒賞メダルは村のために働いている者に渡すからだ。

　なので、まだ働いていないウルザやお手伝いレベルのナートには渡せない。逆にリザードマンの子供でしっかり働いている者には渡すことになっている。

　この辺りは、各種族の代表の申告制になっている。




　……始祖さんに五枚ぐらい渡した方がいいだろうか？

　考えておこう。

　…………。

　さすがに猫には渡せない。







　本来ならこれで会議が終わる予定だったのだが、会議中に連絡が来た。

　始祖さんからだ。

　念話というのかな？　ルーが受け取り、俺たちに教えてくれた。

　以前、フーシュの依頼で薬を作ったお礼を持ってきたいらしい。

　どんなお礼なのかなと思っていたら、人だった。

　夫婦になったばかりの男女十組、計二十人。どの夫婦も子供はまだいない。種族は主に人間。一部、亜人的な者もいる。

　一ノ村の住人としてどうだろうとのことだ。

　確かに俺が求めていたものだ。

「ルーはこれでいいのか？」

　お礼はお前たちにと伝言したのだが……。

「問題ないわ。始祖さまに聞かれた時、村長が喜ぶものをって言っておいたから」

　感謝の言葉しか出ない。




　さて、予定していない人員が来ることで、会議が続けられる。

　主に一ノ村代表のニュニュダフネのイグと、世話役のマムが中心で。

　受け入れ態勢、生活用品の用意、当面の仕事内容、防衛に関しての再確認。

　一気に忙しくなった。

　会議が終わったあとに用意している宴会用の料理が遠のく。タケノコ料理とか、色々準備したのに……。

　いやいや、会議が長引いただけ。料理が消えたわけじゃない。屋敷のホールから明るい声が聞こえてくるが……きっと気のせいに違いない。

　新しい春にカンパーイとか聞こえるが、誰が音頭を取っているのかな？　そう言えば、会議が長引いたら先に始めてていいって言ったような気が……。

「さ、先に食事するのは？」

「駄目だ。戻ってこない」

「酒だけでもこっちに……」

「駄目だ。酒の話がメインになる」

「では、今日はここまでにして残りは明日……というのは？」

「……明日、きっちり会議するか？」

　全員の揃った返事。

　全員の意識が扉の向こうに行っている。

　春だしな。仕方がない。

　今日はここまでにした。
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　クロの子供に乗って爆走するのはウルザ。その後ろに獣人族の男の子たちが、同じようにクロの子供に乗って追走している。何をしているのかな？

　…………。

　ウルザたちのはるか後方に、スカート姿ながらも綺き麗れいなフォームで追いかけている鬼人族メイドの姿が確認できる。

　うん、何かイタズラをして逃げていると。クロの子供たちの疾しっ走そうを追いかけて、差を縮められる鬼人族メイドの脚力に驚きだな。

　いや、クロの子供たちが速度を落としているのかな？　追いかけている鬼人族メイドが、色々と料理の名前を叫んでいるからな。でもって……。

「もう作りませんよっ！」

　グンッとクロの子供たちの速度が落ちた。

　乗っているウルザや獣人族の男の子たちが慌てるがもう遅い。捕まった。

　うん、叱しかられることをした時はしっかり叱られよう。

　あー、獣人族の世話役のラムリアスも来たな。

　獣人族の男の子たちは完全降伏。ウルザは……まだ逃げるか。っと、先回りした酒スライムに足止めされ……逃走失敗。

　鬼人族メイド、酒スライムを使いこなしているな。

　連行されていくウルザと獣人族の男の子たち。

　何をしたのかな？　ツマミ食いかな？　それとも洗濯物を汚したか……。

　俺に関係してないといいな。







　さて、俺は俺の仕事に集中、『万能農具』で畑を耕す。

　昔に比べて、かなり速い速度で耕すことができている。去年は大樹の村に加え、二ノ村、三ノ村の分も耕したからな。このペースなら、予定よりも早く終わるだろう。

　そうなると、どうしよう？　大樹の村の畑を少し広げるべきだろうか？　いや、それなら牧場を広げてやるべきかな。なんだかんだで牛や山羊の子も増えている。まだ手狭ではないが、手狭になる前に広げてやろう。

　畑作業が終わったあと、牧場を東側に四百メートルほど拡張した。

　…………。

　拡張した部分に移動してくれない。そうだよな。動物って、新しい場所は用心するよな。

　…………。

　拡張した部分にニンジンでも植えてみるか？

『万能農具』でニンジン畑を作っていると、馬が来た。素直だ。よしよし。わかった。もう少し広くな。完成するまで食うなよ。

　馬が来たから、山羊や牛もやってきたな。

　山羊は馬ほど賢くない。いや、賢いのは賢いが欲望に忠実だ。

　たぶん、馬はニンジンを守りきれないだろう。数が違い過ぎる。

　仕方がない。牧場の外にニンジン畑を作っておく。あとは山羊の興味を引くものを牧場内に……無理だな。諦あきらめる。

　さて、牧場を広くしたからもういくつか、水飲み場を作らないといけない。

　前に作った井戸と同じように斜めの穴を掘ってやり、中でＵターンしなくても出られるようにトンネル状にしてやったのだが……トンネル内で山羊と牛が詰まった。

　暑い日、日除けとして使ったのだろう。発見が遅かったら危なかった。

　以後、穴は禁止となった。

　手間がかかるが、最初の頃と同じように水飲み用の入れ物を作る。

　丸太を縦に割り、中をくり抜いた簡単なものだ。

　…………。

　あまり遠いと、水運びが大変だよな。竹で水道っぽいものでも作った方がいいかな？

　いや、ポンプがあるからそれを設置して……牛や羊が自分たちで扱えるようになれば……。

　今度、山エルフたちに相談してみよう。

　とりあえずは、竹で簡単な水路を作っておく。




　次に、用意するのが岩塩の塊。

　動物たちにも塩分は必須。いつでも舐なめられるように置いておく。地面を掘れば岩塩層があるのは便利だな。

　最初の頃、塩を求めて苦労したのが噓うそのようだ。まあ、気付かなかっただけなのだが……。

　岩塩とか見たことないし、普通は岩を舐めて味を知ろうなんて考えない。だから気付かなくても問題はないのだ。




　穴を掘り、岩塩層を適当な大きさにカット。運ぶ。

　本来なら悲鳴を上げる重労働だが、『万能農具』のお陰でサクっと終わる。

　うん、本当に感謝だ。

　これで牧場の作業は一段落。

　作業中、俺に突進を繰り返し、クロの子供たちに取り囲まれている山羊たちをどうすべきか……。

　ストレスを与え過ぎるのもよくない。

　適当なタイミングで解放するように、クロの子供たちにやんわりとお願いしておいた。







　二ノ村、三ノ村では通常の農業は順調とのこと。

　各村で苗を育てたり、種を撒まくのは無事に終わったらしい。

　現状、山エルフたちに水車のメンテナンスの応援を頼んだぐらいで、独自でなんとかできている。

　頼もしい。頼もしいが、少し寂しい。いやいや、各村には頑張ってもらわないとな。




　各村の代表に、作業記録をつけることを求めている。

　これにより、他の村で同じ作業をする時の参考にしたり、問題が発生した時の状況確認ができるだろう。

　今はただの記録だが、将来は大きな財産になると信じたい。







　果樹園の蜂たちの様子を見る。

　今年も女王が生まれ、巣がいくつか増えている。いいことだ。

　蜂たちのために、果樹園近くに蜂たちが好む花を増やしておく。

　ん？　巣を守る兵隊蜂が妙に熱心に飛び回っているな。何かあったか？

　気付けば、各巣から数匹ずつ、合計で百匹ほどの兵隊蜂が集まり、編隊を組んで北に向かった。そのあとをザブトンの子供が一匹、追いかける。俺も追いかけた。

　兵隊蜂たちの目的は、村から少し離れた場所。村の周囲を警備するクロの子供たちの防衛ラインの外だった。




　俺が到着した時、すでに終わっていた。

　飛んでいるのは一匹の女王蜂と、果樹園から飛んでいった兵隊蜂たち。

　地面には倒されている背の長いイタチ。背の長いとは変な表現だが、四足の時は背は低いからな。胴が長いと言うべきなのかな？　まあ、いいや。

　兵隊蜂に被害はなさそうだ。

　イタチの様子から、倒したのはザブトンの子供っぽいけど……。

　兵隊蜂は、女王蜂をエスコートして果樹園に。

　新しく外から来ていた女王蜂なのかな？　しかし、縄張りとか大丈夫なのか？　喧嘩にならないのか？

　疑問に思っていると、イタチを回収しているザブトンの子供が俺を見た。

　エサが豊富なら喧嘩しません。

　そんな風に言っているように感じた。なるほど。そうかもしれないな。

　俺は果樹園に戻り、新しくやってきた女王蜂のために巣を設置する場所を作ってやった。

　今度、果樹園の拡張も考えようかな。







　キックスケーターという名だったろうか？

　俺が子供の頃に流行った、スケートスケーターに取っ手を付けたものを作ってみた。

　構造は難しくない。動力不要。オール木製の試作品。取っ手の長さを調節して完成。

　片足を乗せ、もう片足で地面を蹴って進む。乗り心地が悪い。木製のタイヤがよくなかったか。

　ケチらずにゴムを使って改造。うん、タイヤに弾力が出たのでかなり乗りやすくなった。

　問題は地面だな。

　村の地面は俺が一度耕したあとに固めた普通の土。キックスケーターで移動するのに適した場所は限られてしまう。

　室内移動用？　絨じゅう毯たんに引っかかるし、傷む。

　…………。

　キックスケーターはここまでだな。




　レストランなどで食事を運ぶ時に使う台車を作る。名前は知らない。

　キックスケーターでの反省を活いかし、タイヤを大きくして絨毯に絡からまないようにする。

　荷物を置く部分はシンプルに上下の二段。大きなロの字に、四つのタイヤを付けた感じだ。

　とりあえず、形が完成。鬼人族メイドたちに渡す。

「ワゴンですね」

　台車の名前はワゴンだった。

　鬼人族メイドたちに使ってもらい、問題がなければ装飾を施そう。







　後日。

「ワゴン、おもしろい」

　ウルザ、それは乗り物じゃないぞー。あと、その手に持ってるキックスケーターはなんだ？　作業場に保管していたはずだが？

　ウルザはワゴンとキックスケーターを巧みに使い、逃げた。

　夕食後のデザート抜きは妥当な判断だと思う。
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　昔のルーは中学生ぐらいのサイズで日中を過ごし、夜は大人サイズだった。

　アルフレートが物心ついたぐらいから、日中も大人サイズになっている時間が長い。理由を聞くと……シンプルに子供たちに顔を覚えてもらうため。

　そうだな。会う度にサイズが変わると、子供たちが混乱するよな。




　なんだかんだで子供のことを考えてくれるルー。色々と不安もあったが子育てもできている。

　ただ、本人が言うにはまだまだで、アンたちの助けがないと無理とのこと。俺もそうだ。十分に父親をやれているか自信がない。一応、子供のいる先せん達だつに話を聞いたが……。

「妻に任せている」

「妻の意見を聞くことだ」

「妻に逆らうな」

　ドライム、ビーゼル、ガルフの意見。

　参考にならない。

　村に夫婦でいる獣人族のガットは……最近まで別居、子供が生まれたことすら知らなかったからな。俺と同じで悩んだり、苦労したりしているのだろうか。

　今度、一緒に飲んで話を聞こう。




　その前に夫婦の話し合いだな。

　いやいや、二人目とかそういう話ではなく、アルフレートの教育に関して。

　……はい。

　お任せします。




　子供を前にすると、女ではなく母ということだろう。

　…………。

　諦めたりはしない。俺はお父さん。

　ティア、ちょっと相談が……いや、二人目とかそういう話ではなく、ティゼルの……。




　先達の意見は正しいと思う。







　父親として悩み始めたのは、最近のウルザを見ているからだ。

　大人しいアルフレートやティゼルも、あんな感じに暴れだすのだろうかと不安になる。

　獣人族の男の子たちが村に来た時は大人しかったのだが、最近はウルザと一緒に怒られていることが多い。

　さすがに与えられた仕事をサボったりはしていないが……。

　以前よりは笑顔が増えたと喜ぶところなのだろうか。

　…………。

　現在、ウルザはザブトンの背中に乗っている。ガット夫妻の娘、ナートも一緒だ。

　どうやら、クロの子供たちのように移動しろと言っているようだ。

　ザブトンは賢いし、暴れているところを見ないが……ん？

　ザブトンが器用に足を使って背中に乗っていたウルザとナートを降ろし、自分の前に立たせた。

　叱るのかなと思ったら違った。

　ザブトンは前足四本を凄い速さで動かした。同時にウルザとナートの服が消え、下着姿になったと思ったら綺麗なドレスを着ていた。

　フリルいっぱい、リボンいっぱいの可愛かわいい系。二人は自分の姿に驚いている。

　ザブトンは服の完成具合に頷うなずき、片足を挙げて挨拶したあと、去っていった。

　その場に残るウルザとナート。




　二人を探していたのだろう鬼人族メイドが近づいたが、二人は大人しい。

　なるほど。女の子だもんな。綺麗な服を着れば、それに合わせて大人しくなる。

　ザブトン、頼りになる。

　そう思っていたら、鬼人族メイドが鈍い悲鳴を上げた。見ると鬼人族メイドが地面にうつ伏している。

　え？　何があった？　俺は駆け寄る。

　ウルザもナートもオロオロしている。

　うつ伏せになっている鬼人族メイドは……気を失っているわけじゃないな。苦痛に耐えているようだ。

　大丈夫か？

「だ、だい、大丈夫……ですが……フローラさまの治療魔法が欲しいです」

　一体何がと思ったが、すぐにわかった。

　ナートは普通に歩いている。ウルザはゆっくり、大人しく歩いている。鬼人族メイドは、気付かずにウルザを抱かかえようとしたのだろうな。

　ウルザは鬼人族メイドでも抱えられないレベルで重かった。いや、ウルザが重いのではなくウルザの新しい服が重いのだろう。

　なるほど。ウルザが素直に大人しくなったのは、これが理由か。

　だよな。服が綺麗になっただけでウルザが大人しくなるわけがないよな。




　驚くところは二点。

　見た目はフワフワな感じなのに重い服。

　そして、その服を着て平気なウルザ。さすがに走るのは無理っぽいが……。

　俺の頭の中には、某漫画の修行シーンが出てくる。この服で生活をすると……脱いだ時に凄いことにならないか？

　そういえば、始祖さんにウルザを紹介された時、色々と技を持ってるとか言ってたような……。

　考えないようにしよう。

　ナートの服は普通のようだ。よかった。




「二人ともいい服だな。美人だぞ」

　子供に可愛いは禁句。知ってる。

　俺は鬼人族メイドを背負い、フローラのところに向かった。







　後日。

　俺はあの重い服を着て普通に走るウルザに戦せん慄りつした。

　えーっと……その服を着てクロたちに乗らないように。馬も駄目。

　ザブトンに頼み、普通の重さの服にしてもらった。

　周囲の被害が大き過ぎる。










　慶事。

　ハクレンの妊にん娠しんが発覚した。やることをしているので、当然といえば当然。

　祝う。祝うが、疑問が一つ。

　竜はどんな感じで子供を産むのかな？　竜って卵生のイメージがあるが……。

　ドライムに聞くと、竜の姿で妊娠したら卵生。人間の姿で妊娠したら人間と同じように出産するそうだ。なるほど。

　ただ、妊娠すると出産まで姿が固定されるので注意とのこと。

　実際、ハクレンが竜の姿になろうとしてなれず、ラスティに相談。ラスティでもわからず、ドライムに来てもらって妊娠が発覚した流れだ。

「姉上。改めて、おめでとうございます」

「ありがとう。まさか、私がねー」

「ははは。では、さっそく父上に連絡を……」

「それをすると、出産までここで宴会を続けるんじゃないかな？」

「……ありえそうですね」

「連絡は先にお母さまにお願いね。お父さまには数日、遅らせてから。それ以外には知らせないように」

「承知しました。私の妻には？」

「それは構わないわよ。ただ、言い触らさないようにちゃんと言ってね」

「はい。護衛に誰か寄越しましょうか？」

「この村から出ないから大丈夫。ラスティもいるしね」

「わかりました。何かありましたら」

「そうね。頼りにするわ」







　それから数日間、竜の来訪が多かった。

　ライメイレン、ドマイム、クォン、スイレン、マークスベルガーク、ヘルゼルナーク、セキレン、クォルン。

「ドースが来ないな？」

「お父さまはお母さまにここに来ないように厳命されましたから」

　セキレンがそう教えてくれる。

「それはまた……暴走するのか？」

　ラスティやヘルゼルナークが生まれる時、やらかしたらしい。

　なるほど。ありがとうライメイレン。

　しかし、来る竜、来る竜が護衛を置かなくていいのかと心配する。

　妊娠中の竜を狙う連中でもいるのだろうかと思っていたら、妊娠中の竜は気が荒くなっているから周囲を守るために必要とのこと。

　…………。

　ちょっと護衛リスト、見せてもらえるかな？　万が一に備えて。ほら、ラスティも賛成してるし。

　護衛リストにある名前は二つ。ライメイレンとグラッファルーン。ドースの妻と、ドライムの妻。

　竜を押さえ込めるのは竜ね。なるほど。

　ハクレンが断っているし、気が荒くなっている予兆を確認してからにしよう。







　そんな感じに賑にぎやかな中、フーシュのお礼が届いた。

　男女のカップルが十組で、合計二十人。一ノ村の移住者だ。

　フーシュの引率で、十一人の立派な鎧を着た者たちが護衛役で同行していた。

　総出で出迎えたいが……移住するのは普通の一般人とのことなので、クロたちやザブトンたちは自主的に控える。

　遠慮することはないのにと思うが、怖がられるのは悲しいからな。

　ああ、ライメイレンたちはハクレンの傍で。ハクレンも無理しなくていいんだぞ。




　なぜだろう。

　挨拶をする前に護衛の半数が気を失っていた。疲れていたのだろうか？

　ハイエルフのリアや、リザードマンのダガを見て驚いていたしな。

　一人はウルザに追われて飛び出した猫にビックリして気を失っていた。護衛にしては気が弱くないか？　先に彼らを宿に運んで寝かせておく。




　フーシュが一団を代表して頭を下げる。

「移住の受け入れ、ありがとうございます」

　薬のお礼での移住だが、一応はそういうことになっている。色々と面倒な事情があるらしい。

　移住者の代表がフーシュの横に来て頭を下げる。

「よ、よろしくお願いします」

　極めて一般人的な男性。

　妻だろう人物も、どう見ても一般人の女性。どういった理由で移住をすることになったかは、おいおい聞くとして……。

「こちらこそ。よろしくお願いする」

　一ノ村に案内する前に、宿で休んでもらおう。

　護衛の人たちも疲れているみたいだしな。うん。賑やかになるな。
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　私の名はフーシュ。コーリン教の大司祭。神に与えられた恩恵により、回復の魔法が使えます。といっても、自分の息子の病気を治せない程度ですが……。

　しかし、奇跡はありました。薬学で世界有数、いえ一番と言われる吸血鬼、ルールーシーさまと出会うことができたのです。

　さらに幸運なことに、息子の治療のための薬の材料も揃っているとのことではありませんか。

　これも創造神さまのお導き。ありがとうございます。ルールーシーさまに作っていただいた薬で、息子の病気は治りました。




　さて、今日の私はその奇跡のお礼を準備しています。

　創造神さまに感謝はしますが、実際に薬を作ってくれたのはルールーシーさまとフローラさま。さらに協力してくれたあの村の方々に何か報いねばなりません。

　許されるなら、立場を捨ててあの村に一家で移住し村のために尽くしたいのですが、残念ながらそれはできません。

　これまでコーリン教には多大な恩を受けました。まだ返せていないのです。しかし、いつかきっと。




　ごほん。

　話を戻して、お礼はこちらの感謝の気持ちですが、相手に喜んでいただかないと意味がありません。押し付けではよろしくないのです。

　ですが、私はルールーシーさまやフローラさま、あの村の方々のことをよく知らないので、どうすれば喜ばれるかわかりません。

　なので素直に聞きました。

　お礼がしたいのでなんでも仰ってくださいと。

　幸いなことに私の家はそれなりに裕福です。多少の無茶でもなんとかなるでしょう。その気になれば、爵位だって……いけないいけない。望んでもいないのに爵位を渡されても迷惑ですよね。反省です。




　話を聞いた結果、ルールーシーさまをはじめとした村の方々が欲しがっているのは人のようです。

　一瞬、生いけ贄にえと思ってしまいましたが、詳しい話を聞けば新たな住人、移住者が欲しいとのこと。

　移住者には家と耕す畑を無償で貸し、当面の生活の面倒は見ると。さらには畑作業が嫌なら別の仕事をしてくれても構わない。

　なるほど。好条件のようです。

　間違えてはいけないのは、欲しいのは新たな住人となってくれる人であって、労働力ではないということですね。

　いえ、もちろん労働力としても期待しているのでしょう。ただ、新たな住人を増やさないと次世代が困るという切実な事情があるようです。

　つまり……。




「奴ど隷れいでは駄目ですか？」

「駄目ですね」

　私は部下の提案を却下します。

　好きで奴隷になる者はいないでしょうが、奴隷となった理由を持っているはずです。

　そしてその理由の大半が犯罪と借金。そんな理由で奴隷になった者を移住させる？　嫌がらせですね。あの温和な村にトラブルを持ち込むことになるでしょう。

　認められません。




　理想は村で生活をしている家族をそのまま移住させること。

　ただ、これはなかなか難しい。

　すでにその場で生活ができており、わざわざ移住する理由がないのですから。

　一応、駄目元で話を持ちかけてみましたが、やはり駄目でした。

　駄目なのは覚悟していましたが、全力で拒否されるとは思いませんでした。なぜでしょう？

「やはり、移住先を隠さないと無理じゃないですか？　〝死の森〟に移住って、死刑宣告と同じですから」

　部下の言葉です。




〝死の森〟は確かに恐ろしい場所の代名詞です。

　ですが、私が行ってみたところ、それほど悪い場所とは思いませんでしたが……。

「それはフーシュさまが強いからですよ」

「私たちだと、一時間も生きてられませんよ」

「第一、そんな森の真ん中に村があるというお話も疑わしいです……失礼ですが、どこか別の場所だったのでは？」

　部下たちの言葉です。




　移住者を探すことは難航しています。

　私一人ではどうしようもないので腹心とも言える部下たちに手伝ってもらっていますが……それでも上手くいっていません。

　ですが、諦めません。息子の薬を探す苦労を思えば、これぐらいは楽なものです。優良な移住者を探し出してみせましょう！







　人間、断られ続けると心が挫くじけるものです。かなりの絶望感。

　いっそ、お礼は別のものにした方がと心によぎります。

　むうっ。

　お礼ですから、あまりお待たせするわけにはいきません。宗そう主しゅさまとも相談しましたが、来年の春ぐらいがリミットでしょう。

　今現在は秋、どうしたものか……。

　悩んでいると部下の一人が私に提案しました。

「移住者ですが、街の少年たちではどうでしょう？」

　…………。

　街の少年たち。

　わかりやすい表現をすれば、孤児です。

　コーリン教は、孤児を受け入れる孤児院をいくつも運営していますが、どこもいっぱいで溢れてしまっています。

　そこでコーリン教は、孤児院に入れなかった子供たちだけで組織を作らせ、生活をさせています。

　その者たちを、街の少年たちとやんわりと言っているのですが……。

「家と畑を与えられるのですよね？　その条件なら、移住を希望する者も現れると思います」

　そうかもしれませんが……。

　街の少年たちを馬鹿にする気はありませんが、彼らは農作業の経験どころか一般常識も怪しい者たちですよ。移住者としては、問題があるのではないでしょうか？

「ご心配の点に関しては、これから教育すればよいと思うのです」

　これから……。

「はい。春までの短い期間ですが、我らの総力をもってすれば可能かと」

　なるほど。




　さっそく、集めました。

　条件はカップル、つまり決まったパートナーがいること。

　目の前には男女カップルが十組、計二十人がいます。

　年齢は大半が十代半ば。全員、みすぼらしい姿と……怯えた目。

　…………。

　なぜ怯えた目を？

「あ、あんたフーシュだろ。自分の子供の治療のために、若い子供の肝きもを求めているって……」

　リーダー格の男の子が、他の子たちを庇かばうように前に出て言います。

「お、お、俺は、どうなってもいいから、他のやつらは許してやってくれ」

　…………。

　私の悪い噂うわさが立っているとは聞いていましたが、まさかそんな噂だったとは。

「失礼な。私は肝など求めていません。移住者を探していると説明したと思いますが？」

　部下たちにもそう説明するように厳命しましたよね。

「その話を聞いて、ここに来たのではないですか？」

「逃げたら街の連中を皆殺しにするって……」

「フーシュの人狩りには逆らっちゃ駄目って……」

　リーダー格の後ろにいる者たちが泣きそうな声で言います。

　…………。

　その噂を最初に言った人を見つけ出し、私の前に連れてきなさい。誤解を解くために話し合います。

　部下にそう命じたあと、目の前の者たちに笑顔で言います。

「本当に普通の移住話です」

「じゃあ、なんで……お、女と一緒のやつばっかり集めたんだよ。う、生まれたての赤ちゃんを魔術の材料に使うからだろ」

　一応、貴方あなたたちの目の前にいるのはコーリン教の大司祭なのですが……いえ、はっきり言います。そんな非道な真似をするはずがないでしょう！







　移住話を本当だと信じさせるのに五日ほどかかりました。大変でした。

　心残りは、移住先を秘密にしたことです。部下たちが、それだけは絶対に言わないようにと強く言うのでそうしましたが……本当にそんなに悪い場所じゃないんですよ。

　ともあれ、教育開始です。

　一般常識に読み書き、職業訓練も行います。その間の衣食住は、全て私が面倒を見ます。悩み相談にも乗りましょう。

　そうこうしていると、彼らも私に心を開いてくれたようです。少なくとも、最初の頃の怯えた目では見られなくなりました。このまま問題なく春まで頑張れば、優れた移住者になるでしょう。







　問題発覚です。

「その話は本当ですか？」

　私は部下に確認します。

「はい。間違いありません。右腕に証あかしがありました」

　…………。

　二十人の中の一人が、貴族の隠し子だったようです。

　黙っていれば……いえ、お礼として送る移住者にトラブルの種があるのはよくありません。わかってしまったからには対処です。

　まずは、当人を呼んでください。ああ、子供の方ですよ。貴族の方ではありません。




　貴族の隠し子である者と面談。

「貴方が貴族の血縁者だと判明しました。どうしたいですか？　貴方が希望するなら貴族の家に戻ることを支援しますが？」

「……僕が貴族の息子だってのは知っていました。死んだ母から教えてもらってたので……。でも、興味がありません。それに、貴族の家に戻ったらその……彼女と……」

　確かに貴族の家に、彼女を連れて帰るわけにはいきませんね。

「では、貴族の家は？」

「興味がありません。このまま移住させてください」

「わかりました。貴方は今日から、ただの一般人です。いいですね？」

「わかりました。でも、僕は前から一般人ですよ」

　よかった。これで障害はありません。

　私は部下に命じます。

　その貴族を潰つぶせと。

　幸い、その貴族の評判は最悪。そうですよね。自分の子供が街の少年たち、孤児になっていたのに手を差し伸べないのですから。禍か根こんは断ちます。

　これで名実共に一般人。ああ、その貴族の家に仕えていたまともな人たちには再就職先をお世話してあげるのを忘れないように。

　問題解決、すっきり。

　……え？

　あと二人、貴族の息子と娘がいる？　証拠も？

　…………。

　わかりました。面談しましょう。




　問題ある下級貴族の家が数件潰れましたが、些さ細さいなことです。







　問題が発覚しました。

　また貴族の子息と判明したのですかと聞きましたが、少し違いました。

　娘の一人が、隣国の王の血統であることがわかったのです。

　なぜ、そんな子がいるのですかと思っていたら、どうやら十数年前の継承戦争の時に逃れた一族とのこと。

　確かに記録があります。記録にある髪の色、目の色、ホクロの位置、お尻にある王家の紋章。でもって覚えている王家に伝わる秘密の言葉。

　パーフェクトッ！　完璧です。

　…………。

　ああ、もうっ！　どうしてこう問題ばかりが！　しかも、一番優秀だと思っていた娘が！

　隣国……潰せるかしら？　駄目ね。春までには厳しい。

　ならば……。

　短期間で王家の血筋を総取替え。クーデターを起こさせ、王家の血を今の血にしなければ……いけるんじゃないかな？

　彼女が問題なのは、現王の実妹という点なのだから。

　いけるわよね。うん。不幸中の幸いとして、隣国の国王は暴君として迷惑がられている存在。

　よし、やりなさい。

　…………え？

　血筋が変わると、別の子に問題が出てくる？　しかも複数？　……隣国は、我が国を子供を捨てる場所にしているのでしょうか？

　禍根は断つべきですね。いいでしょう。やってやろうではないですか。春までに潰せば全て問題なしです。







　途中でもう一国関わってくるトラブルがありましたが、なんとかなりました。

　現在、隣国が二つ、新たな王国として生まれ変わっていますが……些細なことです。

　コーリン教は、民衆の生活支援を全力で行います。







　春になりました。

　私は目の前の十組二十人に、正式な結婚の祝福も与えました。

　今日まで頑張ったご褒美です。涙を流して感謝されました。私も涙を流します。ここまで、本当に大変でした。

　王族の血縁問題を解決している最中。今度は伝説の盗とう賊ぞくの子孫だなんだで盗賊集団に狙われました。伝説の盗賊の財宝の在あり処かに関しての情報を持っていると思われたのでしょうね。盗賊集団を潰し、お宝を探し出しました。

　もちろん、全て教会に寄付です。




　それが終わったあと、今度はその身に聖剣を宿しているからと、怪しい宗教団体が攻めてきました。

　弱小泡ほう沫まつ集団でしたが、よくコーリン教の本部を攻め込めたものです。その度胸は認めましょう。認めるのはそこだけですけどね。

　現在、その怪しい宗教団体に所属している者たちを全て捕ほ縛ばく、改宗をお願いしています。




　その他、色々ありました。

　新興の貴族の息子が、娘に一ひと目め惚ぼれしたから寄越せと言ってきたのが可愛く見えるぐらいでした。

　もちろんその貴族の息子には世間の厳しさを知ってもらっています。なに、無一文になってもなんとかなるものですよ。これまでの行いがよければ。




　改めて、私は男女十組、二十人を見ます。

　貴族の血縁者が三人、王族の血縁者が六人、伝説の盗賊の血縁者が一人、その身に聖剣を宿す者が一人、裏社会のボスの血縁者が一人、妖精と人間の両親を持つ者が一人、獣人族と人間の両親を持つ者が二人、そこそこいい家から家出した者が二人、竜の鱗うろこが背中にある者が一人、怪しい紋様が胸にある者が一人、何もない者が一人。




　最後の何もない者が一番怪しい気がしますが、調べに調べても何もありませんでした。

　普通の一般人。リーダー格の男の子です。




　ともあれ、現在は全員が一般人です。そして私は胸を張って言えます。

　一切の問題がないと。




　では、向かいましょうか。

　貴方たちの生活する場所に。

　目的地？　あ、えっと……到着してからのお楽しみということで。大丈夫です。ここでの柵しがらみが影響するような場所ではありませんから。

　頑張ってくださいね。
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　俺の名はオブライエン。今年で三十のおっさんだ。生まれた家は貧乏だった。だから、多少の裏道を通ることもあったが、本気で危険な犯罪には手を出していない。親の教えがよかったのだろう。子供の頃はわずらわしいと思っていたが、今は素直に感謝できる。

　俺の職業は神官戦士。

　神官戦士と聞けば、一般のイメージは回復魔法を使う戦士だろう。残念ながら俺は回復魔法は使えない。コーリン教の教徒ではあるけどな。

　どちらかと言えば、コーリン教に所属している戦士って方がしっくりくるだろう。実力は……一番とは言えないが、上位だと自負している。




　さて、そんな俺だが……危機を力だけで切り抜けてきたわけじゃない。場合によっては知恵も使うし、敵かなわない相手には逃げたりもする。

　幸いなことに、俺は一つの武器を持っている。ああ、腰に携えている上質のロングソードのことじゃない。俺の目のことだ。

『弱者の目』と呼ばれる特殊な目。相手の力を見ることができる目だ。

　見ることができると言っても、感覚的なものだ。色や数値とかで出てくれればわかりやすいのだが、世の中はそんなに都合よくはない。

　だが、この目のお陰で俺はこれまで命を繫つないできた。だからこそ、俺はこの目に対して絶大の信頼を置いている。朝と晩には目薬を使い、目に悪いことは極力避けるぐらいには。

　なのに今、俺はその目が信じられないでいた。







　話は三日前に遡さかのぼる。

　そこそこ大きな仕事を終えた俺は、しばらく休暇を与えられる予定だった。

　休暇だからと馬鹿正直に休んでいたら、いざって時に困る。訓練に勤いそしむか、個人で仕事を請け負うかが普通だ。

　幸か不幸かその日、俺は一人のお偉いさんから仕事を個人的に依頼された。俺はコーリン教の神官戦士。そのお偉いさんなんだから、当然コーリン教関係者だ。金払いは悪くないので、素直に詳細を聞きに行った。




　その日に俺は後悔した。

　雇い主はコーリン教の司祭の一人。それはいい。

　依頼内容。コーリン教の大司祭であるフーシュの仕事の手伝い。仕事の詳細は、とある集団を移動させる際の護衛。これもいい。

　問題はその依頼を聞いたあと、依頼主からこっそりお願いされたことだ。

　そのお願いの内容は、フーシュの行動を監視することだった。

　フーシュ。あの悪あく辣らつフーシュだ。知らない人がいないと言っても言い過ぎじゃない超大物。

　しかも、悪辣フーシュはコーリン教最大の戦闘集団のトップだ。

　簡単に言えば、俺の所属している部隊の上の上の上ぐらいに位置するエリート集団の代表だ。

『弱者の目』で見るまでもなく勝てない相手。

　それを監視？　どんな罰ゲームだ。てか、どうしてそんな仕事を俺に振るんだ？

「オブライエン君。君の目には期待しているよ」

　依頼主の言葉に、背筋が凍る。俺の目のことは誰にも言ってないのに……。

「なに、悪いことをしようとしているんじゃない。君はフーシュ大司祭の仕事を手伝うだけ。そのついでに、フーシュ大司祭の周囲にどれだけの力量の者がいるか見るだけだよ」

　いわゆる、断れないお願いというやつだ。

　ため息を我慢しつつ、俺は依頼とお願いを引き受けた。




　フーシュの仕事はシンプルだった。

　二十人ぐらいが移動するので、その護衛だ。

　転移魔法での移動らしく、情報遮断のためにほとんどの者が目隠しさせられた。俺もだ。さすがの俺の目も、視界を塞ふさがれると意味がない。しかし、これではろくに護衛できないのだがいいのだろうか？

　まあ、転移魔法使い手は希少な存在。使い手が狙われるのを防ぐために目隠しをさせるのは悪い手ではない。

　問題は、そんな貴重な転移魔法を使ってまで運ぶ者たちなのか？　普通の家族に思えたが？

　護衛も俺以外に十人もいる。しかも、フーシュも同行って、いったいどこに向かうのやら……。




　目隠しを取っていいと言われて、見た場所は森だった。少し先に畑……村がある。

　ん？　妙に大きい屋敷があるな。ここからでもわかる。

　貴族の別荘か何かかな？　俺は周囲を確認する。

　…………。

　護衛対象の二十人ぐらいは、一般人だ。

　多少、戦える者もいるが……全員で俺にかかってきても相手にならない。その程度だ。

　俺以外の護衛はさすがだ。

　十人いるが、誰とも戦いたくない。全員が俺と同じか、俺よりも強い。猛者もさってやつだろう。

　目立つのはフーシュ。俺が戦いたくない護衛の十人が束になっても勝てない。

　…………。

　出発前と同じ判断。俺の目は正常なようだ。目隠しの後遺症でもあるかなと思ったが、そうじゃないようだ。

　つまり……森を見て、目が無理って悲鳴を上げているのは………………正しい判断ってことだよな。

　すまない、疑って。信頼しているぞ。だが、普通の森に見えるから……普通じゃないってことか。




　フーシュは俺の困惑など知らずに村に向かって歩き出す。

　村からは出迎えが来ていた。天使族だ。珍しい。しかも、装備から見て戦えるやつだとわかる。

　それがフーシュと挨拶し、笑っている。凄いなフーシュ。そいつ、お前の何倍も強いぞ。

　フーシュを超える強さの者がいるとは思わなかった。まあ、天使族ならありえるか。




　村は化け物揃いだった。

　ハイエルフ？　エルダードワーフ？　鬼人族？　リザードマン？　ハーピー？　ミノタウロス？　ケンタウロスまで？　なんだ、色違いのエルフまでいる。

　マズイマズイマズイ……どれもこれもさっきの天使族並みだ。フーシュが一般人に見える。本気でマズイ。

　ハイエルフがいるってことは、ここは悪名高い〝死の森〟か？

　人類未踏の地だろ。そんな場所に何しに来たんだ？

　人を運ぶ？　生贄か何かか？　俺はそんなことの片棒を担がされたのか？　俺の依頼主は、このことを暴きたかったのか？

　さらにマズイのが来た。

　最初に見た天使族よりも遙はるかに強い天使……。

　その横に立つ女も同じぐらい……ありゃ吸血鬼だ。俺が子供の時に一度だけ見たことがある。

　ルールーシー。

　ここはあいつの家か？　死の森の中にあいつの家があるとは……。

　目が見ることを拒否した。

　え？　あれ？　この反応……見ちゃ駄目なのに俺は無理矢理に見た。見ない方が怖かったからだ。

　普通の女……じゃない。

　あの角、尻尾……竜だ。

　駄目だ。無理矢理見たから俺の目がどうにかなってしまったようだ。竜の女よりも強いのがその横にいる。

　そんなのがいるのか？　そいつも竜か？

　女。

　……近づいちゃ駄目な女だ。

　なのに、その女と楽しげに会話している男……何者だ？

　村長？　あのでっかい屋敷の主？　え？　じゃあ、ルールーシーは？　いや、ルールーシーよりも強い竜がいるから……え？

　もうパニックだ。何がなんだか。村長の強さが見えない。

　一般人？　いや、これは……神を僅わずかに感じる？

　どういうことだ？　あの村長がここの連中を従えているのか？　俺の目がおかしくなったのか？　それとも測りきれないだけか？

　…………。

　駄目だ。完全に俺の目が壊れたようだ。ただの猫に、はっきりとした神を感じる。

　俺にできるのは、素直に気を失うことだけだった。







　気付けば出発した場所に戻っており、仕事は終わっていた。

　依頼主からどうだったと聞かれたので、関わらない方がいいとだけ答えた。どう言っても信じてもらえないだろう。

　報酬？　いらない。俺は役立たずだ。

　あそこに送り込まれた二十人が気になるが、悪いことにはならないだろう。その確信はある。

　なにせ俺が気を失う最後に見た光景。

　漆しっ黒こくの狼おおかみに乗って現れた少女。

　それは黄金に輝く英雄。大英雄だ。彼女がいる場所が悪い場所のはずがない。伝説の大英雄ウルブラーザも、あんな感じに見えたのだろうか。




　俺は剣の素振りを始める。

　死ぬまで鍛えても間に合わないかもしれないが、彼女が一軍を率いる時、その軍の一員として働くために。
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　新たにやってきた男女十組二十人。

　すでに相手が決まっているので、色恋で揉もめることはないだろう。その点はありがたい。




　とりあえず、全員を宿に。

　なんだかんだで疲れているのだろう。気を失う人が多い。一部は怖こわがって気絶したようだが……。

　クロの子供たちやザブトンの子供たちが苦手な人がいるのは仕方がない。だが、移住するのであれば慣れてもらうしかない。




　その日の夜は、宿の一階の広間で歓迎会。

　フーシュたちもと誘ったのだが、急いで帰らないといけないらしい。宗教関係のお偉いさんも大変だな。気絶しっぱなしの人は大丈夫かな？　あ、始祖さんが送るのね。

　でもって護衛に目隠しさせるのは……護衛は下したっ端ぱだから、始祖さんに目通りできないってことかな？

　フーシュだけでなく、護衛にもお土産をそれなりに持たせてあげた。個人で楽しんで欲しい。

　始祖さんも帰らないといけないらしい。本当に大変そうだ。始祖さんにもお土産を渡す。お酒がもう少し欲しいのね。どうぞ。







　歓迎会は……まず、並んだ料理に動揺した移住組をなだめることから始まった。

　別に最後の食事じゃないから。ちょっといい料理が並んでるだけだから！　ほら、他の者たちも食べるから。いや、君たちが食材ってそんなわけないでしょ。別にクロたちは怖くないぞ。頭だって撫なでられるし、お腹も……ザブトンたちも平気だろ？

　え？　違う？　そっちは諦あきらめた？　怖いのはハイエルフ？

　ハイエルフが怖いのか？　マンイーター？　何それ？

「誤解です。大丈夫ですから」

　リアが俺に代わって説得する。同族の行いで広がった噂うわさらしい。

「あんな軟弱な連中と一緒にしないでください」

　最後の一言、余計じゃないかな。納得しかけていた移住組がまた怯おびえだしたじゃないか。

　少し疲れた。







　食事が始まれば、美味うまいを連呼してくれるので気分がいい。マナーもしっかりしているし、いい人たちばかりのようだ。

　さっきまでは、新しい環境に緊張していたのかな。

　えーっと、ルー？　何をしているんだ？

　ルーが移住者の一人を連れ出そうとしていた。

　え？　治療？　彼女、どこか病気なのか？　パートナーの男が心配そうにしている。

「命に関わる病気じゃないから。でも、できるだけ早く治療した方がいいかなって」

「どんな病気なんだ？」

「えーっと……ちょっと言い難にくいかな」

　そ、そうか。つまり、男である俺には言い難い内容……。

「治療はすぐに終わるから」

　ルーはそう言って、彼女を連れて別室に。

　あれ？　どうしてウルザを同行させたのかな？







　治療はすぐに終わった。本当にすぐだった。別室に行って一分も経たっていない。治療魔法だろうか？

　確かに病気だと言われた娘は前よりも明るくなった感じがする。パートナーの男の子も喜んでいるし、めでたしってことかな。
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　ところでウルザが持ってる高そうな剣はなんだ？　玩具おもちゃを与えるなら、もう少し女の子っぽい感じのものにして欲しい。お人形とか。

　俺がそう考えていると、土人形が存在を主張した。

　お前がいたな。

　土人形はウルザの部屋で門番をやっている。門番というかルームキーパーだな。小さい身体で一生懸命やっている。

　それはいいが、お陰でウルザは自分でお片付けができない。

　なんでもかんでもお前がやるんじゃなくて、ウルザにもさせるようにして欲しい。

　大丈夫です、死ぬまで私が付き従いますからって、そうかもしれないけどな。




　……いかん。

　もう酒が回ったか？　主役の移住組を放置して、土人形と話をしていた。







　移住組を見ると……大丈夫のようだ。

　移住組の中に獣じゅう人じん族ぞくと人間の両親を持つ者たちがいるのだが、ガット夫妻が話し相手になってくれている。

　なんだか高貴な雰囲気を漂わせる者はフラウや文官娘衆が相手をしている。

　あとはドワーフが酒の話、鬼人族メイドが料理の話で……。

　移住組で一人、集中できない娘がいるな。特定の方向を気にしている。そっちに何かあったっけ？　あるのは……俺の屋敷だよな。その向こうとなると牧場？

「いや、娘が気にしているのは竜ドラゴンだ」

　俺の疑問に答えてくれたのはドース。

　…………ドース？　え？

「娘の懐妊を祝いに来るのがそんなに変か？」

「いや、ライメイレンに来るのは駄だ目めって言われたんだろ？」

「だから、直接は会いに行ってない。遠くから見守るだけだ。その話はあとでするとして……あの娘は竜の巫女みこだ」

「竜の巫女？」

「簡単に言えば、竜の血を飲んだ一族の末まつ裔えいだな。我らと人の間を取り持つ役目を持つ」

「取り持つって……取り持たなくても普通に話ができるだろう？」

　今、こうやって。

「細かいことは気にするな。そんな役目があったという過去の話だ。すでに滅んだと思っていたが生き残っていたのか……」

「それで、屋敷を気にしているのは、ハクレンたちを気にしてるのか？」

　ハクレンは宴会に参加せず、屋敷に残っている。

　妊にん娠しんを祝いに来たライメイレンたちとのんびりしてもらいたいからだ。

　正直に言えば、ハクレンが宴会に参加すると他の竜たちも参加するだろうから、移住者を祝うどころじゃなくなってしまうという心配もあった。

「ハクレンたちを気にするなら、ドースのことはどうして気にしないんだ？」

　ドースの方が近くにいるだろう？

「気配を遮断しているからな。見ていろ」

　ドースが言い終わると同時に、屋敷の方を気にしていた娘がビクッと大きく驚き、ドースを凝視した。

「ほらな」

「なるほど」

　俺が納得したのを見て、ドースは気配を遮断したのだろう。

　娘はしばらくこちらを気にしていたが、また屋敷の方を気にしだした。

「竜の巫女は竜を気にするだけなのか？」

「んー……確か、その歌声は竜の怒りを静める効果があるとかないとか聞いた覚えがあるな」

「あやふやだな」

「ワシですら会うのは二人目だ。一人目は……何百年前だったかな」

「害はないんだな？」

「ワシらにはな」

「巫女には何かあるのか？」

「そっちもない。強いて言えば、娘の身体に竜の鱗うろこ……人間サイズになったものが出るぐらいだな」

「女の子にそれは可哀想じゃないか？」

「防御力は高まるぞ」

「一般人の防御力が増えてもなぁ」

　しかし、血を飲んだ末裔か……。

「ああ、それは言い伝えでそうなっているだけで、実際に血を飲んだ程度ではそんな風にはならん」

「え？」

「食べて力を取り込めるなら、我らは食べ尽くされておる」

「確かにそうだな」

　食べて力が手に入るなら、どんな手段を使っても相手の血肉を手に入れるだろう。

　強いといわれている竜ならなおさら。人間が群がる様が想像できてしまう。

「娘の方は放置しておけばよい。これまで感じなかった竜の存在を近くに感じ、戸惑っているだけだろう。すぐに慣れる」

　以前の竜の巫女もそうだったと説明してくれる。

「竜の巫女に関してはこれぐらいにして……だ」

　ドースは咳せき払ばらいをし、改めて俺を見る。

「ハクレンの懐妊。よくやってくれた」

　なんだか照れるな。

　しかし、そうか。ドースが義父になるのか。

「これからも娘をよろしく頼む」

　ドースの父親っぽい笑顔に、俺は笑顔で応える。

「任せておけ」

「ははは。それで、できればワシのこともよろしくお願いしたいのだが……」

　急に情けなくなったドースの背後には、人間姿のライメイレンが立っていた。

　たぶん、さっき気配を遮断していたのを止めたことで気付かれたのだろう。

　義父も大事だが、義母も大事。

　俺は笑顔で、ライメイレンに引き摺ずられていくドースを見送った。屋敷の方に向かったから……ハクレンに会わせないってことはないだろう。

　嬉うれし過ぎて暴走するだけらしいしな。







　歓迎会という宴会は、互いを知るための交流会でもある。

　特に移住組からすれば、これからの生活に関して不安があるだろう。食事はガッツリ食べつつも、酒は控えめ。酒を控えられなかった者もいるようだが……。

　話し相手から、色々と情報を聞き出そうとしている。




　主な内容は……人間関係だな。誰がトップで、誰に逆らってはいけず、誰が頼りになるか。

　聞かれている方も、単に情報を出すだけでなく、移住組の個人情報や人間関係を引き出そうとしている。

　それが上手うまくいっているかどうかは置いておいて、歓迎会としては成功だろう。

　竜が気になって宴会に集中できなかった娘も、お酒を飲んで楽しそうに……ベロベロになっている。お酒に逃げたのかな？　慣れるとドースが言っていたから、頑張って慣れて欲しい。







　さて、ところでなのだが……。

「じゃあ、頼りにするなら？」

「ルーさん、ティアさん、フローラさん、フラウさん……あたりかな。話しやすさならフラウさんが一番よ」

「なるほど」

　…………。

　どうして頼りにする人の中に、俺の名前が出ないのかな？　いや、名前を出して欲しいわけじゃないが、一応は村長。頼られる立場だと思うのだが？　褒ほめられたいワケじゃないが、少しは頼りになると褒めてくれてもいいんじゃなかろうか？

　しばらく聞き耳を立てたが、俺の酒量が増えるだけだった。

　土人形が気を使って慰なぐさめてくれる。ありがとう。
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　移住組には一ノ村に住んでもらう。

　そこで問題となるのが彼らの世話役の選定と、これまで一ノ村の管理人をしていたニュニュダフネたちをどうするかということ。

　とりあえず、移住組が来る前に話し合いが行われた。話し合いに参加したのは俺を含めて四人。

　ニュニュダフネ代表、イグ。いつも通り切り株の姿だ。

　ニュニュダフネ世話役、獣人族のマム。いつも精一杯、頑張っている。

　そして、なぜか会議室の椅い子すに座っている酒スライム。人数としてカウントするかどうか悩んだが、三人だと寂しいのでカウントした。

　話し合いと言っても、基本はイグたちの要望を聞くだけだ。

　それで、こうだった時はこうしたい。こういう時はこんな感じでと色々なパターンを想定しながら、希望を聞いた。

　ちなみに酒スライムは途中で飽きて、寝ていた。







　そして移住組が到着した現在、本格的にどうするか決定した。

　今はその決定の連絡をし、質問を受け付ける場。

　場所は宿の一階、歓迎会をやった広間。参加者は俺、イグ、マムの三人と、移住組の二十人。

　移住組全員が参加するのは、移住組のリーダーの希望だ。今後の生活に直結する話なら聞かせておきたいし、何か意見が出るかもしれないからと。

　隠すような内容はないので許きょ諾だく。互いに改めて自己紹介をしたあと、始めた。




「昨日の歓迎会で一部の方には伝えていると思いますが、貴方あなたたちにはこの村の西にある別村、一ノ村に住んでもらいます」

　司会進行はマム。俺がやろうと思っていたが、遠慮してくださいと笑顔で言われた。

「一ノ村には多くの空き家があり、一家族に一軒の家を与えることができます」

　マムの言葉に、移住組の者たちがおおっと感嘆の声を上げる。

「一ノ村にはこちらのニュニュダフネ族が村の管理のために住んでいます。一ノ村に住む者が来た段階でその役目を終える予定でしたが、二十人では住人として少ないと判断し、そのままニュニュダフネ族は一ノ村で生活を続けます」

「えーっと……それは共同生活をするってことでしょうか？」

　移住組の一人が手を挙げたあとに質問をする。

「共同生活と言えばそうとも言えますが、ニュニュダフネ族の生活は人間と大きく違います。簡単に言えば、家での生活よりも野外での生活を好みます」

「すみません、よくわかりません」

　質問した者が恥ずかしそうに答える。

　ニュニュダフネ族が珍しいのもあるだろうが、これまで生活していた場所に亜人は少なかったらしい。

「失礼しました。では、鶏を知っていますか？」

「ええ」

「牛は？」

「もちろん」

「同じ牧場で鶏と牛を放し飼いにする感じと思ってください」

　その説明はわかりやすいのだろうか？

「同じ場所で、牛は牛の生活を。鶏は鶏の生活をするということですね？」

　おお、理解したようだ。凄すごいな。

「どちらが牛で、どちらが鶏だとは言いません。種族が違うので生活習慣が違います。その辺りを上手くやってください」

　マムの言葉に、移住組の者たちは少し迷いながらもわかりましたと返事をしてくれる。

「貴方たちの世話役……簡単に言えば、要望や不満を伝える窓口ですね。それは私が担当することになりました。よろしくお願いします」

　マムが頭を下げると、移住組の者たちも頭を下げた。

　世話役をどうするかで少し悩んだが、マムが立候補してくれた。同じ一ノ村に住むのだから、今回の移住組も担当したいとのこと。

　ニュニュダフネのイグからも賛同されたので、承認した。




「当面、食料の供給は行いますが……みなさん、料理はできますか？」

　マムの質問に、移住組の者たちが少し困惑。

　理由を聞くと、それなりに料理はできるが、見たこともない食材が多くてどう料理すればいいかわからないらしい。

「わかりました。しばらくは料理ができる人を借りましょう。村長」

　鬼人族メイドかハイエルフを何人か貸し出すことになった。ニュニュダフネたちは料理を食べるけど、料理はしないからな。

「では、当面は貴方たちで共同生活をしてもらいます。代表はリーダーさんのままで構いませんか？」

　マムは連絡事項や確認事項を一つずつ、消化していく。

　なんだかんだで時間がかかった。







「では、連絡は以上になります。何か質問はありますか？」

「は、はい」

　リーダーが手を挙げる。

「村での生活に関しては大体、わかった。いや、わかりました。俺たちはどんな仕事をすればいいのですか？」

「こちらの希望としては農業ですが、全員に農業の適性があるとは考えていません」

　フーシュからも、農業従事者を集めたとは聞いていない。

「色々とやっていただき、来年の春までに個々に仕事を決めてくれたら……と考えています」

「やりたいことによって、村から追い出されたりは？」

「そういったことはしません。……しませんよね？」

　マムが俺を見たので、しないと返事をする。

　ただ、ニートは困るな。働かざる者、食うべからず。

「難しく考えず、今年はここでの生活に慣れることを優先してください」

　あとはいくつか質問を受け、連絡質問会は終わった。

　しかし、解散にはならない。一ノ村への移動があるからだ。







　一ノ村への移動。

　なんだかんだで結構な距離がある。徒歩で行くのは時間がかかる。それに、移住組の者たちは荷物がある。

　荷物と言っても家具、食器、調理器具などはこちらで用意するとフーシュに伝えておいたので各自の着替え程度だが、それらを持って歩かせるのは気が引ける。

　問題は移動手段。

　俺はラスティに頼んで運んでもらおうと思っていたが、マムに却下された。

　大樹の村との距離感を教えておきたいからと。

　そこで登場したのが馬車。




　冬にサスペンションを搭載した馬車はマイケルさんに返したが、そのあとで三台の馬車が村に持ち込まれている。

　サスペンションを搭載する改造はすでに終わっており、あとはマイケルさんのところに送るだけなのだが、その際にハクレンの妊娠が発覚して送るのが延びている。

　その馬車を使う？　いやいや、納品するものを勝手に使うわけにはいかない。

　使うのは、その馬車を見て山エルフたちが村で自作した馬車。

　そっくりに作るかと思ったが、各種改造がされて軽量で頑丈、かつ高性能な馬車になっている。

　しかし、サスペンションはマイケルさんの依頼の馬車に搭載するので使われず、板バネを採用している。

　板バネは簡単に言えば木の弾性を利用したスプリング。技術的には存在するらしいのだが、マイケルさんの馬車には採用されていなかった。

　魔法があるから、そういった技術が拡ひろがりにくいのだろうか？　特許とかないよな？　フラウやマイケルさんたちから、そういったことを聞いた覚えはないし。




　ともかく、板バネ搭載の馬車が一台。これには御ぎょ者しゃ席を含め、最大八人しか乗れない。

　なので、馬車の後ろにリヤカーのようなものをくっつける。荷物の輸送用として積載量重視で作ったものだ。

　残念ながら、こちらにはサスペンションも板バネも搭載されていない。

　しかし、十人は乗れるだろう。これをケンタウロス族四人に引っ張ってもらう。

　それでも足りない分は、馬とケンタウロス族に頼む。




　つまり、移住組の二十人は馬車に八人、後ろのリヤカーに十人、ケンタウロスに二人、分散して乗ることになった。




　熱いジャンケン大会が行われた。

　ケンタウロスたちの前だから、露骨に残念がったりはしないが……目尻の涙が隠せてない。

　そんなに怖くないぞ。




　俺はケンタウロス族のグルーワルドに乗ることになった。馬にはマムと、切り株姿のイグが同乗。

　周囲をクロの子供たちが護衛として取り囲むフォーメーションで、出発となった。




　馬車とリヤカーが重いので、ゆっくりとのんびりした速度で進む。

　馬車で各村を繫つなぎ、楽に移動できるようにすれば便利かな？　定期馬車だ。

　あー、でもミノタウロスたちは乗れないし、ケンタウロスたちは自力で走った方が速いよな。

　やるとしても一ノ村と大樹の村だけか。

　…………。

　誰が乗るんだ？　移住組の者たちはそう頻繁に移動しないよな。強いて言えばマムぐらいか。それなら馬を貸せば済む話。定期馬車はしばらくお預けだな。

　などと考えていたら、一ノ村に到着した。







　村には四人家族で住んでも十分に広いと思える家が並んでいる。

　家を見て、移住組の者たちのテンションが上がるのが感じられた。しかし、目線を落としてテンションをすぐに下げていた。

　村にいるニュニュダフネたちの横に、一ノ村を守っているクロの子供たちとザブトンの子供たちが並んでいたからだ。

　並ぶと、結構な数がいるなぁと俺も実感。

「紹介します」

　マムは笑顔で、互いの紹介を始めた。




「住む家は自由に選んでいただいて構いませんが、喧けん嘩かはしないように。希望がぶつかった時は話し合いで決めてください」

　移住組全員に集合場所となる広場と井戸、トイレの場所を教える。

　大丈夫だとは思うが、井戸とトイレの使い方の説明。

「排はい泄せつは必ずトイレで。トイレのあとはかならず手を洗うこと。これは最重要です」

　衛生面を考えると、当然のことだ。

　病気で村人の大半が倒れるとか考えたくもない。

「村の中心にある大きな木。あれはこの村のシンボルです。イタズラはしないように。また、これから生まれてくる貴方たちの子供にもしっかりと教えてください」

「あそこにあるのは？」

「社やしろです。祈りの場ですね」

「創造神さま！　……もう一つは？」

「農業の神です」

　マムが一通り説明を終えると、移住組の者たちはペアで住む家を決めるために行動を開始する。

　即決するペアと、じっくり選ぶペア。性格が出るな。

　ああ、祈るのはあとでいいぞ。早く選ばないといい家が取られる。まあ、どれもいい家だと思うけどな。




「村長。あんな感じで大丈夫でしたでしょうか？」

　マムが俺に聞いてくる。不安そうだが問題はなかった。

「十分だろう。これからも頼む」

「は、はい。頑張ります」

「それとイグ。これまで村の管理、助かった。これからも頼むぞ」

「お任せを」

　切り株姿でも頼もしい。







　俺たちを運んでくれたグルーワルドたちは馬車を切り離し、リヤカーだけを引っ張って大樹の村に戻った。

　移住組の当面の食料と、料理を教える者を運ぶためだ。ついでにスライムを何匹か運んでもらう。ニュニュダフネたちは排泄をしないので、一ノ村にはスライムが少ない。

　食べるだけ食べて排泄しないのは不思議だが……木になったり人の姿になったりと、存在自体が不思議なので深く考えない。そういったものと考える。

「あの家はニュニュダフネたちの家か？」

　一軒の大きい家が、ニュニュダフネたちの共同の家だと、先ほど説明していた。

「はい。ニュニュダフネたちは野外生活を好みますが、物品の保管には家が必要ですから」

　ニュニュダフネたちが物品の保管？

　少し疑問に思ったが、褒ほう賞しょうメダルや褒賞メダルで交換した品のことだと気付いた。

　家がないと、そういった物の保管ができないか。

「あと、衣服も」

　なるほど。

　ニュニュダフネが人の姿になると全裸スタイル。村で生活するには困るので、人の姿の時は服を着用してもらうように頼んでいる。

　着衣が習慣付いた者もいるが、大半は着衣が面倒なので木の姿か移動用の切り株スタイルでいる。

　人の姿になれば美人なのになぁ。




　一時間ぐらいでグルーワルドたちが帰還。

　速いのは馬車を切り離したからか、遠慮がないからか……。

　スライムたちは元気そうだが、料理を教える役目を担うハイエルフが二人、少しぐったりしている。

　リヤカーにもサスペンションか板バネを搭載すべきか検討しよう。




　荷卸おろしをしていると、移住組の大半が住む家を決めたようだ。

　なんだかんだと移住組は笑顔。その笑顔を維持して欲しいものだ。

　マムも言っていたが、当面の目標はここでの生活に慣れてもらうこと。

　今日の予定は、夜に一ノ村での歓迎会。

　昨日の歓迎会では、彼らはまだお客さまだった。

　だが、今日からは違う。

　俺は住む家を決めたペアを呼び、表札を渡す。昨日の歓迎会で名前を聞き、今日のために用意していた。

　これを受け取ると同時に、彼らは一ノ村の住人だ。

　苦労も多いだろうが、頑張って欲しい。
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　一ノ村の移住者たちは、元々は街で生活していた。

　しかし、特定の職についていたワケではないので、何ができて何ができないかがわからない。

　なので色々とやってもらった。




　まず、狩り。

　全員が完全武装しても、牙きばの生えた兎うさぎ一匹に勝てなかった。これには俺も驚いたが、村の防御を担当しているクロの子供たちが一番驚いた。衝撃を受けたと言ってもいい。

　こんな弱い生物が今までどうやって生きてきたんだと、俺に目で聞いてきた。

　いやいや、俺も似たようなものだから。




　すぐに一ノ村を守るクロの子供たちの数が倍に増えた。牙の生えた兎が一匹でも村に侵入すれば全滅もありえるからだ。

　心持ち、真剣な顔になっていたように思える。負担をかけて申し訳ない。

　同時にザブトンの子供たちも増員された。

　マクラと同じサイズに成長した個体が四体。村の四方を守るように寝ね床どこを作っている。

　よろしく頼む。




　戦闘の指導者というか、防御の面の強化としてリザードマンが二人、しばらく常駐することにもなった。

　移住者たちの安全のためにも頑張って欲しい。




　次に建設関連。

　これまでそういったことに関わったことがなく、まるっきりの素人しろうと。その上、格段の力持ちというわけではないので、苦労している。

　料理を教えに来ているハイエルフたちが建設も教えているが、なかなか成果は上がらない。

　俺が加工済みの建材を用意し、あとは組み立てるだけの状態にしても時間がかかっている。

　ちなみに、初建築物は半日で倒壊した。




　酒造り。

　ドワーフたちの熱心な指導に、全員がギブアップ。

　酒に関してはドワーフのイメージ通り、頑固一徹な感じだったからなぁ。怖いし。

　酒を一滴も無駄にしないという鋼はがねの覚悟を持っていなければ、作業に加われないと思った。




　砂糖、油搾しぼり。

　パワー不足。

　獣人族の男の子たちに負けるパワーって……。

　いや、搾り機を改良するから、大丈夫。落ち込むな。




　小物作り。

　これは何人かが才能を見せた。

　まだまだ粗削りだが、鍛えれば物になるだろう。




　発酵食品作り。

　これは全員が作業できた。臭いには強いらしい。

　最初に完成品を味わったのも大きかったのかもしれない。




　鍛か冶じ。

　鍛冶には鉄を融とかす窯かまが必要。

　窯を作るのに時間が……ハイエルフや獣人族のガットが嬉々として作り上げた。

　助かるけど、移住者たちが成長しないじゃないか。

　でもって、鍛冶は……移住者たちは早々に脱落し、ハイエルフと獣人族のガットが占有状態。

　大樹の村の窯じゃ駄目なのか？　大樹の村だと、夜の作業ができない？

　確かに騒音問題で遠慮しろと言った覚えがある。同じ理由で、ここでも夜の作業はやめてやってくれ。

　火の温度を見るのは夜じゃないと駄目？　そういうものなの？　むう。

　大樹の村の離れに大きな鍛冶場を作ることで決着した。

　現在、一ノ村の窯は移住者たちの手によって焼き物作りに利用されている。

　焼き物もできるようにと窯を作っていたことから、元から占有する気はなかったのだろう。




　焼き物。

　小物作りと同じく、何人かが才能を見せた。

　今回の移住者はパワーはないが、手先が器用なようだ。




　農業。

　全員、農業は素人。知識レベルも、種を撒まけば勝手に育つんじゃないのか？　だった。

　なので現在は俺が『万能農具』で作った畑の世話をしてもらっている。

　畑はそれほど大きくせず、彼らでも無理なく作業ができるサイズに。

　そして、各家の裏に家庭菜園的なものを作る。こちらの作物は、できるだけ各家の希望に従う。

　まずは育てる楽しさ、そして収穫の楽しさを覚えてもらわないと。

　厳しいのは後回し。




　他にも色々とやってもらった。

　どの作業も頑張っていたが、まだまだ経験不足。

　そりゃそうだろう。俺だって、何でもかんでも最初からできたわけじゃない。

　逆に、来たばかりで上手くやられると、こっちがへこむ。

　目的は上手くやることではなく、何ができて何ができないかを知ること。そして、色々とやった中でやりたいことが見つかればいいなぁ程度。

　考え込まないように。

　今日は俺が料理を作るから。







　移住者たちの代表が改めて選出された。

　これまでリーダーだった男、ジャックだ。

　なんとなくリーダーだったのが、はっきりとリーダーになったというところだろうか。

　そして一ノ村での生活もかなり安定してきた。同じ村で生活するニュニュダフネたちとも仲良くやっている。
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　トラブルらしいトラブルは……ニュニュダフネがうっかり全裸で歩き、それを見てしまった男が妻に責められるとか些さ細さいなことばかりだ。

　村内で収まるし、マムが対処している。




　最近では、二ノ村のミノタウロス族、三ノ村のケンタウロス族とも交流を始めている。最初の頃は会話も怪しかったが、今では自分たちから積極的に話しかけているそうだ。

　いいことだ。







　俺は俺で仕事がある。

　残念だが、一ノ村ばかりに関わっていることもできない。

　あとはマムやニュニュダフネたちに任せ、大樹の村に戻る。




　ハクレンの妊娠を祝いに来た竜たちは帰っている。

　ドースが最後まで粘ったが、ライメイレンに引き摺られていった。

　俺も娘……ティゼルが結婚したりすると……。

　駄目だ。涙が出てくる。考えないようにしよう。







　畑の収穫はまだ少し先。

　俺はそれまでに細かい作業を行う。

　まずは、リヤカーに板バネを搭載……すでに山エルフたちが終わらせていた。たぶん、俺が作るより高性能。

　なのでハイエルフやガットが望んだ鍛冶場を作る。場所はすでに選定されており、居住区の南側に作ることになった。




　大きな窯がまず一つ。

　これがメインではなく、これから作るメインの窯のためのレンガ作り用の窯。

　魔法を多用し、大量のレンガを作っては乾燥。

　その間に、燃料となる炭焼き用の窯を作り、炭を焼いていく。







　なんだかんだで三基の大きな窯が完成した。

　これまでの窯と違い、鉄を融かすことに特化した窯。窯じゃなく炉ろだな。

　しかし、なぜ三基も？　温度と扱う素材を変化させるため？　あ、うん。必要なら仕方がないな。褒賞メダルも出しているし。




　火入れ。

　ガットが一番喜んでいるように見える。

　ガットはハウリン村の村長の息子。ハウリン村は採掘だけでなく鍛冶もそれなりに盛んな村だからな。たぶん、ここの責任者にガットがなるだろう。いや、すでにそうなっているな。

「村長。まずは火の神を作ります」

　火の神は、鉄で作った炎を象かたどったもの。ハウリン村の慣かん習しゅうで、鍛冶場の安全祈願に一番に作らないといけないものらしい。

　ガットはハウリン村から仕入れた鉄塊を融かし、あっと言う間に作り上げた。

　見た目はシンプル。縦に長い鉄の板の真ん中をグルグルとねじったような感じ。立たせるため、板の先を曲げている。

　現代アートみたいだな。

「村長。次に作るものが、初作品になります。何がいいですか？」

　俺は自由にしていいと思ったが、ガットの目が真剣だったので考える。

　俺が鍛冶場で、連想するのが刀鍛冶。

「じゃあ、刀……いや、剣で」

「剣ですか？」

「ん？　駄目だったか？」

「いえ。村長の口からそういったものが出るとは想像していなかったので。わかりました。剣を打たせてもらいます」

　剣。

　鍛冶場のシンボルとしては悪くないだろう。

　武器屋って思われるかな？　個人的には剣よりも刀を打って欲しいが、返しとか軟鉄とか鋼鉄とかよくわからない。

　知っている理屈を、今度やんわりと話してみよう。あとは任せた。







　これまで小さな鍛冶場はあったが、今回できた大きな鍛冶場によって鉄製品が手に入れやすくなった。

　修理や補修もしやすくなる。なんだかんだで鉄製品は必要とされるからな。

　ただ、採掘した鉄鉱石の買い取りは増えるだろうが、ハウリン村から購入していた鉄製品が減る。

　ハウリン村に何か補ほ塡てんしてやらないと向こうの生活が困るだろう。

　当面、馬車用のスプリングはハウリン村に発注を続けるが……。

　今度、ガットと相談しよう。







　なんだかんだで一回目の収穫の時期。

　今年も豊作だ。それを喜びながら、暑くなったと実感。

　そろそろお祭りの季節だ。今年は何をするんだろう。
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　俺の名はジャック。

　フーシュに集められた移住者のリーダーをやっている。

　移住者はほとんどが顔見知りだ。親友と言ってもいいやつもいる。妻の知り合いもいる。

　そんな中、俺がリーダーになったのは選ばれたからではなく雰囲気でだ。いつの間にかそうなっていた。

　悪い気はしない。

　ただ、他の連中はもう少し前に出る意気込みがあってもいいと思う。前から思っていたけど、目立たないように一歩引く感じはどうなんだ？

　まあ、リーダーとして面倒は見てやるけどな。







　移住先では驚きの連続だ。

　他のやつらは見たこともない亜人たちに驚いていたが、俺は案内された宿に驚いた。

　外見が木製の宿で期待していなかったが、部屋が豪華だった。ベッドがあるし、カーテンもある。しかも、椅子に座ってもガタガタしない。机の上は平らだ。デコボコしてない。凄い。

　しかも、この部屋を夫婦で？　希望するなら個室もＯＫ？　破格の対応だ。

　普通、この広さの部屋なら十人ぐらいは押し込む。酷ひどい場所なら二十人ぐらい。

　ベッドなんて置いたり……ふかふかだ！　いいのか？　こんなベッドに俺が近づいて……。

　俺は妻を見る。妻も俺を見ていた。同じ気持ちらしい。

　俺たちは呼ばれるまで、部屋の隅すみの床に座っていた。




　歓迎会だと言われた。

　だが、心の中には絶望しかない。

　なんだこの目の前の料理は？　バイキング形式？　好きなだけ取って食べていい？

　何を言われているかわからない。駄目だ……俺たちは殺されるんだ。

　きっと、これは最後の食事だ。




　最後の食事じゃなかった。

　美味かった。感動するぐらい美味かった。これでも最上の料理じゃないらしい。急いで作った間に合わせで申し訳ないと頭を下げられた。

　これまでの自分の食生活を振り返ると……涙が出そうになった。




　夜。

　部屋で寝る。ベッドは怖いので、床で寝た。

　妻も一緒だ。ぐっすりだった。




　起きた時、ちょっとだけベッドの上に寝転がった。

　やっぱりふかふか。凄い。

　俺のあとで、妻もベッドの上に寝転がった。かなり気に入ってる。あ、そのまま寝るのはちょっと……お前はヨダレを流すから。

　殴なぐられた。




　朝食、昼食も美味おいしかった。

　こんな食事が続くはずがないと戒いましめるも、次はどんな食事だろうと期待してしまう。

　だが、何もしていないのに飯を食わせてもらえるなどの上手い話はない。新しい村の一員として期待しているからこそ、俺たちに飯を食わせてくれているのだ。

　わかっている。

　まずは馴な染じむことだ。ここの連中は変なやつばかりだが、悪いやつらではないだろう。

　フーシュも言ってた。普通に、ここで新しい生活をすればいいと。




　説明を受けた。

　夫婦で一軒の家をもらえるとの話。その他、色々と説明してくれる。どれもこれも知りたい話だが、肝心の内容を聞いていない。思わず質問してしまった。

「村での生活に関しては大体、わかった。いや、わかりました。俺たちはどんな仕事をすればいいのですか？」

　そう、仕事の話だ。俺たちは何をすればいいんだ？　言ってくれ。

　だが、期待した答えは返ってこなかった。

　返ってきたのは、とりあえずここでの生活に慣れろという言葉。

　慣れろって……どんな生活も三日もあれば慣れるだろうに。




　俺たちの住む場所に移動するらしい。

　馬車？　どこの貴族の持ち物だ？　おいおい、それに変なのを勝手にくっつけて大丈夫か？　そりゃ、歩きたくはないけどさ。

　え？　二人はケンタウロスに乗れ？

　…………。

　リーダー特権だ。

　俺は馬車……いや、後ろの変なのでいい。




　ジャンケンになった。

　これまでの人生で、一番真剣にやったジャンケンだと思う。




　なのになぜ、俺はケンタウロスに乗っているのだろう。

　妻が負けたからだ。夫として交代するのは仕方がない。

「よ、よろしく、お願いします」

　俺はものすごく丁寧に、俺を乗せてくれるケンタウロスに頭を下げた。フーシュのところで学んだ礼儀ってやつだ。

　ケンタウロスは怖いやつじゃなかった。ゆっくり歩いてくれたし、色々と話もしてくれた。

　馬車やその後ろよりはいい場所だったかもしれない。




　到着。

　綺き麗れいな村だ。そして驚いた。

　宿のあった村……大樹の村にいた狼おおかみや蜘蛛くもたちが整列していた。

　綺麗に並んでいる。狼や蜘蛛をここまで統率できるなんて……。

　そんなことをアピールしなくても、俺たちは絶対に逆らわない。

　いや、言葉ではなく、これからの態度でそれを示さなければいけないのか。頑張ろう。




　家を自由に決めていいと言われた。

　…………。

　俺は妻と相談し、家を決める。

　実はさっきから気になっている家があるんだ。

　妻も気になっている家がある？

　それじゃあ、同時に言おう。

　同じ家なら素敵なのだが、そうじゃなかった。二軒の家を見比べ、話し合って片方に決めた。

　どちらが最初に選んだ家なのかは秘密だ。




　家の中には家具が揃そろっていた。

　椅子、テーブル、棚。立派な家具だ。

　寝室にはベッドがあった。ふかふかを期待したが、枠だけだった。そんなに甘くないか。

　ちょっとガッカリしてたら、俺たちの世話役になった獣人族のマムさんがふかふか部分をくれた。しかも、人数分。

　こ、ここで寝ていいのか？　いいんだよな。夢のようだ。




　家が決まるとその夜はまた歓迎会。

　昨日とは違った料理が並ぶ。これまた美味い。

　ひょっとして、とても裕福な村に来たのだろうか？　だとするなら……俺はここにいたい。いや、住みたい。

　頑張ろう。

　俺は村長からもらった表札を、妻と二人で家の玄関に飾った。
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　いざって時に戦うためだろうか？　武具を渡された。

　最初は鉄製の鎧よろいを渡されたが、装着すると満足に動けなかったので革製に交換してもらった。

　革製の鎧だって立派なものだ。街で見かける冒険者たちが装着しているものにだって負けてないと思う。よくわからないけど。

　武器は色々あった。

　最初は見た目から剣を選んだ。他の者たちも同じようだった。

　だが、素振りをしてわかった。剣を扱うのはそれなりに技量が必要だ。

　素直に、武器を管理しているリザードマンに扱いやすい武器を聞く。

　槍やりを渡された。

　振り回さず、突くことに集中しろとアドバイスしてくれた。昔の俺なら反発していただろうが、今の俺は素直に受け入れられた。

　二～三回、槍を突く動作をしてみる。うん、悪くない。

　単純かもしれないが、何倍にも強くなった気がして気分がいい。街にいた武器を持つゴロツキたちも同じ気持ちだったのかな。

　だが、俺はあいつらとは違う。この武器で村を、そしてみんなを守るんだ。




　牙の生えた兎と戦わされた。

　牙の生えた兎って、あれだよな。キラーラビット。死を告げる兎。歴戦の冒険者たちを震え上がらせるって有名な魔獣。

　俺は周りの連中の顔を見る。青ざめている。うん、間違いないようだ。




　勝てなかったけど、俺たちは頑張ったと思う。だって、まだ生きているのだから。

　俺たちは互いの生存を喜び合った。絆きずなが深まった気がする。

　そして、俺たちは狼たちの強さを知った。あの兎を一撃で仕留めるなんて……。

　絶対に逆らわないようにしよう。




　そのあと、色々と作業をさせられた。

　俺たちの適性を見るためだろう。合わない仕事をさせられるより何倍もいい。

　とりあえず、全力でやってみた。全力だぞ。本当に本当に全力でやった。こんなに頑張ったのは初めてだってぐらいに。

　だが、成果は芳かんばしくない。




　俺たちが建てた小屋は半日で倒壊した。

　酒造りは、酒の匂いで酔ってしまった。

　砂糖や油を搾る仕事は力が足りなかった。




　悲しくなる。

　村長があっと言う間に風呂や倉庫を作っているから、なおさらだ。悔しい。




　小物作りで頑張った。

　褒められた。ちょっと嬉しい。




　発酵食品作り。

　臭いがキツいが、耐えられる。それに、今は臭いけどあんなに美味いものになるんだ。

　試作品を食べさせてもらったが、美味かった。頑張るしかないだろう。

　気を失いそうな時は、あのキラーラビットを思い出すようにしている。キラーラビットと戦うことを考えたら、臭いなんて問題にならない。

　命の危機を感じないからな。




　鍛冶。

　熱過ぎる。そして重労働。

　限界まで頑張ったが、倒れてしまった。




　目が覚めた時、怒られた。

　倒れたことではなく、無理をしたことを。焦あせらなくていいと言われた。

　…………。

　焦っていたのだろうか。少し反省。

　そうだよな。村長も世話役のマムさんも、ここでの生活に慣れることだと言ってた。

　…………。

　色々やって結構日数が経たってしまったが、慣れたとは口が裂けても言えない。

　いや、慣れない。

　飯は朝昼晩と三回、十分過ぎる量を食べられる。日によってはおかわりだってできる。夜は強盗に怯える心配もなく、ぐっすり寝られる。トイレは清潔。水もすぐ近くにある。しかも無料。

　フーシュのところで文字や礼節を学んだ時の生活も凄いと思ったが、そこよりも凄い。

　これまでの生活と違い過ぎて困惑しかない。

　なるほど、まずは慣れろというわけだ。

　いいだろう。この生活に慣れてやる。

　あ、今日の晩御飯はシチューですか？　キラーラビットの？　美味いですよね。

　頑張って働いて、腹を空かせてきます。







　さて。

　色々とやっているのだが……時々、思い出さずにはいられない。

　この村ではなく、フーシュに連れられて到着した村での夜のこと。歓迎会が開かれ、各自が部屋に入ったあとで呼び出された。素直に従ったら、歓迎会をやっていた場所に移住者全員が集められていた。何があるんだと不安になった。

　なにせ、歓迎会の時よりも多くの者たちが待っていたからだ。

　馬鹿でかい蜘蛛や、やたらと迫力のある狼もいる。なのに、そこには村長がいなかった。

　それが妙に不安だった。

　いない村長の代わりに場を仕切ったのが、村長の奥さん。若くてビックリするほど美人だ。

　名前はルールーシー。

　伝説の吸血姫ヴァンパイア・プリンセスと同じ名前だと、少し笑ってしまった。こちらの不安を紛まぎらわせてくれたのだろうか？　まあ、本題はそれじゃない。

　村長の奥さんがかなり真剣な顔をして、俺たちに注意事項を教えてくれた。

　それはこの村で生きるために必要なこと。全部で三つ。




　一つ、畑で遊ばない。

　作物を無駄にすることは絶対に許されない。




　一つ、トイレは清潔に使う。

　特に使用後の手洗いは忘れずに。




　一つ、村長と敵対しない。

　甘えるのは構わない。厳しくするのも構わない。迷惑をかけるのは……できるだけ避けて欲しいが、構わない。だが、敵対行動は避けるように。




　どれも強く言われた。

　納得できる内容だ。

　畑で遊ぶなってのは当然だ。食い物を粗末にするやつは殺されても文句は言えない。

　トイレを清潔にってのも知ってる。これは病気対策だ。トイレのあとの手洗いをさぼって病気になったら馬鹿らしい。水も十分にあるらしいので、絶対に洗うと心に決める。

　最後のは……まあ、規律重視ってことだろう。どこだって同じだ。トップに逆らっていいことなんてあるわけがない。

　敵対行動？　するわけがない。




「今日の晩飯は俺が作るぞー」

　村長が小さな家ぐらいの首のない猪いのししを引き摺ってくる。

「これ、村長が？」

「ああ。こいつらが俺のところに誘導してきたからな。横着して俺に仕留めさせるんだ。まったく」

　村長が何頭もいる狼の頭を撫でる。

　つまり、それだけの狼たちで仕留める猪ってことだな。

　…………。

　村長は俺たちの前で首のない猪の血抜きを行い、解体、料理……村長の作る料理は、美味かった。

　…………。

　敵対行動？　するわけがない。
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　俺はクロさまの群れのインフェルノウルフ。

　十頭ぐらいで行動する時にリーダーを任されるレベルの実力。まあ、ほどほどの強さだ。自慢できる強さじゃない。上には上がいるしな。




　そんな俺の今の任務は、数頭を率いて森の探索。

　狩りが目的ではなく、縄張りの主張が目的だ。

　場所は村からかなり遠い。俺たちの足で二日ぐらいの場所。ぐるりと村を中心に円を描くように移動し、全部で二十日ほどかかる。

　村から長く離れる誰もが嫌がる任務だ。

　だが、役得もある。

　この任務中に倒した獲物は、その場で食べることが許されるのだ。持ち帰るには距離があるし、任務中に食べないと腹が減るしな。不味まずいのだけが弱点だけど。

　それともう一つ。

　パートナー探しだ。

　こうやって村から離れると群れに所属しないインフェルノウルフと遭遇することがごく稀まれにある。

　そういった者を誘う目的だ。

　もちろん、無条件で群れには入はいれない。誰かのパートナーになるのが条件だ。

　俺としては群れの中でパートナーを見つけたいのだが、まともな女が……げふんげふん。失礼。

　ライバルが多くて、俺なんか相手にされないからな。この任務の最中に理想の相手を求めて何が悪いのだ。




　そうこうして十日ほど。

　牙の生えた兎を倒しながら任務を継続している時、変わった生き物を見つけた。

　子犬だ。

　…………。

　子犬？

　インフェルノウルフの子ではない。それは匂いでわかる。

　こんなところに子犬？　しかも、ぐったりと倒れている。生きてはいるが、死にかけなのだろうか？　どうしたものか？

　サイズは俺の顔の半分ぐらい。見なかったことにするか？　いや、それは駄目だ。変わったものを発見した時は、持ち帰るか印を残せと言われている。

　んー……仕方がない。

　俺は同僚に声をかけ、リーダーを引き継いでもらう。




　持ち帰る。

　村に到着するまでに死んだら、それまでだ。

　誰かに命じて連れ帰らせることも可能だが、褒めてもらえるかどうかわからないし、同僚たちも俺と同じでパートナーを探したいのがわかっているので命じにくい。

　見つけたの、俺だしな。




　あとは任せ、俺は子犬を村に連れ帰る。

　最初は口に咥くわえていたが、嚙かんでしまいそうになったので背中に乗せた。子犬を落とさないようにするのが大変だった。

　途中、何度か休憩で水と食事。

　子犬にもちゃんとやる。まだ生きているからな。

　ん？　そのままじゃ食べ難い？　仕方がないな。ほれ、ちょっと柔らかくしてやるから……。




　村に到着。

　子犬はなんとか生きていた。

　俺はボスに声をかける。

「わん（ボス、ボス。変なのを見つけました。どうしましょう）」

　ボスは子犬を見ると、慌てて治療できる者を呼んでくれた。

　さすがはボス。

「子犬を助けたんだな。よくやったぞ」

　おおっ、褒めてもらえた。しかも頭を撫でて……むはー。

　え？　お腹も？

　パートナー探しを中断してよかった。







　あれから三ヶ月。

「わん（兄貴、兄貴）」

　例の子犬は俺の傍そばにいる。

　いや、もう子犬とは呼べないサイズなんだけどな。というか、俺より大きくなっているよな。倍ぐらい。

　最初はボスが世話していたのだが、村に連れてくる時に面倒を見たからだろう。俺に懐なついた。

　その流れで俺が面倒を見ることになってしまったのだが……。

　子犬の時の癖が抜けないのか、でかくなった体で俺にぶつかってくる。パワーでは俺が勝っているので受け止められるが、衝撃が凄い。

「わん（狩りに行くんでしょ？　お供しますよ）」

　まだ俺には勝てないが、かなり強くなっている。魔法に関しては、俺よりも使いこなす。

「わん（兄貴、兎を仕留めました！）」

　…………。

　今、口から炎を吐いてなかったか？

　頑張ったらできましたって……そういうものじゃないと思うが……。

　うん、お前、犬じゃないな。そんな気はしてたけど。犬はそんなに大きくならないらしいからな。

　いや、普通の子犬があんな場所にいるわけないか。




　犬じゃなかったら、なんだろう？

　銀色のフサフサした毛並み。犬っぽかった顔は、狼っぽい顔になっている。

　しかし、インフェルノウルフ以外の狼がこの辺りにいるとは思えないのだが？　森の外周部には別種の狼がいると聞いたことがあるが……それかな？

　まあ、子犬じゃなくなっても呼び方は子犬だ。

　ボスから名前をもらっているらしいが、羨うらやましいから呼んでやらん。










　恋の季節になった。

　パートナーを見つけられていない俺は、ちょっぴり村にいるのが辛くなる季節。

　素直に果樹園で落ちたリンゴを食べながらふて寝をしようと思う。

「わん（兄貴、兄貴）」

　子犬がついてくる。

　そう言えば、お前のパートナーを探してやらないとな。

　文句を言う気はないが、俺がパートナーを見つけられなかったのは子犬のせいでもある。

　俺が女とちょっといい雰囲気になりそうになったタイミングで、乱入してくる。狙ったように。

　悪気はないのだろうから怒りはしないが……はぁ。

　まあ、襲ってくる凶暴な女たちから守ってもらったこともあるしな。

「わんわん（リンゴ、ここに落ちてますよ）」

　おっ。……なんだ、一個だけか。他のやつが先に来たのかもしれないな。

「わん（兄貴、どうぞ）」

　いいよ、お前が食え。

「わん（あ、兄貴）」

　子犬は遠慮しながらも、美味そうに咀そ嚼しゃくしてリンゴを食べる。

　くっ……リンゴのいい香りが。

　見栄を張らずに……いやいや、それは駄目だよな。はぁ。

「わん（兄貴、寝るんですか？）」

　ああ、邪魔するなよ。

「わん（はい。じゃあ私は隣で……）」

　こら、近い。

　ああ、もう……こんな風にできるのも今年だけだから許す。

　来年は、子犬も恋の季節が来て、俺の相手なんかしてられんだろう。

　……んー、やっぱり子犬と同じ種類のやつを探してやらんと駄目か。

　いやいや、パートナーは自分で探すべきだ。用意されるものじゃない。

「わふ？（兄貴、何か言いましたか？）」

　いや、なんでもない。

　はぁ……恋の季節、早く終わらないかなぁ。










　村長とインフェルノウルフの世話をよくするハイエルフの会話。

「でっかくなったな」

「そうですね。心配していましたが、喧嘩せずに仲良くやってますよ。特に……」

「拾ってきたクロの子供とだな。親代わりってやつか」

「あのサイズになったら、自然と親離れします。あれはどう見ても……」

「ん？」

「雄おすと雌めすということです」

「え？　あれ、雌なの？」

「顔付きが怖いですが、雌ですよ」

「そうなのか。勇ましい名前を付けちゃったな」

「いいんじゃないですか？　勇ましい名前でも」







　吸血鬼の始祖と吸血鬼の姫の会話。

「あれ、どう見てもフェンリルだよね。それがインフェルノウルフの群れの中で大人しくしてる？　どういうこと？」

「吸血鬼の始祖が、お茶を片手に散歩している村ですから。気にしないのが一番かと」
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　俺の名はガット。

　ハウリン村の村長の息子であり、次期村長候補だった。そう、だった。

　人間の村から妻を娶めとったのが、駄目だったのだろうか？　そんなことはない。ナーシィは人間だが、素敵な女性だ。ただ、不運にも鉱こう山ざん咳ぜきを出しただけだ。

　ナーシィと別れることが決まった日の夜は、泣いて寝られなかったぐらいには愛していた。

　その後ご、色々とあったがナーシィとまた一緒になることができた。別れている間にナーシィが子を産んでいたのは知らなかった。

　獣人族の俺と人間のナーシィのあいだの子は、普通は人間の外見を持つのだが、どう見ても獣人族。どう見ても俺の子だ。俺の娘だ。

　かなり大きい。四歳だそうだ。

　あの時、村長の息子という立場を捨ててナーシィについて行くべきだったと悔やんでしまう。

　だが、子は素直に嬉しい。娘のナートは、俺が絶対に守る。いや、もちろん、ナーシィもだ。

　なにせこれからはずっと一緒なのだから。




　俺は今、ハウリン村が多大なお世話になっている大樹の村にいる。客ではなく、この村の一員として。

　…………。

　正直、怖い。

　死の森は、子供の頃から近づいちゃいけないと言われていた場所だ。ハウリン村で一番の戦士であるガルフでさえ、油断すれば死ぬと言ってる。

　そんな森のど真ん中。

　さらに、インフェルノウルフにデーモンスパイダー……出会ったら死を覚悟とかではなく、他の人を巻き込まないように村とは逆方向に逃げろと命じられている魔獣、魔物。

　それがいっぱい。うん、数えられないぐらい。

　大丈夫、頑張れる。俺は頑張れる。

　怯える俺に対し、ナーシィは村の一員として馴染もうと積極的に行動している。ナートは……インフェルノウルフに乗って遊んでいる。

　が、頑張れ、俺。







　世の中。

　飯と酒が美味ければ、大抵のことは上手くいく。

　俺は立ち直った。

　いつまでも引き籠こもってはいられない。妹のセナも頑張っているんだ。俺も頑張らないとな。




　まず、俺と妻が大樹の村で気をつけないといけないのが、先行して移住しているセナたちとの関係だ。

　ハウリン村では俺の方が立場が上だったが、ここでは違う。

　俺がセナの下。

　まずはこれを自身に言い聞かせる。妹ではあるが先輩だ。

　大丈夫だ。セナや他の獣人族の者たちの働きぶりを見れば、素直に頭を下げることができる。

　セナたちのやっている仕事を手伝ったが、どれも大変だった。また、セナに関しては女の戦いもしっかりやっていた。

　会わない間に成長しているのだと感心し、同時に自分の成長のなさに悲しくなる。いや、成長していないわけじゃない。鍛冶の腕はハウリン村で一、二を争うと自負している。

　だが、それはこの大樹の村では役に立た……あれ？　鉄を叩たたく音？　え？




　ハイエルフたちが窯を持って、鉄の加工をしていた。

　ハウリン村の窯よりは小さく、粗末な窯だった。だが、俺には輝いて見えた。

　ハイエルフたちに頭を下げ、窯を使わせてもらう。

　ハイエルフたちの鍛冶は数人が趣味の範囲でやっているもの。技術的には俺の方が上だった。

　自然と、俺は大樹の村の鍛冶師として働くことになった。といっても専従は厳しいだろう。

　窯の規模から、鉄製品の修理か、クギやヤジリなどの小さいものしか作れないからだ。

　だが、それでもいい。

　自分に合った仕事ができるのだから。







　あの怖かったインフェルノウルフやデーモンスパイダーたちと朝の挨拶をするぐらいには馴染んだ春。

　大樹の村の西にある一ノ村に人間が住むことになった。

　新たな移住者だ。

　彼らに色々と教えてやってくれと言われたので、俺は鍛冶を教えることにした。

　技術は秘ひ匿とくするものというのが職人の考えだが、全ての技術を曝さらけ出しても返せないぐらいに大樹の村には恩を感じていたからだ。

　教えるぐらいなんでもない。また、教えられたからと即座に鍛冶師になれるわけではない。一人前になるには最低でも五年。俺に追いつくには毎日鍛冶場に来ても、二十年はかかるだろうという余裕もあった。




　さて、教えるのは構わないが……どうやって教えよう？　やはり窯の傍でないと教えにくい。大樹の村に来てもらうか？　考えている俺に、鍛冶仲間のハイエルフが呟つぶやいた。

　一ノ村に鍛冶場を作ればよいのでは？

　…………。

　いい考えだ。採用。

　俺は一ノ村に立派な窯を作った。

　ハイエルフたちの建設技術は凄い。本来なら何ヶ月もかけて作る窯が、十日ほどで完成した。魔法による乾燥も効果が大きい。立派な窯だ。ハウリン村にある窯に負けないぐらい。

　おっといけない。目的は移住者たちに鍛冶を教えること。全力で教えようじゃないか！　と、意気込んでも怯えさせるだけ。知っている。

　ハウリン村で鍛冶をしたがる者は多いが、実際に鍛冶をする者は限られている。やっている俺が言うのもなんだが、大変だからだ。

　季節に関係なく熱される職場。重労働。

　振り返れば、なぜ俺はやっているのだろうか？　完成した時の達成感、作ったものを使ってもらえる喜びのためだ。

　それを感じてもらえれば早いのだが……いきなり鉄を叩くのは無理だからな。

　まずは作業の見学だ。あとは下働きを頼もう。




　誰もついてこれなかった。

　一人、頑張る男がいたが、熱にやられて倒れてしまった。

　もっと注意深く見てやるべきだった。反省。




　だが、作った窯は有効利用させてもらおう。

　新しい鍛冶場だしな。うん。

　大樹の村にある窯よりも使いやすい。

　しかし、こうなると鉄を融かす専用の窯、いや炉が欲しくなる。

　…………。

　いやいや、まずはこの新しい鍛冶場で頑張ろう。

　ここだと夜も遠慮なく叩けるしな。

　鍛冶の最後の方の作業はどうしても火の温度が重要で、火の温度は色で判断する。だから日中では色が見え難く、夜にやるのが普通だ。

　だが、大樹の村では騒音が大きいとして注意された。窯が居住エリアに近いというか、居住エリアの中にあるからな。

　注意されるのも当然と夜の作業は諦めたが、ここでなら！

　…………。

　ここでも注意された。残念。







　夜の鍛冶作業に関して村長に相談。

　ハイエルフたちも交じり、大樹の村の離れに新しい窯を作ることになった。

　さらに、ハイエルフたちが褒賞メダルを五枚出し、施設の増強を願った。

　俺も……すまない、一枚しか残っていないがこれで！　残りは妻と娘にプレゼントする品と交換してしまったんだ。




　立派な炉が三基。これまでの経験で色々と工夫がされている。

　さらに広い作業場。作品を展示する場所もある。

　ハウリン村に残っている鍛冶仲間が見たら、こっちに移住したいと言い出してもおかしくない鍛冶場だ。感動。

　最初の火入れを行い……鍛冶場の守り神である火の神様を作る。

　一ノ村の鍛冶場を作った時も作ったが、やはり緊張する。

　火の神様の次に作る品が、初めての品となる。

　村長に尋ねた。

「じゃあ、刀……いや、剣で」

　剣？

　驚いた。

　村長のことだから、農具だと予想していたのだが……剣とは。

　ひょっとして俺が得意とするものを知ってくれていたのだろうか？　いや、一ノ村の移住者のためかもしれないな。

　彼らに少しでもいい武器を。

　それなら槍の方が喜ばれるか。

　純粋にシンボル？　大樹の村なら、農具の方が似合うと思うな。

　そう言えばウルザが剣を持って遊んでいたな。立派な剣だった。あんな剣を目指してみるか。

　幸い、この村には特殊素材は山のようにある。

「駄目か？」

　おっと、考え過ぎたようだ。頭を下げる。

「わかりました。剣を打たせてもらいます」

　名剣と呼ばれる剣を。







　後日。

　新しい鍛冶場ができたことで、ハウリン村との取引に関して村長に相談された。

　ハウリン村から鉄製品の購入量が減ることに対する補塡をって……。

　俺よりもハウリン村のことを考えてくれている。

　……反省。

　そうだよな。ハウリン村にとって、大樹の村は鉄製品の大きな販売先だった。俺が大樹の村で本格的に鍛冶をやると、ハウリン村のライバルになる。

　作る品は、なるべく被らないようにしよう。

　ハウリン村のために何かしていただけるなら、採掘した鉱石の買い取り量の安定と……。

　向こうに置いてきた弟子がいるので、こっちに呼んでもいいですか？　二人です。性別？　男と女ですけど……はい、鍛冶師として一人前になったら結婚するそうです。

　村長は弟子を呼ぶことを認めてくれた。




　なぜ弟子を呼ぶか。

　それは俺はここで鍛冶を諦めるつもりはないからだ。

　俺がここで鍛冶をやれば、どうやってもハウリン村から鉄製品を購入する量は減る。

　つまり、向こうで鍛冶師が余る。

　となれば、腕の悪い者や未熟な者から廃業となってしまう……たぶん、最有力はハウリン村に置いてきた弟子二人だろう。

　弟子ということもあるが、鍛冶の楽しさを知っている者はできるだけ守りたい。

　弟子の二人なら、この鍛冶場を見れば喜ぶだろう。俺が打った剣も見せてやりたい。

　まあ、それより先にインフェルノウルフやデーモンスパイダーたちと仲良くする方法を教えてやらないと駄目だろうな。

　俺はこの村に来たばかりの自分を思い出し、笑った。
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　とある酒飲みが言った。

「甘いものを放置しておけば、自然に酒になる。つまり、神様が酒を欲しているということだ」

　それを聞いて、ドワーフが言った。

「うるせえ、黙って飲め」

　そのドワーフはドノバンだろうか？

「いやいや、ワシは騒ぎながら飲むのも嫌いじゃないから」




　俺とドノバンは、居住区の隅にある実験場に来ていた。

　酒飲みが言った通り、甘いものを放置しておけば自然に酒になる。

　糖分が発酵して酒になるのだ。

　理屈はそうだが、発酵は運任せ。腐る場合も当然ながらある。しかし、ちょっとしたコツを知っていれば上手くできる。

　それは温度管理と最初に発酵を助ける酵母を入れること。

　酵母はブドウなどを発酵させて得るらしいが、俺は『万能農具』で解決。ありがとう神様。




　実験場では、村で収穫できる果実で酒を作れないかと色々やっている。

　俺がこの実験場に来ているのは、上手くできた酒を今後も生産するかどうかの決定のため。

　といっても、ドノバンたちによってある程度厳選されている。俺は最終確認をするだけだ。

「右からザクロ、トマト、スイカだ」

　これがドノバンたちのお薦めらしい。俺は小さなコップで、少しずつ味わう。

　正直に言えば、俺は酒にはうるさくない。俺が言えるのは、美味いか不味いか、好みかそうじゃないか。

　ドノバンたちによって厳選されているだけあって、どれも美味い。好みはザクロだな。スイカはちょっと……といった感じ。トマトもいけるが、毎日飲みたい味じゃない。

　お世辞を言っても仕方がないので、素直に伝える。そして生産に関しては問題なしとＯＫを出す。

　ドノバンは満足そうに頷うなずき、指を三本立てた。

「最初は大おお樽だる三つずつ。果実の確保を頼む」

「わかったが、ザクロの収穫量はすぐに増えないぞ。トマトとスイカは次から増やそう」

「うむ」

「市場の反応を見て、生産量は上下させるからな」

「この味なら大丈夫だ。問題は値段だな」

　値段に関してはマイケルさんに相談だな。

「うむ。それとだ……村長、わざわざここに来てもらった理由はもう一つあってな」

　ドノバンが、満面の笑顔で小さなコップを差し出してくる。

　さっきの試飲で使ったコップよりも小さい。

「自信がありそうだな」

　俺は小さなコップの中の酒を、口に運ぶ。

　………………。

「凄いな」

「だろ」

「これは……ハチミツ酒か？」

「ああ。村のハチミツで作った」

「マイケルさんが、絶対にやめてって言ってなかったか？」

　ハチミツ酒は勝手にできる酒の代表格。

　なにせ収穫したハチミツを放置していればいいのだから。ただ、作り方は簡単だが、ハチミツの確保が難しくてそれなりのお値段だ。

　そして、それなりのお値段のハチミツの中でも、村で収穫しているハチミツは最高級品らしく、マイケルさんから酒にせずに売ってくださいと懇願されている。

　なので村でのハチミツ酒はマイケルさんのところから購入したハチミツを使っていた。

「卸さなければ構わんだろ？」

「飲んだら売って欲しいって言うと思うぞ」

「だろうが生産量がな。ハチミツは料理にも使っているから、メイドっ娘たちと奪い合ってる状態だ」

「確かに。酒にして卸すことを考えると、ハチミツが足りないか」

　ハチミツはマイケルさん以外に、ビーゼル、ドライム、ドース、始祖さんたちにも売ってるしな。

「うむ。今回のは褒賞メダルと交換したハチミツでやった」

　自費研究であり、それを俺に飲ませたということか。

　つまり……。

「要求は？」

「村用ということで、作らせて欲しい」

「量は？」

「年に大樽一つ」

　……うーむ、結構な量。

　しかし、味は絶品。

　酒とは思えない味だった。

「わかった。ハチミツを用意しよう。ただ、しばらくは極秘だぞ」

「わかっておる。女共は、甘味に弱いからな」

　酒にするぐらいなら甘味にという勢力は存在する。

　だから、しばらくは極秘に進め……。

「味で黙らせる」

　ドノバンの言葉に、俺は頷いた。

「ところで、もう少しないのか？」

「ははは。こんなに美味い酒、ワシらが残していると思うか？」

「確かに。よく俺の分があったな」

「村長を説得するために必要だと言ってな。本当はもう少し大きなコップ一杯分はあったのだが……」

「飲んだのか？」

「……か、神様が欲ほっしたのだろう」

　ははは、それは仕方がないな。

　神様にもお裾分けと、俺とドノバンは生産の決まった三種類の酒を大樹の社に奉納した。

　神様のせいにしてすみませんと、ドノバンが謝ってた。




　ちなみに、奉納した酒は酒スライムが飲み干してた。

「村長、酒スライムを極刑に」

「まあまあ、酒の味を保証してくれたってことで」

　美味い酒を目の前にして我慢できないのは、ドワーフも酒スライムも一緒だな。

　一応、神様の分だから次からは飲まないように注意。

　聞いてくれるかどうかは不明。










　今年のお祭りの試験を行った。

　試験内容は〝タワー〟。

　決められた場所に、自分たちで切った木を積んで高さを争う競技だ。元々は林業が盛んな村で行われている競技らしい。

　今年もクジで決まった。




「駄目です」

　普段は俺が『万能農具』で切っているから意識していなかったが、死の森の木を切るのは重労働だった。

　半日で、ハイエルフたちは人間の腰ぐらいの木をなんとか一本切った。文官娘衆たちは、木に傷も付けられなかった。

「燃え難いから、火の魔法で焼き切るのも大変だし……これは無理では？」

　となったので、最初から切った木を用意することになった。

　木を積み上げることを重視した形だ。

　しかし、そうなると最初に大きな木を確保した方が有利となるので……。

「山のように用意しないと奪い合いになりますよね」

「大きい木は運び難いという欠点があるけど……ミノタウロスさんたちなら気にならないのでは？」

「木を組んでもいいんですよね。そうなると、ハイエルフさんたちの独壇場になりませんか？」

　種族差が大きくなるという結論。

　まあ、元からこれだと手が翼のハーピー族が参加できない。

　となると……。

　色々と試行錯誤し、考えた結果。バランスゲームになった。

　チーム戦での対戦方式。スタッフが複数の木を積み、その上にシンボルを乗せる。そして交互に各チームが木を一本ずつ抜き、シンボルを落とした方が負け。

　つまり、木でやる山崩し。

　問題は一つ。

「盛り上がりますか？」

　大きな問題だ。山崩しだからな。

「もう一つぐらい、競技を増やしますか？」

「じゃあ、あれやろうか。話し合いの段階で弾かれたやつ」

「わかりました。前座でそれをやってから、本番の〝タワー〟……原型がありませんね。新しい名前をお願いします」

「素直に〝山崩し〟でいいだろう」

「わかりました。では、あとは……木の形や組み方ですね」

「考えることが多いな」

「まったくです」

　お祭り実行委員会は、お祭りに向けて活動を続けた。










　クルミは堅い実として有名だ。

　割るにはコツがいる。

　…………。

　無理。きっとこれは特に堅いクルミに違いない。

　ハイエルフの一人が、二つ同時に握って割る方法を教えてくれた。

　なるほど。堅い実同士で割るわけか。

　これなら……無理。

　考えてみれば、基本的な握力不足なのだろう。だが、人間には知恵がある。

　クルミ割り器。

　ペンチみたいなものや、万力みたいなもの、鉄球を安定して落下させるものと少し考えただけで様々なクルミ割り器がイメージできる。

　人類がクルミと長く戦った証拠だろう。クルミ割り人形とかいう工芸品もできたぐらいだしな。使ったこと、ないけど。

　ともかくだ、ガットに頼んでクルミ割り器を作ってもらおう。

　…………。

　話をしたら、トンカチを渡された。

　なるほど。そうだよな。

　クルミ割りに特化するものを作るより、すでにあるものを使った方がいいよな。

　過程はどうであれ、クルミの中身を食べるという目的が果たせたらいいんだ。細かいことは気にしないでおこう。

　あ、ペンチ型は面白そうだからあとで作ってみる？　万力型は？　小さいのはネジ穴が難しい？　そうか。




　ちなみに、俺以外の者たちは素手でバキバキとクルミを割って食べている。

　特に山エルフとドワーフが速い。

「割れないと死活問題でしたので」

「酒に合う」

　俺が苦労したクルミを、豆腐を潰す感じで割られると自分の非力さが悲しくなる。







　後日。

　ガットの作ったクルミ割り器は、一ノ村で愛用された。

「同志」

「え？　いえ、村長は、その……違いますよね」

　ちょっと寂しかった。
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　一ノ村への移住者のリーダーであるジャックの妻、モルテ。

　彼女は少し変わったことができた。それは精霊魔法。

　一般的な魔法は自身や周囲の魔力を使って効果を得るが、精霊魔法は精霊を使役して効果を得るらしい。

　説明は難しくてよくわからなかったが、実践してもらったのでわかった。

「これが火の精霊です」

　火トカゲみたいなのが見えたと思うと、ボッと藁わらの先を燃やして消えた。

「精霊がいる場所だと効果が強く、いない場所だと効果が発揮できないのが弱点です」

「精霊さえいたら、無限に魔法が使えるのか？」

「理屈ではそうですけど、精霊との対話は疲労を伴いますから」

　上手い話はないらしい。

「とりあえず、この一ノ村ですと……木の精霊、水の精霊が強いですね」

　なんとなくわかるが……。

「土の精霊は？」

「それが、この辺りではどうも弱いらしく……でも、少しずつ強くなっているのは感じています」

「土の精霊が強く……地震が起きたりしないよな？」

「いえ、そうではなく回復している感じです」

　一安心。

「ところで、火の精霊や水の精霊はなんとなくわかるが、木の精霊はどんなことができるんだ？」

「森の中で身を隠すこととかですね。こんな感じです……」

　精神を集中……先ほどの火の精霊を呼んだ時と同じだ。

　…………。

　しかし、何も起こらない？

「失敗か？」

「おかしいですね？　近くに精霊は感じるのですが？」

　首をかしげていると、ゆっくりとこちらに向かって歩いてくる切り株姿のニュニュダフネ。

「呼びましたか？」

　…………。

　そう言えば、ニュニュダフネって木の精霊みたいなものだって説明されたな。

　そうか、俺は知らない間に精霊魔法を使っていたのか。

　ちなみに彼女の精霊魔法、生活がちょっと便利になるぐらいの魔法しか使えないらしい。







「一ノ村の住人は、それなりに慣れたみたいだな」

　俺は一ノ村から戻ってきたマムに聞く。

「そうですね。食料もちゃんと消費するようになりました」

　一ノ村移住者の食事は、最初はこちらで作って配っていたが、いつまでも続けられない。

　料理の方法を覚えてもらったあとは、食料を定期的に渡すことになった。

　いきなり一年分を渡すのは双方が不安だったので、まずは三十日分の保存食を渡した。これは非常食。万が一の備え。

　その上で本命の食料を十日ごとに配る。

　これで様子を見て、上手くいけば一年分を渡す予定だった。

　予想外だったのは、彼らに任せた途端に食料を消費しなくなったことだった。

　食べてないわけじゃない。消費量が極端に少ないのだ。

　一例として挙げると……。

　朝食、塩の入ったスープ。昼食、なし。夕食、蒸ふかしたジャガイモ二つ。

　…………。

　しばらく監視役を置くことにした。食事はしっかりと食べてもらわないと困る。

　食べられないわけではない。こちらが料理を作っている時はきっちり食べていた。おかわりだってしてたんだ。




　食料消費が少ない理由をなんとか聞き出した。

　現状、まだ胸を張って役に立っていると言えない状態で、食料を消費するのは心苦しいとの内容。

　働かざる者、食うべからずだが……投資という考え方を理解してもらえないだろうか？　この村で安定して生活をしてもらえるだけで、俺としては十分なのだが……。

　その安定が問題か。まだ役に立ててないと、自覚があるからなぁ。

　こちらとしては来ていきなり役に立つとは思っていない。しかし、それを面と向かって伝えているわけでもない。

　仕方がない。

　栄養失調で倒れられるわけにはいかない。フーシュにも悪い。やりたくはないが非常手段だ。

「食べないと腐っちゃうなー」

　配る食料は、日持ちしないものを中心にした。効果が絶大だった。

　これが少し前のできごと。




　現在は個々にやることも定まっていき、食事もちゃんと食べるようになったようだ。一安心。

　その個々にやることを探す中で、色々と隠していた技能を明らかにした中の一つが精霊魔法だったりする。

　かなり心を開いてくれたからだと思おう。







　余談だが、一ノ村の新たな住人の主な仕事は農業、小物作り、紙作り。

　農業は男女問わず。

　これは日中、まだ家庭菜園レベルだが、ミノタウロスたちに話を聞きながら頑張っている。




　小物作りは男衆が中心に。色々と作っているが、竹細工関連がやたらと上手く、任せている。

　今は一ノ村の近くに竹林を作っている最中。

　また、一人が編み物の虜とりこになった。時々、ザブトンのところに行って教えてもらっているらしい。完成した服を俺にプレゼントしてくれたが……長袖セーターはこの時期、暑くないかな？　もうすぐ夏だよ。

　奥さんも無理して着なくていいと思うぞ。愛情溢あふれる力作なのはわかるけどさ。




　紙作りは女衆が中心でやっている。

　紙作りは、いきなり始まったわけではない。段階を踏んだ。

　一ノ村に移住する前に、フーシュのところで読み書きを学んだらしい。

　それを活かすためというか、無駄にしないために何か仕事がないかと考えた結果が写本だった。本を写して新しい本を作る方法だな。

　それを見て、俺が活版印刷を思い出してしまった。

　山エルフに捕まり、聞き出され、試行錯誤しながら完成。

　活版印刷を簡単に言えば、文字判子を作ってまとめて押すだけ。発想はシンプルだが、技術的にはかなり難しい。特に文字判子。高さを揃えないと綺麗に印刷できない。手作業で高さを揃えるのは職人技だ。

　耐久性から文字判子は鉄で作ろうと思ったが、加工のし易さを重視して竹で作っている。

　最初は女衆が作っていたが、男衆の方が作業が早かったので男衆の仕事に。ただ、それなりの数を用意しないといけないのでまだ十分な数が揃っていない。

　文字判子待ちの間に、女衆が行動したのが紙作り。

　紙はそれなりの数を備蓄しているけど、印刷を始めたらあっと言う間になくなってしまう。

　マイケルさんから仕入れるにしても、それなりのお値段がする。そこで、紙の自作。

　紙のための植物は、前にドースから贈り物でもらった時に自作できないかなと思って育てている。

　俺が知っている紙作りの方法は和紙だけど、まあそれで大丈夫かと技術提供。

　一ノ村の女衆が紙作りを始めた。

　当初は試行錯誤で失敗が続いたが、今はそれなりの形になっている。印刷を始めるにはまだまだ作り続けないといけないだろうけど。

　紙作りの傍かたわら、印刷に適したインク作りを実験中。

　そのうち、一ノ村の作業は印刷と言える日が来るのかもしれない。




　ただ、写本で生計を立てている人がいるという話も聞く。

　印刷で本の大量生産を始めてしまうと、そういった人たちの生活を脅おびやかしてしまう。

　まだ本格的に印刷を始めていないが、自主的に印刷する数を制限しないといけないかなとは考えている。

　当面は各村の子供たちの勉強用の本の印刷を頑張ってもらう予定。




　外部向けには、本の印刷よりもチラシの印刷に活用できそうだが、普通の人はあまり字が読めないらしい。

　識しき字じ率りつを上げるにはどうしたらと思うが、それは為政者の考えること。俺にはどうしようもない。

　できるのは、前にビーゼルが作った孤児院に印刷した本をプレゼントするぐらいだな。

　文字を覚えるきっかけになってくれれば幸いだ。







　一ノ村が頑張っているので、大樹の村も負けてはいられない。

　とりあえずはお祭りの準備。

　なんだかんだで村の住人も増えた。一ノ村、二ノ村、三ノ村から人を呼べば……四百人前後かな？　まあ、全員が全員、参加ではないだろうけど。

　手の空いた者たちで会場を補修し、トイレを増設する。食事を作る場所も増やした。

　鬼人族メイドたちが新作料理をいくつか考えているようだ。




　会場の準備がある程度整ったあと、俺はクロの子供たち、ザブトンの子供たちと戯たわむれる。

　戯れているが、遊びじゃない。

　俺の前にいるのは、お祭り当日に各村を警備する予定のクロの子供たちだ。お祭りに参加できないので、事前に埋め合わせをしている。




　クロの子供たちとはフライングディスク、ボール遊び、そして狩りを行った。

　狩りに関しては、俺は監督みたいなポジションだな。クロの子供たちがそれぞれ自分の強さをアピールし、それを俺が褒める。

　牙の生えた兎は瞬殺。デッカイ猪は、四頭ぐらいで襲いかかって仕留めている。正直、かなり強いと思う。

　これをローテーションで何日かに分けて行った。

　お祭り用の食材がかなり確保できた。




　ザブトンの子供たちとは、色々だった。

　ファッションショーみたいなこともしたし、狩りもした。

　一番やったのはザブトンの子供たちをモデルにした等身大彫刻。

　さすがに希望者全員分は無理なので厳選してもらった。そして選ばれた代表者たちの考え抜かれたであろうポージングを忠実に再現してみた。

　飾る場所は俺の屋敷の中。知らない人が見たら……驚くかな？

　ちなみに、最後に彫ったものに俺がタイトルをつけると〝コーヒーを飲みながら指揮をするザブトン将軍〟になる。




[image: ]




　妊娠した竜は気が荒くなるとか聞いたけど、今のところその兆候はない。ハクレンはのんびりまったりとしている。いや、まあ、食っちゃ寝を繰り返している。

　この村に来た当初を思い出す。そういや、こんな感じだったなぁ。

　だが、妊婦だ。全てが許される。

　ベッドの上にテーブルを設置しての朝食。許そう。

　昼寝。許そう。

　夕寝。許そう。

　寝るのも妊婦の仕事だ。

　夜は起きて遊ぶ。ドタバタドタバタ……。

「寝ろっ！」

　てか、ハクレンが起きてるからウルザが寝ないだろ。

　妊婦なんだから規則正しい生活をして欲しい。

　いや、待てよ。ひょっとして竜って夜行性？

「いえ、まったくそんなことはありません」

　ラスティの返事。

　なるほどなるほど。

　…………。

　昼に寝るから夜起きる。

　ならば昼寝を妨害……妊婦相手には難しい。くっ。

　昼夜逆転生活をどうすれば直せるのだろうか。わからん。

　仕方がない。こうなればライメイレンに相談し……ハクレンが俺の腕を摑つかんでいた。

　ハクレンは顔を左右に振ったあと、にっこりと笑う。

「夜はしっかり寝ること。わかったか？」

　すぐには無理だったが、十日ぐらいでなんとかなった。

　母と娘だが、やはりライメイレンは怖いのかな？







　お祭りの季節がやってきた。

　一ノ村、二ノ村、三ノ村からの参加者は数日前から少しずつ来ており、今日で全員が揃うことになる。

　前日に来る者たちのために寝床を用意したが、部屋が足りなくて急きゅう遽きょテントが張られた。その様子は、本当にお祭りの前みたいで高揚する。

　だからだろうか。

「テントの方が人気とは」

　気持ちはわかるが、風邪を引かないように。

　小さい子供を持つ親は、さすがに宿に泊まったようだ。




　来らい賓ひんは相変わらず多い。

　まず、マイケルさん。色々な商品と共に前日入り。

　同時にマイケルさんを運んできたドライム。ドースやライメイレンにハクレンの様子を見てくるように言われたそうだ。ハクレンと一言二言の会話のあと、お風呂に入ってまったりしていた。




　魔王国領から、ユーリ、ビーゼル、グラッツ、ランダン、そしてもう一人。

「初めまして。ホウ＝レグです。よろしくお願いします」

　ホウは女性だ。

　背中に真っ赤な翼があるが、天使族ではないとのこと。

「この村のお酒は、色々と楽しませていただいています。特にサトウキビから作ったものは……最高でした」

「あはは……あれですか」

　かなりキツイお酒で、俺はストレートでは飲めなかった。

　ホウは俺との挨拶を終えると、食事を用意している屋台に向かった。あ、違うな。あれはお酒を探している。

「すみません。ホウはお酒が好きなのが欠点で……」

「ははは。ドワーフたちと気が合うんじゃないかな」

　ホウのあとはビーゼルと挨拶。ほぼ同時にグラッツも挨拶し、ミノタウロス族のロナーナの元に。ランダンも俺に軽く頭を下げたあと、屋台に向かった。

「今回、魔王は？」

「お父さまは仕事が溜まっていますから、今回は遠慮ということに。その分、私たちが楽しみます」

　俺の質問に答えたユーリは、ビーゼルを伴って貴賓席に向かった。




　次に来たのは始祖さんとフーシュ。

　始祖さんは、なんだかんだで来ているのだけど、色々と忙しく長期滞在はあまりできていない。

「色々と放り出して、ここに永住したい」

　始祖さんの言葉に、フーシュが困った顔をする。

　フーシュには一ノ村への移住者たちの様子を伝え、一ノ村移住者たちのいる場所を案内……は文官娘衆の一人に任せた。




　次の来賓が来たからだ。

　ドース、ライメイレン。

　ハクレンの妊娠祝いの時に来たから、久しぶりという感じがしない。挨拶後は、ハクレンの元に。

　…………。

　本人が来るならドライムに様子を見させる必要はなかったんじゃないかな？　まあ、親心というヤツかな。




　その他、ハウリン村からはガルフが来ている。

　来ているというか、ガットの弟子二人に同行してきた。弟子二人の移動はラスティが受け持ったから、移動が楽なのはわかるが……ハウリン村で一番の戦士だろ？　いいのかな？

　人間の村とは友好的になったから大丈夫とのこと。

　まあ、本人が大丈夫と言うなら歓迎する。




　あと、南のダンジョンからラミア族が四人、北のダンジョンから巨人族が二人。温泉から死霊騎士デスナイトが来てたりする。

　死霊騎士は、温泉の話を聞いたドライムが温泉に移動し、帰ってくる時に連れてきた。

　道案内としてドライムに同行したダガとガルフが誘ったのかな？　本人が楽しそうにしているから、構わないか。







　お昼前。

　お祭りが本格的に始まった。今年のお祭りは山崩し。だが、今回はその前に前座的なイベントがある。

「第一問。一ノ村に住むジャックの奥さんの名前はモルテである。正しいと思う方は○の書かれたエリアに。違うと思う方は×の書かれたエリアに移動してください」

　クイズ大会。

　クイズといってもそう難しい問題は出さない。村で普通に生活をしていればわかる内容。来賓には多少不利かもしれないが、クイズを通して村のことを少しでも知ってもらえればなぁという感じで考えた。

　出題は事前に用意し、ランダムに選出。残り一人になった時点で終了となる。出題者は文官娘衆の一人。

　魔法を使用して、会場全体に問題を届けている。

　参加者は全員……と言いたいが、妊婦や小さい子供もいるので希望者のみの参加で。

　来賓の参加もＯＫというか、できるだけ参加して欲しい。

「第三問。大樹の村で一番最初に住んだのはクロさんである」

　答えは×。

　一番最初は俺だ。間違える人はいないだろうと思ったが……移住組が意外と間違えているな。

「第十問。村長の名前は、火ヒ楽ラクである」

　答えは○。

　……結構、知られていない。地味にショック。

「村長は村長だから」

　そうかもしれないが……今度から名札でも付けようかな。




「さあ、残りが少なくなってきました。というか……」

　残っているのはクロの子供たちが数頭と、ザブトンの子供が数匹。あと、酒スライム。

　……人型がいない。

　俺はルーを見た。

「だって一ノ村移住者の名前、まだ全員、覚えてないし……」

　俺はティアを見た。

「ドワーフの数が五十人を超えているって聞いていませんでしたから」

　あ、うん。それは俺も知らなかった。

　そして、最後の問題になったというか……。

「第十七問。今日、村に来ているマイケルさん。あ、手を振っていただいていますね。ありがとうございます。彼のお孫さんは、男の子が二人である」

　これで残っていた者が全員、○に移動した。

　孫ネタは、マイケルさんがこの村に来る度にする鉄板トーク。だけど、クロの子供たちはともかくザブトンの子供たちや酒スライムはよく知ってたな。凄いぞ。

　全員正解で決着は次の問題かなと思ったら、答えは×。

　どういうことだ？　と思うと説明された。

「先月。新たに女の子のお孫さんが生まれたそうです」

　おおっ、それはおめでたい。万来の拍手が会場を包み込んだ。

　そして……。

「全員、間違えてしまいましたね。残念でした。よって全員、復活!!」

　クイズ大会は盛り上がった。

　優勝者は、なんとユキ。復活後の問題に恵まれたようだ。

　俺の作ったクイズ王の冠を誇らしげに頭に乗せていた。

　いつもより尻尾しっぽが振られているな。







「クイズは思ったより楽しんでもらえたな」

「そうですね。子供たちも参加できますし、種族もあまり関係ありません。クイズに紹介を交えたりすれば、新しい住人の方かたの話題にもなりますし……。今後、お祭りの前座として恒例にしてもよいのではないかと」

　文官娘衆の一人が、同意してくれる。

「まあ、互いを知るきっかけになってくれればな。さてと……休憩が終われば本番なんだが……」

　俺は空を見る。夜になっていた。

　クイズ大会が盛り上がり過ぎた……。

　まあ、一問出したあとにシンキングタイムと移動を考えると予定の見積もりが甘かったと反省。

　会場には木が組まれ、開始を待っていた。

「夜でも気にせず始めるか、明日にするかなんですが……」

　…………。

　明日にしよう。

　お祭りは二日目に突入した。




　来賓の方たちの予定、大丈夫かな？

　あと、各村を警備しているクロの子供たちやザブトンの子供たち。

　すまない。
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　夜は、予定通り宴会。ただし、明日が本番ということで抑おさえ目に。

　来賓で帰る者はいなかった。急な予定変更、申し訳ない。




　魔王国からの来賓、ホウを改めて見ると……。

　真面目で寡か黙もくな女性といった感じだろうか。年齢は……わからん。見た目は二十代。背中の真っ赤な翼に比べ、服装は地味目。四天王の一人で、財務担当とビーゼルから紹介された。

　考えてみれば、その四天王が全員揃っているけど大丈夫なのかな？

　ホウは現在、ドワーフたちがメインのテーブルに座り、黙々と飲んでいる。会話はない。いや、会話はあるのかな？　言葉にせず、目で語っているだけで。

　なかなかのペースでお酒を飲んでいるけど、大丈夫だろうか？　お酒だけじゃ駄目だぞと、食事を差し入れておく。




　グラッツはロナーナのいる二ノ村住人がメインのテーブルに。

　確実に仲がよくなっているな。




　ビーゼルは三ノ村住人がメインのテーブルに。

　三ノ村住人のケンタウロスたちは、ビーゼルの紹介だったからな。時々、村に来てはいるから経過は知っているだろうけど、住人たちとじっくり話はしていない。

　いい機会というやつなのかな？

　そう言えば、前に頼んだ三ノ村住人の知り合いを探す件はどうなったんだろう？　お祭りのあとででも話を聞こう。

　そう思っていたら、ビーゼルが俺のところに来てその話が始まった。

　なんでも、二十人ぐらい見つけたが、ここへの移住希望は半々。移住希望の者も、これまでの生活があるのですぐには来れない。

　少数ずつになるが、構わないかと。全然問題なし。

　三ノ村代表のグルーワルドに確認してから移住の最終許可を出すということで。
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　ユーリはフラウや文官娘衆たちと……食事とお喋しゃべり。

　内容は……愚ぐ痴ちが多いなぁ。聞かなかったことにしてスルー。

　食事の割合を増やすように、甘味を差し入れ。夜に甘味は嫌われるかな？　大丈夫、気にしない方々でした。

　フラウ、文官娘衆は明日もあるから徹夜はやめた方がいいぞ。




　ランダンは……マイケルさんとチェスをしながら酒を飲んでるな。

　会話は多岐に渡っている。というか酔っ払いの会話だな。話の繫がりがよくわからない。

　二人がやっているチェスの盤面も酷い。互いの王様、不在なんだけど？

　…………。

　氷水をプレゼント。本番は明日だぞー。




　フーシュは一ノ村住人がメインのテーブルに。

　フーシュはなかなか会話の輪に加われなかったが、一ノ村住人のリーダーであるジャックが話題を振って場を持たせている。

　話題の内容は戦闘のコツ？　フーシュにそんなの聞いて大丈夫か？　彼女は大司祭だろ？　まあ、知識は豊富か。フーシュも嬉々として語っているしな。




　ドライム、ドース、ライメイレンにラスティを加えてテーブルを囲んでいる。

　ハクレンは夜更ふかし禁止なので、夜は遠慮したのかな？

　話題のメインは、ハクレンの子供が男か女か。そして、名前はどうするのか。

　あとは……ドースの巣に来た暗黒竜ダークドラゴンギラルの娘。竜にしては珍しく大人しいので、大丈夫かと心配する内容と、嫁ぎ先の心配。

　…………。

　あのテーブルには近づかないでおこう。




　始祖さんは……死霊騎士、猫、酒スライムという変なメンバーのいる場所でまったりしている。

　うん、本当にまったりだ。

　邪魔しないでおこう。




　ガルフは獣人族たちの輪に加わって、普通の飲み食い。

　ガットの剣を見て、品評みたいなこともしているが……酒を飲みながら刃物を扱うのは危ないからやめるように。




　ラミア族と巨人族は、違う場所ではあるがダンジョンに住む者同士として交流をしている。

　そう言えば、ブラッディバイパーに関してラミア族はどう思っているのだろうか？　あ、全然気にしてないと。

　狼が同じ四本足で歩くという理由で、牛や豚を同類とは思わないのと同じ。なるほど。







　さて、昼を振り返ると……不手際はあったがそれなりの運営だった。

　特に食事関連。

　鬼人族メイドの食事処はいつも通り盛況として、今回は二ノ村、三ノ村に何か食事一品を出すようにお願いした。

　もちろん、食材は大樹の村持ち。

　各村も出店的なものでも参加して欲しかったのと、ミノタウロス族やケンタウロス族の家庭料理が知りたいなと思って。

　二ノ村のミノタウロスたちが出したのは、野菜オンリー炒めのようなもの。炒める時に使う油のせいで、少しクセの強い味付けだったが悪くはない。

　マイケルさんにわざわざ注文した油だから、このクセの部分が大事なのだろう。ボリュームが多いのが問題かな。

　ロナーナの作った野菜オンリー炒めは、グラッツが独占していた。




　ケンタウロスたちは、豪快な牛の丸焼き。

　村の牛ではなく、これもマイケルさんに注文した牛。絞めてからの日数指定をしていたから、その辺りが大事なのかな？

　ちゃんと中にも火が通るように開き、串に差して回転。本来の味付けは塩のみらしいが、美味しい方がいいという理由で醬しょう油ゆや味み噌そを使っていた。美味しかった。

　六頭の牛肉を用意していたけど、夜には全部消えていた。

　たぶん、一番食べたのはクロたちだろう。

　綺麗に列を作って尻尾を振りながら焼き上がりを待たれ、ケンタウロスたちが少し困っていた。




　一ノ村には出店のお願いはしていない。

　まだ村での生活に慣れてない部分もあるだろうし、お祭りにも初参加だからだ。

　今回は雰囲気を摑むことに集中してもらい、来年には出店をお願いしたいと伝えている。

　一ノ村住人たちは納得してくれたが、何もしないのは心苦しいと余興をやってくれた。

　余興は演劇。

　有名な話らしいが、俺は知らない内容だった。ただ、起承転結がしっかりしているので何度見ても大丈夫な内容。

　話を知っている者たちは、どこでどう盛り上がるかわかっている感じだった。ＴＶの長寿番組の〝天下の副将軍〟とか〝火消し屋居い候そうろう将軍〟みたいな感じかな？　練習はしていたようで演技はそれなり。

　ただ、演出というか衣装はいつもの格好、背景やＢＧＭがないのでシチュエーションを想像し難いと思っていたら……。

　山エルフとリザードマンたちが樽や箱を並べて背景代わりに。

　ザブトンたちが衣装を素早く作って着せ、ハイエルフ、獣人族たちの演奏が加わって最後の方はちゃんとした演劇になっていた。

　始祖さん、幻影魔法はやり過ぎじゃないかな？　最後、舞台に虹が出て綺麗だったけど。

　まあ、いい演劇だった。

　内容が人間の英雄が竜に挑む話だったので、ドースたちの顔は微妙だったけど。

「これってワシの父の話かな？」

「とすると、前座でやられたのが貴方ってことになりますけど？」

「では違うな。ワシ、人間に負けたことないから」

　ドースはライメイレンに胸を張っていた。




　しかし、この演劇から始まった余興大会とクイズ大会で時間を使ってしまい、本来の山崩しができなかったことは問題だな。

　クイズ大会の時間の見積もりは完全にミスだった。一時間もあれば終わると思っていたのに……。

　問題の難易度調整が課題だな。







　夜も更けてきた。

　お祭りは明日もある。子供たちはそろそろ寝るように。大人もできるだけ徹夜は控えるように。

　アームレスリング大会やチェス大会もいいけど、本番は明日だから。力尽きないように。模擬戦はやめて欲しい。

　クロたちには悪いが、一部は警備として頑張ってもらう。

　俺？　俺はしっかり寝るよ。

　なんだかんだで忙しいし、背中のウルザもベッドに運ばないといけないしな。




　日中、元気に動き回っていたウルザは夕食を食べたあとにパタンと電池が切れるように寝てしまった。

　子供だからわからなくもないが、俺の背中に飛びついてから寝なくてもいいと思うが？

　まあ、信頼の表れと思うことにしよう。

　だからルー、ティア、羨ましそうな目で見ないように。ウルザをベッドに運んだあとなら……あー、やっぱなし。なしだからな。
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　朝。

　急遽、お祭りが二日に及ぶことになったが混乱は少ない。

　お祭りの準備が行われ、飲み過ぎて寝ている者はゴロゴロと転がされて移動させられている。




　会場スペースが用意できたところで、お祭り開始！

「お待たせしました！　今年の競技、山崩しを開始します！」

　会場の真ん中に用意された山は、直径十センチ、長さ二メートルぐらいの木材が縦に二十本ぐらい並べられ、その上に一メートル四方の正方形の平たいらな板がお盆のように置かれている。平らな板を木材で持ち上げている感じだ。

　その平らな板の上にシンボル、ザブトンが作った直径一メートルぐらいの丸いクッションを三つ置いて完成となる。

　競技はチーム戦で行われ、交互に木材を抜いていき、上のクッションを一つでも落としたチームの負けというルール。

　その他、細かいルールはあるが……重要なのは、相手チームが振ったサイコロの目の数、木材を抜かないといけない点。

　サイコロは正六面体だが、一から三の目が二つずつ書かれた特殊なもの。例えばこのサイコロで三の目が出たら、三本の木材を抜かないと交代できない。

　司会がアナウンスするが、サイコロは観客にも見えるようにかなり大きく作っている。




「それでは参加チーム紹介！」




　クロチーム、ユキチーム、ザブトンチーム、吸血鬼チーム、天使族チーム、ハイエルフチーム、リザードマンチーム、鬼人族チーム、獣人族チーム、ドワーフチーム、山エルフチーム、ハーピー族チーム、文官娘衆チーム、悪魔族チーム、一ノ村チーム、二ノ村チーム、三ノ村チーム、竜チーム、四天王チーム、ラミア族チーム、巨人族チーム、イレギュラーチーム、村の少年少女チーム、村長チーム。




　参加チームは二十四チーム。チームは種族や村で集まったようだ。

　ニュニュダフネたちは一ノ村チーム。始祖さんは吸血鬼チームかと思ったが、イレギュラーチームに入った。

　イレギュラーチームのメンバーは、始祖さん、フーシュ、酒スライム、猫、死霊騎士。

　村の少年少女チームは、ウルザと獣人族の男の子、女の子で構成されている。

　さすがにアルフレートやティゼルは小さいので不参加。

　でもって村長チームは、俺と土人形の二人。

　…………。

　絶対に優勝しよう！　俺は土人形と固い握手をした。




　二十四チームなので、十二チーム、六チーム、三チームとなっていく。

　さて、どうなるか。




　第一試合　　ザブトンチーム　ＶＳ　ハーピー族チーム

　ザブトンチームは、ザブトンがリーダー。

　しかし、後方で指示するだけで実際に動くのはマクラをはじめとした子供たち。

　序盤は双方、堅実に。

　ただ、サイコロ運が悪く、ザブトンチームに連続して大きな目を出され、ハーピー族チームは敗北した。

　なかなか派手な音を立てて倒れてくれるので、見ている観客もそれなりに楽しめる。

　ただ、怪け我がはしないように注意して欲しい。




　第二試合　　リザードマンチーム　ＶＳ　一ノ村チーム

　攻撃的に抜いていくリザードマンチームに対し、慎重な一ノ村チーム。

　サイコロ運にも恵まれ、リザードマンチームの勝利。




　第三試合　　吸血鬼チーム　ＶＳ　ラミア族チーム

　考えて抜いていく吸血鬼チームに対し、ラミア族チームはオール勘。

　勝利はラミア族チーム。

　吸血鬼チームは運悪くというより、考え過ぎて負けたんじゃないかな。




　第四試合　　山エルフチーム　ＶＳ　ユキチーム

　ユキチームはサイコロが振れないので審判が代行。

　この審判、常に三の目を出し続け、ユキチームを勝利に導いた。

　まあ、それだけでなく、ユキたちはかなり計算して木材を抜いていたが……。




　第五試合　　ドワーフチーム　ＶＳ　四天王チーム

　ドワーフチームはパフォーマンスなのか、木材を斧おので切って倒した。

　対する四天王チームはどうするのかと思ったが、真面目に話し合って抜いていた。

「ビーゼル、ごめん。もう少し小さい声で……頭に響くから」

「二日酔いですか、ホウ。飲み過ぎですよ」

「わかったから……んー、あっちの木にしましょう。力がかかってない気がする。グラッツ、どう思いますか？」

「大丈夫だろ」

「了解しました。ランダン、抜いてください」

「へいへい。って、俺、筆頭なんだけどなぁ」

　勝者は四天王チーム。

　ちなみに、ユーリは四天王チームではなく、文官娘衆チームに参加している。




　第六試合　　悪魔族チーム　ＶＳ　巨人族チーム

　悪魔族はブルガとスティファノ、あとはいつの間にか来ていたグッチ。

「成り行きで参加になりましたが……知ってますか？　私は負けるのが嫌いなんです」

「はっ。グッチさまに勝利を」

「必ず！」

　気合が入り過ぎたのか自滅。

「今なら世界が滅ぼせそうな気がします」

　グッチが危険なことを呟いていた。

　巨人族チームの勝利。




　第七試合　　イレギュラーチーム　ＶＳ　文官娘衆チーム

　いつの間に仲がよくなった始祖さん、酒スライム、猫、死霊騎士。

　フーシュがちょっと寂しそう。あ、いや、死霊騎士に驚いているみたいだ。

　文官娘衆チームは、ユーリとフラウを中心によくまとまっている。

「勝ちましょう」

「はいっ！」

　残り四本になる接戦。

　文官娘衆チームの振ったサイコロの目は一。

　イレギュラーチームは悩んだが、酒スライムの決断で抜いた一本がセーフ。これが勝因だった。

　イレギュラーチームの勝利。




　第八試合　　獣人族チーム　ＶＳ　三ノ村チーム

　獣人族チームにはガルフ、ガット夫妻、ガットの弟子たちも参加。

「ガルフ。わかってるな。あまり出しゃばるなよ」

「わかってるって。主役はセナたちだ。俺は黙って言われた木を抜くだけだ」

　三ノ村チームはケンタウロスのグルーワルドを中心に。

「こういった細かいことって、苦手なのよね。誰か得意な人、いる？」

「とりあえず、右から抜いていけばいいのでは？」

「……採用」

　勝者は獣人族チーム。

　あんな大おお雑ざっ把ぱで、三ノ村はちゃんと農業がやれているのだろうか？　不安になる。




　第九試合　　二ノ村チーム　ＶＳ　クロチーム

　検討に検討を重ねて抜いていく二ノ村チーム。

　逆に勢いで抜いていくクロチーム。

「これでしょ」

「いや、こっちでは？」

　二ノ村チームは検討に時間をかけ過ぎ、サイコロの目の数の木材を抜けなかったので敗北。

　クロチームの勝利となった。




　第十試合　　天使族チーム　ＶＳ　鬼人族チーム

　天使族チームはティアとグランマリア、クーデル、コローネ。

　元上司と部下だからか、ティアが決断して三人が従うスタイル。

　対する鬼人族チームは、全員の相談によって抜く木材を決めていく。天使族チームと同じようにアンが決めて、他が従うかと思ったけど違うんだな？

「お祭りですし、こういったことはみんなで楽しくやる方がいいかと」

　なるほど。

　結果、勝利は天使族チーム。

「貴女の判断が悪かったのよ」

「いえ、それを言ったら……」

　鬼人族チーム、仲間割れしてるが大丈夫か？

「明日の仕事には影響させませんので、ご安心を」

　暴力は駄目だぞ。お祭りだから楽しくな。




　第十一試合　　ハイエルフチーム　ＶＳ　村の少年少女チーム

　ハイエルフチームはリアを中心に、上の板の重心位置を確かめながら、確実に抜いていく。

　村の少年少女チームはウルザを中心に、ザ・勘。

　勝敗はサイコロ運。

　ハイエルフたちが勝利した。

「手加減？　そんな失礼なことはしません」




　第十二試合　　村長チーム　ＶＳ　竜チーム

　さあ、俺の出番だ。

　相手は竜チーム。

　ドース、ライメイレン、ハクレン、ドライム、ラスティ。

　ハクレンは参加しているけど、安全な場所から会話のみの参加。妊娠中だからな。安全に。

「しかし……竜って、大雑把なイメージがあるんだけど……意外と慎重だな」

「勝利のためなら慎重にもなる」

　ドライムが一番頑張っていた。

　俺たちも負けない。土人形をパートナーに頑張った。

　ここまでの試合で大体、木を抜く場所の傾向が見えてくる。

　外側から抜き、内側を残すスタイルと、内側を抜き、外側を残すスタイル。

　外側から抜くのは最初は楽だが、本数が少なくなってくると苦しくなる。また、上に乗ってる板の重心位置を予想しないとあっさり負けてしまう。

　内側から抜くのは、外側の木材が支えとして残るので楽勝。内側の木がなくなったあとは本番とも言える。

　ここで駆け引きなのだが、相手が内側を抜いた時、同じように内側を抜くか外側を抜いていくか。

　抜く本数が相手のサイコロ次第なので、絶対はない。

　俺は土人形と相談し、竜チームと反対の外側から抜いていく。

　しかも、バランスよく抜くのではなく、片側を徹底して。

　勝負というやつだ。

　相手チームの目が光る。

　負けないぜ。

　…………。

　あっさり負けた。

　勝利は竜チーム。

「な、なぜだ」

「重心の位置を読み間違えてたからじゃないかな？」

　ハクレンの冷静な言葉に耳が痛い。







　一回戦終了。

　引き続き、二回戦、三回戦は行われた。







　二回戦。

　ザブトンチーム　ＶＳ　リザードマンチーム

　勝利、ザブトンチーム。




　ラミア族チーム　ＶＳ　ユキチーム

　勝利、ユキチーム。




　四天王チーム　ＶＳ　巨人族チーム

　勝利、四天王チーム。




　イレギュラーチーム　ＶＳ　獣人族チーム

　勝利、イレギュラーチーム。




　クロチーム　ＶＳ　天使族チーム

　勝利、クロチーム。




　ハイエルフチーム　ＶＳ　竜チーム

　勝利、竜チーム。







　三回戦。

　ザブトンチーム　ＶＳ　ユキチーム

　勝利、ザブトンチーム。




　四天王チーム　ＶＳ　イレギュラーチーム

　勝利、四天王チーム。




　クロチーム　ＶＳ　竜チーム

　勝利、クロチーム。







　そして残った三チームによる準決勝。

　ザブトンチーム　ＶＳ　四天王チーム　ＶＳ　クロチーム

　準決勝はこれまでより大きい板が乗せられ、支える木材の数も増えた。

　さらに板の上に置かれる丸いクッションは十個。

　積み上げられている。

　この勝負の敗北チームが抜け、残った二チームで決勝が行われる。

　準決勝は三チームでの激しい駆け引きが行われたが、結果は四天王チームの敗退。




　四天王チームがかなり怪しい木材を抜き、勝負を仕掛けた。

　次のクロチームがなんとか切り抜けても、ザブトンチームでアウトだろうと。

　だが、サイコロ目が共に一。

　クロチーム、ザブトンチームはなんとか切り抜け、勝負を仕掛けた四天王チームの番で崩れた。







　決勝戦。

　ザブトンチーム　ＶＳ　クロチーム

　村の古参同士の戦いになった。

　さすがというべきか、決勝はかなり本数が減っても板の上のシンボルは落ちなかった。

　最終的に内側に二本、外側に二本の四本の状態。四本はほぼ対角に位置している。

　そこで出たサイコロの目が二。クロチームは二本、抜かなければならなかった。

　…………。

　クロチーム、長考。そして決断。外の二本を同時に抜いた。

　…………。

　ぐらーっと揺れたが、倒れない！

　上のシンボルも落ちない。

　これで勝負が決まった。次はどうやっても無理だろうという状態で、クロチームのサイコロの目は一。

　ザブトンチームは半ば諦めながら、一本を抜いた。

　……あれ？　倒れない？　そう思った瞬間、上に乗ってた板のバランスが崩れ、丸いクッションが落ちた。







　優勝、クロチーム。

　準優勝、ザブトンチーム。

　三位、四天王チーム。







　表彰式を行ったあと、そのまま宴会に流れ込んだ。

　お祭りは成功だったのではないだろうか。

　少なくとも、俺と土人形の仲は深まったと思う。

「次は勝ちます」

「むう……」

「負けるのは悔しいですね」

「やっぱり、あの時に抜いた木が間違いだったんです」

　俺たちはお祭りの感想を言いながら、その夜を楽しんだ。

　あ、妊婦は無理しないように。俺も早く寝るから。
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　お祭りが終わった。

　朝から昼にかけて後片付けが行われ、それぞれが帰路についた。

　ドース、ライメイレン、ドライムは昼過ぎに。

「ハクレンをお願いします」

　ライメイレンが代表して挨拶し、各方向に帰っていった。




　マイケルさんはドライムに乗って、ドライムの巣に移動。

　そこにマイケルさんの部下たちが待っているので、彼らに守られながら馬車で移動するらしい。

　それに護衛として同行する獣人族のガルフ。見聞を広めるため、シャシャートの街に行くらしい。

　ガルフにはなんだかんだで世話になっているので、少ないけどお小遣いを渡しておく。




　魔王国四天王とユーリも昼過ぎに。

　ホウとドワーフたちがかなり仲良くなっている。ドワーフたちが無言で酒樽をプレゼントって。

　グラッツはロナーナとの別れを惜しみ、ビーゼルとユーリはフラウ、文官娘衆と別れの挨拶をしていた。

　ランダンは……リザードマンたちと挨拶をしているな。

　楽しんでもらえたならなにより。

　魔王の分ということで、お土産を少し多く渡しておいた。




　始祖さんはフーシュを転移魔法で送ったあと、死霊騎士と共に温泉に。

　向こうで癒やされるとのこと。

　ウルザが死霊騎士に手を振っていた。




　ラミア族、巨人族はもう一泊したあと、帰るらしい。

　また、ラミア族からは秋ぐらいにまた何か仕事をもらえたらとの要請。

　巨人族も村の作物が欲しいので、何か仕事がないかと聞かれた。

　考えておかなければ。




　一ノ村、二ノ村、三ノ村の者たちも移動を開始。

　集団で移動する。

　クロの子供たちとグランマリアたちが護衛として同行しているので、大丈夫だろう。







　そして、人数の少なくなった大樹の村で行われるお祭り実行委員会の反省会。

「クイズ大会で予定よりも時間を使ってしまった」

　まず、これが大きな反省点。

　評判はよかったが、大人数でやったので移動に時間がかかってしまった。

　移動に時間がかかったのは男女や年齢差もあるけど、一番大きいのが種族差。足の速い種族もいれば、遅い種族もいる。

　また、身体の大きな種族が移動する時、どうしても他の種族に迷惑をかけてしまう。

　一部の種族は自主的に会場の外周を移動するようにしてくれたりしたのだが……うーん。

　クイズ大会だけ広い場所……例えば競馬場とかでやった方がよかったかな。

　でも、負けた人の観戦や食事を考えると難しい。

　それと、クイズの出題順もクジによるランダムではなく、ある程度は管理した方がよかったかもしれない。

　後半に簡単な問題が集中して、しばらく数が変化しなかったりと時間がかかった要因にもなっている。

「来賓から、来賓関連のクイズを増やして欲しいとの希望がありましたね」

　二回目のクイズ大会があるかどうかはわからないが、対策を練っておく。




　次の大きな反省点は、山崩しに関して。

「チーム戦の意味があまりなかったのでは？」

「もう少し、戦略性が必要だったかなと」

「サイコロではなく、各チームが抜く本数を決められるようにしてもよかったと思います」

「上の板と連動した罠わなのような木材があってもよかったのではないかと。どうしても序盤は気の抜けた感じになりますから」

「シンボルをもっと不安定にしてもよかったかな」

　山崩しの進行に関しては、ほぼ問題なし。かなりスムーズにできた。

　これまでのお祭りの経験が生きているからだろう。そのため、反省点というか競技内容の改善点が多い。

　こちらも二回目の山崩しがあるかどうかわからないが、対策を練っておく。




　その後ご、夜の宴会、朝の片付けに関しての反省点を話し合い、反省会は終わる。

「今年のお祭りもご苦労様でした」




　反省会が終わっても、解散にはならない。

「では、続きまして各村の状況です」

　お祭りに来たのに仕事の話をさせて悪いが、各村の代表に報告をしてもらっている。

「二ノ村、三ノ村の農業に関しては大きな問題はないとのことです。豊作とはいかなくても、それなりの収穫が期待できると聞いています。一ノ村は……まだ始めていませんからね。来年に期待です」

　特に問題はないらしい。




　三ノ村の者たちが帰る際、新たにケンタウロスの移住者たちが来ることを伝えた。

　来るのは探して欲しい知り合いリストに乗っている者たちなので、喜びが大きい。ただ、探してくれたビーゼルからの希望で、三ノ村にいる者たちのリストが欲しいとのこと。

「すみません。見つけた者たちから、誰が探しているのだと聞かれて答えられなくて」

　俺はビーゼルが持っていると思っていたのだが、どうも代表のグルーワルドと他数人ぐらいしか名前を記録していないらしい。

　そんなので管理大丈夫かと思ったけど、考えてみれば今の村も名簿があるわけじゃない。反省。

　リストを作成して渡せば、ひょっとして移住者が増える可能性があるのかもしれない。




　それに関して、もう一つ。

　リストに名前のないケンタウロス族の移住希望者が数人いるらしい。できれば同族のいる場所で生活したいということだろう。

　俺の判断なら別に構わないとするのだが、三ノ村はグルーワルドに任せている。受け入れるかどうかの判断をグルーワルドに任せることになった。

　グルーワルドは少し不安そうにしていたが、俺としては信じるだけだ。

　ただ、誰が来たとしても三ノ村の代表はグルーワルド。それを忘れないようにとだけ伝えた。

　こっちの話は少し先、ビーゼルがグルーワルドを連れて行って向こうで面接する流れになっている。







　フーシュから一ノ村移住者たちに希望があった。

　なんでも一ノ村に移住した者たちのことを心配している人がいて、手紙でも構わないので連絡が欲しいそうだ。

　手紙ならということで、一ノ村移住者の代表であるジャックが手紙を書くことになった。

「村長、この村のことはどこまで書いていいですか？」

「別に隠すことはないから好きに書いたらいいんじゃないか」

　変な質問をする。

　手紙はあとで送る予定だったが、お祭りが二日になったのでジャックは初日の夜に書き上げた。

　手紙の相手は、ジャックの知り合い。村で元気にやっている的なことを書いてある。

　いや、別に俺に読ませる必要はないぞ？　チェックか？　えーっと、大丈夫だ。誤字は……あるが、うん、ここ、あとここも。

　内容に関して文句は言わない。

　文句は言わないが……ジャック自身のことしか書いてないな。

　もっと奥さんのこととか、他の移住者たちのことは書かなくていいのか？

　気にしなくていい？

　生きていることが伝わればそれでいいと……。

　そういうものなのか。

　ちなみに、その手紙に使った紙は一ノ村で作ったものだ。




　この辺りの話を中心に、話が続けられる。

「街とかでは手紙はどうしているんだ？」

「メッセンジャーが走りますね。手紙自体、お金持ちの連絡方法ですから」

「そうなのか？」

「紙は高価ですし、字を読める人が少ないですから」

　村から出す紙は、一ノ村が作るまではドースからもらった紙を使っていたが……。

　考えてみれば、ビーゼルやマイケルさんからの連絡は羊皮紙、ハウリン村との連絡は板。

　印刷云うん々ぬんまでいかなくても、紙だけで商売になりそうだな。

「フーシュとの連絡は、始祖さんが中継しないと難しいのが難点だな」

　他のルート。

　例えばマイケルさんに渡しても、届くまでには結構な日数が必要になる。最速で二ヶ月。最悪、途中で紛失するらしい。

「遠方に手紙を出す時は、色々なルートで何通か送るのが主流ですね」

　なるほど。







　余談だが、ケンタウロスの移住者関連の話で、村で名簿を作ることになった。

　人数が増えてきたし、色々と必要だろうと。

　俺への挨拶で移住完了ではなく、名簿に登録されて移住完了というシステムにしたい。

　え？　名簿に登録する仕事は俺の仕事？　こういったのは文官娘衆の仕事っぽいけど？　細かい部分はやるけど、最終は俺？

　わかった、頑張る。

　…………。

　現在の村の人数を考えると、少し憂鬱だ。







「では……本日のメイン議題。第三回、武闘会に関して」

　文官娘衆の一人が気合を入れて用意を始めた。

　まだ先の話だと思うのだが……。

「村長、油断しているとあっと言う間ですよ」

　……確かに。前倒しで頑張ろう。

　話し合いは夜まで続いた。

　お祭りの翌日ぐらい、のんびりしたかったなぁ。

　俺は膝の上で寝る猫を撫でながら、頑張った。
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　俺の名はハシシム。だが、周りのやつらはハシムと呼ぶから、俺もそう名乗っている。




　どこの国にも孤児というのはいる。その孤児が行方不明になるのもよくある話だ。

　だが、それはこのレイワイト王国では珍しい。

　コーリン教の本部があるからだ。

　孤児院に入れなかった孤児たちにも、組織を作らせて相互に助けさせている。それゆえ、レイワイト王国の孤児は行方不明にはめったにならない。

　俺はその組織の一員として誇らしく思っていた。




　なのに、二十人。

　一気に二十人が行方不明になった。しかも、俺の管理区でだ。




　俺はパニックだった。馬鹿な。ありえないと。

　しかし、何度探しても見つからない。

　俺はまず、大規模な陰謀の進行を疑った。どこかの組織が陰謀を企て、孤児を大量に誘ゆう拐かいしたのだと。

　孤児を誘拐してどうするかまではわからないが、ありえない話じゃないだろう。

　ならば他にも行方不明になっている孤児がいるはずだ。俺は組織の同僚に確認した。

　しかし、他に行方不明になっている孤児はいなかった。

　俺の管理区だけで起きた事件なのか？

　となれば……例えば、何か見てはいけない現場を見てしまい、口封じに……ううっ、怖いことを考えてしまった。

　しかし、ありえない話じゃない。

　俺は同僚に協力してもらい、行方不明になった二十人の生活範囲を調べた。調べたが手がかりはなかった。

　そして、時間だけが過ぎていく。




　二十人が行方不明になってすでに一ヶ月。もう死んでいるのかもしれない。

　俺の管理区には三百人近い孤児がいる。その中で二十人がいなくなっただけだ。気にすることはない。それよりも残りの孤児を守る方が大事だ。

　それに、いなくなった二十人は全員が十五歳以上だ。一人でなんでもできる年齢だ。ひょっとして、どこかに働きに出たのかもしれない。

　酒を飲みながらそんなことを考え、孤児がいなくなったことを忘れようとしたが駄目だった。

　忘れられない。

　行方不明になった二十人のなかにはジャックが含まれている。俺が面倒を見ていた男だ。

　…………。

　やはり、あれか。

　俺の頭にあるのは、一つの言葉。




〝フーシュの人狩り〟




　フーシュとは、コーリン教の大司祭の一人のこと。悪あく辣らつフーシュと呼ばれているが、それは敵には容赦がないだけで、味方には慈悲深い。

　人狩りの噂が出たときは、フーシュを敵視する者からの攻撃と思って聞き流していた。

　実際、フーシュは人を狩っていないしな。

　しかし、今は違う。二十人がいなくなった時期から、フーシュの人狩りの噂が消えたのだ。

　それは偶然だろうか？




　俺は覚悟を決め、コーリン教の教会本部に突撃し、フーシュとの面談を求めた。

　時間がかかる？　構わん。何時間でも、何日でも待ってやる。フーシュに会わせろ。




　まさか、半年も待たされるとは思わなかった。

　いや、フーシュが凄く忙しいのは知っている。頑張っているのも知っている。

　教会関係者が毎日通う俺を哀れんで、こっそりとフーシュの仕事場まで案内してくれたからだ。

　フーシュは熱心にというか、何かに取り憑つかれたように働いていた。素直に凄いと思う。

　俺はフーシュが休憩をしたら、声をかけようと思っていた。だが、その日は、声をかけることはできなかった。

　フーシュは休んでいない。常に何かしらの仕事に追われている。

　コネも何もない俺が、半年も待たされても仕方がないと納得できるぐらいに。




　そして、あれだけ忙しい人が人狩りなんてやっている暇がないと思う。

　俺の中ではすでにフーシュを、いや、フーシュさまを疑う気持ちはなくなっているが、直接否定する言葉が欲しい。それだけだ。

　俺は面会の席で二十人の行方不明者が出たことを説明し、疑ったことを謝罪した。

「申し訳ありません。しかし、全ては行方不明になった二十人を捜したい一心で……」

　あれ？　フーシュさま？　顔色が悪いですよ？　あ、ひょっとしてお疲れでしたか？

「すみませんでした」

　俺に謝罪するフーシュが目の前にいた。

　あれ？




　連絡ミス。それだけだった。

　行方不明になった二十人は、フーシュさまが紹介した移住先で元気にやっているそうだ。

　本来なら、フーシュさまから俺の上司の上司に連絡が行き、俺に伝わるはずだったのだが、どこかで止まってしまっていたようだ。

　冬ぐらいに貴族の家がいくつか潰れたりする事件があったから、その時の混乱に巻き込まれたのかな。

　いえ、フーシュさまを恨うらんだりはしません。

　二十人が元気にやっているなら何も問題はないのです。

　はい、あ、その……疑うわけではありませんが、移住先で様子を教えてくれる手紙などをいただけると、安心できます。

　行方不明になった二十人の中に、孤児にしては珍しく読み書きができる者がいたはずだ。










　夏。

　孤児たちが行方不明になったと騒ぎ出してから半年ぐらいか？

　二十人の代表、ジャックから手紙が届いた。




　ちゃんとした挨拶から始まっている手紙に感心する。

　そう言えば、妙に教養が高いのもいたな。彼に習ったのかな？

　移住先で家をもらった？　ははは、大げさな。

　移住者に家を与えるなんて聞いたこともない。

　誤字だな。もらったのは部屋だろう。

　しかし、それでも十分だ。

　安心して寝られる場所があれば、なんとかなる。

　食事は……おおっ、兎の肉を食べたのか？　あれは美味いな。

　ただ兎は小さいからな。二十人で食べたらあっという間になくなるだろう。

　兎に殺されかけた？　大げさな。兎は力のない女子供が担当する家畜だぞ。

　しかし、兎とはいえ、食われるとなれば全力で向かってくる。油断はいかんな。

　うん、元気にやっているみたいでよかった。




　手紙の端には、孤児が使うサインが書かれている。俺の管理区のサインもある。

　疑ってはいないが、フーシュさまが用意した偽の手紙ということはなさそうだ。

　色々とすっきりだ。

　すっきりなのだが……疑問が一つ。

　この手紙、紙だよな？

　俺はてっきり、板か木の皮に書かれてくると思っていた。なのに紙？　羊皮紙じゃないし……まさか、本物の紙？　紙って高級品だよな？　ジャックたちが作った紙だって手紙には書かれていたけど……これも誤字なのかな？
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　森の中をゴロゴロと転がる一メートルぐらいの球。それが……百ぐらい？

　器用に木は避けるのに、魔物や魔獣には遠慮なく突進。というか魔物や魔獣に向かって突進しているようだ。

　そして正体が判明する。

　球が崩れたと思ったら、手足が飛び出し、突進によって倒れている魔物や魔獣を喰くらっていた。

　それを見た俺の感想は、凶暴なアルマジロ。

　デスボールという名前の魔物らしい。彼らの進路は、大樹の村に向かっている。

「このままの速度ですと三日後ぐらいに大樹の村に到達するかと」

　俺はグランマリアに抱かかえられ、上空からそれを観察していた。

　被害のメインは牙きばの生えた兎うさぎ。デッカイ猪いのししは突進に耐えているが……嫌がって逃げている。

「よく見つけられたな」

　場所は村の南東。グランマリアたちの警戒範囲の遙はるかに離れた場所だ。

「お祭りのあと、ラミア族からデスボールが大量発生する予兆があるから注意するようにと警告されまして」

　ハーピー族に村の周辺警戒を任せ、グランマリアたちは遠方に偵察に出たと。

「魔物が逃げている様子を見て、その後ろにいるのではと考えて見つけました」

　なるほど。

「ラミア族は、デスボールをどうやって退治しているんだ？」

「ダンジョンの入り口を塞ふさぐそうです」

　…………。

　確かに、そうやって通り過ぎるのを待てばいいのかもしれないが……。

「食べられる部分が少ないので、危険なことはしないそうです」

　リスクに合わないってことか。

　だが、大樹の村はそうはいかない。このまま大樹の村にやってくれば、畑が全滅だ。

　…………。

　許さん。




　俺はグランマリアに頼み、デスボールの最前列前に降ろしてもらう。

　そして『万能農具』を構える。

　悪いが、お前たちは害獣だ。




　デスボールは球状でも、獣けもの状でも問題なく『万能農具』で肥料になった。

　さすがに全てが俺に向かったわけではなく、何体かは進路を変えて逃げた。

　まあ、少数なら見逃しても構わないだろう。

　村にさえ近づかなければ。

「さすがですね。私の槍やりでは貫くことができなかったのに……」

「外皮は硬そうだったからな」

　牙の生えた兎の攻撃は、まるっきり役立たずだった。

　しかし、問題は解決した。面倒な相手だった。などと思っているとクーデルが慌あわててやってきた。

「デスボールを発見！　およそ二千！　ここから徒歩で五分の位置！　こちらに向かってます！」

　…………。

　二千？　二百じゃなくて？

「およそ二千です。手でこうやって四角を作って、その中にいる数をかぞえ、全体が四角何個分かで数を把握します」

「村長。戦場で敵兵を数える時の方法です。数に間違いはないかと」

　クーデルの説明を遮ってグランマリアが断言してくれる。

　そうか。いや、疑ったわけじゃないが……。

　二千はどうしようもない。

　さっき、百を相手にしてわかったのだが、あいつらは馬鹿じゃない。敵かなわないとわかると避けて進む。

　十も倒せば、俺には向かってこなくなったので追いかける必要があった。結構、大変だった。

　グランマリアに何度かデスボールの群れの先頭に運んでもらったぐらいだ。

　そして、百を倒すのに半日。

　俺がこのまま昼夜問わずに戦ったとしても……半数を潰つぶせるかどうか。

　半数を潰された段階で進路を変えてくれるならいいのだが……。




　対処をミスったか。

　倒しに出ず、村の防御を固めるべきだった。

　いや、後悔よりも村人の避難をさせないと……くっ、そろそろ日が沈む。

　焦あせる俺をさらに焦らせるように、デスボールの大群が姿を見せた。

　もうここまで来ているのか。

「グランマリア、クーデル！　村に戻って避難命令！　持てるものを持って……」

　俺の命令をさえぎるように、黒い影が森から飛び出した。

　村の方から来た？

　それはザブトンの子供たち。何十匹、いや何百匹？　しかし、無秩序ではない。

　四匹で一グループを作り、木に糸を引っかけて飛んでいる。

　一匹が俺に向かって足を挙げて挨拶すると、そのままデスボールの大群に向かっていった。

　あとは見ているだけでよかった。

　ザブトンの子供たちは、糸で即席の網を作ってデスボールを捕らえ、吊り上げていく。

　デスボールの硬い防御も、殺傷を考えなければ問題ないということだろう。




　日が沈み、また昇った。

　目の前には無数の木に吊られたデスボール。たぶん、数は二千だろう。球状のまま動かない個体、獣状になって動く個体。奇妙な光景だ。

　これをどうするのかと思ったが、牙の生えた兎やデッカイ猪がデスボールを食べてるな。あまり見ない魔物や魔獣もいて、デスボールを食べてる。

　なるほど。転がらない状態なら倒せるのか。

　さすがに、デスボールを捕らえたザブトンの子供たちの傍そばには近づこうともしないが……。

「お前たちは食べないのか？」

　俺が近くのザブトンの子供の一匹に聞くと、ジャガイモの方がいいとジェスチャー。

　わかった。帰ったらジャガイモパーティーだ。




「グランマリア、クーデル。どうだった？」

　ザブトンの子供たちが来てくれたので村の避難命令はキャンセル。

　今は他にデスボールがいないか見てもらっていた。

「大丈夫みたいです」

「逃げ延びた個体を見つけましたが村とは正反対の方向に移動しています」

　一応、槍で突いたけど無駄だったと悲しそうに槍を持ち上げる。

　とりあえず、これで解決かな。




　ザブトンの子供に頼み、デスボールを数体、絞めて持ち帰る。

　硬い外皮をなんとか利用できないかなぁという気持ちと、アルマジロって確か食用だったよなと。

　俺が見ていたアイドル農家番組の次に始まる番組で、世界中の変わった食べ物を紹介するコーナーがあり、アルマジロを食べていた。

　まあ、アルマジロ型であってアルマジロではないから味の保証はできないが……。

　吊られた状態のデスボールに群がっている魔物や魔獣を見るに、味は悪くないのだろう。

　しかし、あれだけ群がられてもザブトンの子供たちの作った網は破れないんだな。







　村に帰り、状況説明。

　村人たちは特に心配してなかったようだが、もう少し危機感を持って欲しいなぁ。

　そう思っていると、クロの子供がやってきて持ち帰ったデスボールを一嚙かみ。硬い外皮を貫いた。

　そして自慢気に俺に見せつけてくれる。

　…………。

　なるほど。

　でもってラスティがデスボールの外皮を素手で引きちぎった。

　俺は心配し過ぎたようだった。

　で、素材になるかなぁと思った外皮はゴミになった。




　とりあえず、その日はザブトンの子供たちのためにジャガイモパーティー。

　生なま、蒸ふかし、焼き、揚げ。色々用意した。

　密かにポテトサラダが人気。ジャガイモだけだと俺が寂しいので、サツマイモも投入。

　大学イモを作成。黒ゴマは塗まぶさないのが俺流。

　メインは助けに来てくれたザブトンの子供たちだが、他の者たちに食べさせないなんてことはしない。

　徐々に人が増え、最終的には宴会っぽくなった。

　わかったわかった。肉を焼こう。クロたちも肉だな。

　ついでにデスボールの肉も使ってみるか。




　あー、ウルザ。

　一応、それはゴミだけど剣で切り刻むと片付けるのが面倒で……てか、剣を振り回すなってハクレンに怒られただろ。その剣、やたら切れ味がいいんだから。ちゃんと言われた場所に保管しておきなさい。

　返事は元気でいいけど、一晩寝たら忘れるのはどうにかならないか？　はぁ。

　デスボールの外皮で何か……鎧よろいとかを作れば丈夫かなと思ったが、あまり硬くないみたいだ。

　貫けないグランマリアたちの槍の方をなんとかした方がいいのかな？　今度、考えてみよう。

　デスボールの外皮は……切り刻まれてしまったが、ボールにするには丁度よかった。

　クロたちの玩具おもちゃだな。

　デスボールの肉は……あっさりしており、鶏肉みたいな感じだ。悪くない。ただ、量が少ない。

『万能農具』で狩ろうと思うと、デスボールはいささか小さい。

　デッカイ猪の方が狩りやすい。

　…………。

　無理に狩らなくてもいいか。ラミア族の対処が正解だな。昔から住んでいる者の知恵というやつだ。今度、もう少し話を聞かせてもらおう。

　他にも厄介な魔物や魔獣がいるかもしれないしな。ああ、北のダンジョンに住む巨人族にも話を聞かせてもらおう。







　夜。

　今回は俺の勇み足だったのかな？　いや、俺だけでやろうとしたのが間違いだった。もう少し、他の住人たちと協力して対処しよう。

　反省しながら寝る。

　俺はウルザとは違う。寝ても覚えているはずだ。たぶん。
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　グランマリアたちの持つ槍はランスのような形で、使い方は真っ直すぐ突撃。

　重量と速度を威力に変えた攻撃だ。

　威力を見せてもらったが、鉄の盾たてを軽く貫いていた。しかし、デスボールには役に立たなかった。

　止まっているデスボールの外皮には全力で攻撃すれば貫けたことから、デスボールの回転がやっかいなのだろう。

　ザブトンの子供たちがいればデスボールは怖くないとはいえ、グランマリアたちはこのままでいいのだろうか？

「いえ、強くなりたいです！」

　グランマリアたちの声。

　まあ、努力は個々でやってもらうとして……俺が手伝えるのは武器。

「槍以外は使えるのか？」

「一通りは。ですが、飛びながらの攻撃を考えるとこの槍が一番合ってます」

　剣だと接近戦になるし、それなりに速く飛べる利点を潰してまで斬きり合うのはメリットが少ないらしい。

　となると、新しい槍を作るのがいいかな？

　ガットに相談してみる。

「槍先の素材が肝心だな」

　そう言われた。

　グランマリアたちの槍は、それなりの素材で作られているので鉄では逆に弱くなる。

「とりあえず、村にある素材で……」

　ハクレン、ラスティの鱗うろこを持ってきて渡す。

「うむ。これを粉にして鉄に混ぜて……俺たちだけじゃ駄だ目めだな」

　手が空いてるハイエルフを数人集め、ガットは頑張った。

　俺はその横で槍の竿さおを黙々と作っていた。




「完成だ！」

　木製の竿に、竜ドラゴンの鱗を混ぜた鉄の槍先。

　普通の槍だな。

　グランマリアに持ってもらった。

　…………。

　何か違う。

　たぶん、みんな思った。

　槍を回収。グランマリア、すまない。戻っていいぞ。




「グランマリアの持ってるランスみたいな形にすればいいんじゃないか？」

「あの形にするのは……この村の設備だと少し厳しいかな」

「そうなのか？」

「作れる鉄量がどうしても。継ぎ足すと強度に不安が出る」

　なるほど。

　となると……別案。

「グランマリアたちの槍の先に装備するものを作ってみたらどうだろう」

「それなら鉄量は少なくてすむが……刺したあとに取れてしまわないか？」

「あー……そうか」

　衝撃のかかる部分だからな。

　相手が巨大だと、槍の先部分だけ相手の体内に残ることもあるだろう。

　それはそれで構わないのではないか？

　その方向で考えていると、クロの子供の一頭が情けなさそうな顔でやってきた。

　どうしたのかと思うと同時に違和感。そのクロの子供はそれなりに大きかったのに、額の角がなかった。




　事情を聞くと、クロの子供はジェスチャーをしてくれた。

　獲物を見つけて、走ったら足を滑らせて……角が木に刺さった。身動きが取れず、もがいていたら根元から折れたと。

　俺はガットとハイエルフたちに断って、クロの子供が案内する場所に行く。

　普通の木の根元に、クロの角が刺さっていた。手で引っ張っても抜けない。

　放置……も、これを見る度にクロの子供が悲しい思いをするのは忍びない。

『万能農具』を小刀にして木を少し削り、角を抜いた。

　返しても……仕方がないよな。

　生え替わりの角を保管している場所に置いておこう。

　俺は角のないクロの子供の頭を撫なでる。

「うん、角がない分、撫でやすいな」

　失言だった。

　あー、他のクロの子供たち、角を岩とかにぶつけない。わざと折るのはよくないぞー。




　俺はガットたちのところに戻る。

　俺は閃ひらめいていた。

　クロの子供たちの角。

　これを槍の先に使えないだろうかと。

　クロの子供たちは、どうぞとアクションしてくれたので竿に取り付けてみる。

　特に槍の先の加工の必要もなく、槍ができた。

　あとはこの角の強度だな。

　ガットたちと共に広い場所で実験。

　目標は鉄の盾。

　とりあえず、あれを貫けないと話にならない。

　槍を構えて突撃……意外と難しい。槍を平行に持つのも一苦労。なのに走るなんて無理。ガットやハイエルフたちも無理。

　住んでいた場所が山や森で、槍を振り回す環境じゃなかったから練習していないとのこと。なるほど。

　試作でグランマリアたちを呼ぶのは気が引けるが、仕方がない。クーデルに来てもらった。

「クロさんたちの角ですか」

「ああ、硬さを確かめたいから、あの鉄の盾を攻撃してくれないか」

「わかりました。ただ、普通の槍ですから……投げてもいいですか？」

「ん？」

「私、投げる方が得意なんです」

　投げる用の槍ではないが、大丈夫とのこと。

　なら問題はない。任せた。

　ついでに竜の鱗を混ぜた鉄で作った槍の威力も試してもらおう。どれぐらいの強度か試したい。

「どちらから試します？」

「じゃあ、竜の鱗を混ぜた鉄の方から」

　こっちが本命だからな。




　鉄の盾を横に置き、上に向ける。

　クーデルは大空に高く飛翔。

　高高度から鉄の盾に向かって一気に降下、地上三十メートルぐらいで槍を投とう擲てき。

　クーデルは速度を落とさず、角度を変えてまた上空に飛び抜けた。綺き麗れいな飛行だ。

　投げられた槍は綺麗に鉄の盾のど真ん中に命中。

　槍は鉄の盾を鈍い音と共に貫き、下の地面に深々と突き刺さっていた。

　地面から抜いても、槍先に欠けはない。いい具合のようだ。

　ただ、やっぱり投げるとなると運用に問題が出るかな。

　投げるのが得意なクーデルも、ランスのような槍を持っているわけだし。

　武器に合わせてスタイルを変えさせるのも悪い。やはり先ほどの計画通りに槍の先に装着するものを作ろう。




　さて、続いてクロの子供たちの角を使った槍。

　新しい鉄の盾を横に置く。

　先ほどと同じ軌道を描き、クーデルが槍を投げた。

　槍は鉄の盾に命中し……大爆発した。

　え？

　上空二十メートルぐらいに昇る爆炎と雷。

　見学していた俺やガット、ハイエルフたちは不意の爆風で飛ばされた。







　被害。

　槍の先は消えていたが竿は少し焦げた程度で無事だった。

　鉄の盾は跡形もなく吹っ飛んだ。現場には浅いクレーターができた。

　クーデルは無事。よかった。

　飛ばされた俺たちはかすり傷。近くの畑に問題はなし。

　ザブトンの子供たちが何匹か爆発の衝撃で落下したが、無事。

　かなり遠い俺の屋敷でお昼寝していたアルフレート、ティゼル、トラインが驚いて起き、号泣。

　あとで出頭しなさいとアンからの伝言を俺が受け取った。

　たぶん、リリウスたちのところにも謝りに行った方がいいんだろうな。




「それで、どういうことだ？」

　クーデルは、特に魔法を使ったわけじゃないとの説明。

　となるとクロたちの角が問題となるが……。

　角が爆発する危険物だとすると……木にぶつかった時に爆発してないか？　いや、これまで爆発していないのが不思議だ。よくわからない。

　わかりそうな人に聞くことにした。

　丁度、アンのクレームを伝えにルーが来ている。

「マジックアイテムよ。あれ」

「え？」

「頭に生えている時は、魔法の杖みたいな役割をしてるでしょ。取れたあとは、効果と属性が固定されたマジックアイテム……知ってるから保管しているんだと思っていたけど？」

　成長の記念で飾っていただけです。

「えーっと……危なくないのか？」

「別に乱暴に扱っても爆発しないわよ。角を持って明確な攻撃意思で……魔法の発動と同じかな。だから、火の中に放り込んでも爆発しないわよ」

　なるほど。

　とんでもない武器を作って……いや、見つけてしまったようだ。

　犬小屋や地下室にはクロたちの角が結構な数、保管されている。

　全部が全部、今の威力だとすると……。

「上級魔法クラスだと思うけど、威力を再確認したいわね」

　…………。

　クロたちに許可をもらい、保管している角を持ち出す。

　新たな竿に括くくりつけ、完成。

　次のターゲットはハクレンの鱗。これを先ほどの盾のように横に置いてみる。

　そして……クーデル、頼んだ。




　クーデルの急降下攻撃。

　また、見事に命中させた。同時に大爆発。おおっ。

　今回は事前に構えていたので飛ばされることもない。

　いつの間にか、周囲には俺たち以外の見学者がいた。

　ドワーフ、山エルフ、リザードマン、獣じゅう人じん族ぞく、文官娘衆……。

　彼らの関心は、ハクレンの鱗がどうなったか。

　爆炎が収まったあと、俺たちは用心してハクレンの鱗を確認。

　…………。

　キラリと光るハクレンの鱗。

　だが、パキッと音がしたと思ったら砕けるように割れた。

　周囲から歓声が上がった。

「竜の鱗を割る……上級じゃなくて特級クラスの魔法みたいね。属性は炎と雷……インフェルノウルフの属性と同じだから、コキュートスウルフだと氷と雷になるのかしら？」

　ルーが妙に嬉うれしそうだ。

「えーっと、村長。凄すごい威力だが、これを武器にするのか？」

　ガットが聞いてくる。

　…………。

「やめておこう」

　危ないから。

　ウルザとかが持ち出したら被害が凄いことになりそうだし。

　グランマリアたちの槍のパワーアップは、竜の鱗を混ぜた鉄による槍の先で。

　ただ、この爆発は盛り上がるのでお祭りや武闘会の開始の合図で使ってもいいかもしれない。

　生え替わる度に補充できるしな。




　さて、あとはガットたちに任せた。

　俺の視線の先には、どう見ても怒ってますというポーズのアン。

　一回目を謝る前に二回目をやったのは失敗だった。反省。

　だが、言いわけをさせてもらえるならルーが……あ、はい。すみません。ごめんなさい。
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　染料。

　主に糸や布などに色を付けるもの。

　現在、村の衣類の大半は、ザブトンの子供たちが森から集めた草や実で染められている。

　なので、染料に対して俺はそれほど関心がなかった。食べられないしね。




　その染料がマイケルさんのところから村に運び込まれた。

　赤、青、黄、緑、黒、茶、白、桃、橙オレンジ。

　どれも綺麗な色だな。それぐらいの感想。代金は俺が払っているが、染料はそのままザブトンのところに行くしな。

　そんな俺に染料に興味を持たせたきっかけは、一匹のザブトンの子供。

　ザブトンの子供たちは、色々な形や模様がある。ただ、基本カラーは黒。なのに、身体の半分を不自然に赤くしているザブトンの子供がいたのだ。

　返り血かと思ったら違った。

　マイケルさんの持ってきた染料の壷に誤あやまって落下、体の一部を染めてしまったのだ。

　体調に問題はなし。

　目に色がついてしまっているが大丈夫なのか？　大丈夫？　大きなコンタクトレンズみたいに目のカバーがぽろっと外れた。便利だな。

　身体の方も、十日もすれば外皮を剝はがせるので気にしないで欲しいそうだ。そうか。

　しかし、半分だけ赤いのは目立つな。

　俺の目の前にはまだザブトンに渡していない染料があった。




　水に染料を溶いてペンキのようにし、中途半端に染まっているザブトンの子供を真っ赤に塗ぬってやった。

　塗りムラもなく、なかなかの完成具合。

　本人も気に入ったようで、よかった。

　うん、動く動く。速いぞ。

　問題は……他のザブトンの子供たちがジッと俺を見ていることだな。




　赤、青、黄、緑、黒、茶、白、桃、橙オレンジ、水玉、ストライプ、チェック、ジャングル迷彩……。

　しばらく、村ではカラフルなザブトンの子供たちがウロウロすることになった。

　ちなみに、俺が施したジャングル迷彩にザブトンが刺激を受け、迷彩パターンの服が何着も作り出された。

　ハイエルフたちが気に入って、時々、着てたりする。







　ハクレンのお腹が目立つようになってきた。

　ライメイレンたちが、竜の妊娠中は気が荒くなるみたいなことを言っていたが、そんな兆候はない。穏やかなものだ。

　以前に注意したから、昼寝はするものの夜もしっかり寝ているので健康そうだ。適度な運動もしている。

　色々と順調。その一言に集約される。

「ハクレン、何か欲しいものはあるか？」

「じゃあ、甘いお菓子」

「甘い？　妊婦は酸っぱいものが欲しくなるんじゃなかったか？」

「そんなことはなかったかなー。お肉は食べたくなったけど」

「なるほど。それで、今はお菓子ね」

「〝甘い〟お菓子」

「はいはい」

　俺は台所でお菓子を作る。

　甘やかし過ぎだろうか？　そんなことはない。ルーやティア、リアたちやアンの時も作ったぞ。







　クロたちの角を使った攻撃を花火のように扱う実験が、村の南側で行われた。

　と言っても、クーデルがやっていた急降下からの投下を天使族全員でやっているのだが……。

「命中率、高いな？」

　今のところ、一メートル四方の目標に対して九割以上の命中率。

　正確にはティア、クーデルが十割。グランマリア、コローネは何本か外している。外していても、僅わずかにずれるぐらいで大外しはない。

　現在までは命中率を確認するため、普通の槍を投げてもらっていた。

　だからだろうか……。

「あの、村長。練習用の槍ではイマイチ感覚がつかめないのですが……」

　クーデルが本物を投げさせて欲しいと希望してきた。

「最後に一本ずつ本物を渡す。外すなよ」

「はい」

　思えば、一回目は非常に危なかった。申し訳ない。




　本物を使うので、先に村に連絡。アンに怒られるのは避けたい。

　子供たちは寝ていないことを確認。

　当然、実験現場である村の南側へは近づかないように指示。

　指示したのに……見学者がチラホラいる。酒を片手にしているのもいるな。

　本番で怪け我がしないための実験なんだが……クロたちやザブトンたちも来たようだ。はぁ。

　こちらの決めた安全距離はしっかりと取るように。




　旗を振って、上空のティアたちに連絡。

　一人ずつ……と思ったら四人で編隊を組んで飛び出した。

　え？　まさか……。

　四人は綺麗な編隊飛行をしたあと、急降下……。

　地上には四箇所の的がある。それがほぼ同時に吹っ飛んだ。

　見学者たちの歓声が上がる。

　ただ、的の設置間隔が狭かったからか、爆炎は互いに干渉し合ってあまり綺麗じゃなかった。

「十メートルずつ、間隔を広げた方がいいですね」

　クーデルがいそいそと的を再設置している。

　再設置はいいが……え、さっきのが最後って言ったよな。

「万全を期すため、再度の投下実験を行いたいと思います」

　もう持ってるよな。飛んでるよな。笑顔が怖こわいんだが？

　…………。

　天使族四人による投下実験……というか花火は結構な時間、続けられた。

　どれぐらい続けられたかというと、アンが俺を怒りに来るぐらいに。

　俺は悪くない。

　はい、すみません。監督責任ですね。

　怒っているのはうるさかったからではなく、楽しむなら私たちも誘えというもの。申し訳ない。







　用意していた二十本の槍は、全て消費されてしまった。

　まあ、ストレス発散にはなったのだろう。

　天使族の四人や、見学者たちは笑顔だ。

　ウルザも笑顔だ。目をキラキラさせてる。

　…………。

　一時は疑ったが、さすがのウルザも勝手に持ち出したりはしないと思う。

　だけど、それには関係なく角の取り扱いは、厳重にしよう。







　後日。

　しばらくの間、クロたちを見るクーデルの目が少し怖かった。

　角ばかり見ないでやって欲しい。










　トリュフ。

　前に皆が喜んだので育てているが、俺はあまり好きじゃない。マツタケの方がいいと思う。

　そう思ったので、マツタケを育てた。

　赤松から育てたので、かなり時間がかかった。しかし、目もく論ろ見み通りにマツタケが育ったのは嬉しい。しかも豊作だ。ありがとう『万能農具』。

　しかし、浮かれて収穫したりはしない。

　今までの反応から、マツタケの人気はあまり出ないだろう。

　同じ味を喜びたいが、強要はしない。彼らのために、トリュフもしっかり育てている。

　マツタケ一に対し、トリュフ五十。

　これだけあれば、揉もめないだろう。収穫に同行したクロの子供たちが、トリュフを育てている場所に近づくと尻尾しっぽを激しく振り始めた。

　前は全員には食べさせられなかったからな。これだけあれば……一欠片かけらぐらいは食べられると思うぞ。

　クロの子供たち、数が多くなったからなぁ。




　俺は屋敷に帰り、調理を手伝った。

　トリュフは予想通り人気。

　マツタケは……予想以上に人気だった。

「こんなに美味おいしいのに、どうしてもっと育てなかったのですか？」

　決め付けはよくないな。

　そう思いながら、自室に持ち込んだマツタケを出すかで少し悩む俺だった。
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　俺の名はガルフ。

　ハウリン村で一番の戦士。

　以前はそれが自慢だったが、最近はそれが自慢にもならないことを知った。

　世の中は広い。




　俺はハウリン村からガットの弟子が移動するのに同行し、大樹の村に来た。

　ここはいい村だ。

　飯が美味うまい。酒も美味い。そして俺より強い者がゴロゴロいる。

　インフェルノウルフやデーモンスパイダーに勝てるとは思わないが、人型相手ならなんとかなるかと思ったが駄目だった。

　手も足も出ないってのは、本当に久しぶりの感覚だ。

　現在の目標は、リザードマンのダガ。本当に強い。尻尾攻撃を封印してもらっても勝てない。だが、それがいい。







　お祭りで遊んだあとは、商人のマイケルに同行してシャシャートの街に行く。

　見聞を広めるためという理由だが、それ以外に目的が二つある。

　一つは冒険者登録。

　登録はしていたのだが、一定期間、活動がないと剝はく奪だつされてしまうのだ。

　ぶっちゃけ、定期的に居場所を教えるだけで剝奪処分は回避できるのだが、ハウリン村からなかなか離れることができなかったので剝奪処分されてしまった。まあ、忘れてたってのもある。

　なので改めて登録。また一からやり直しだ。

　登録は冒険者ギルドのある場所ならどこでも可能だが、今後を考えてシャシャートの街にした。

　二度ほど来たことがあるが……前に比べ、かなり活気がある。新しい建物も増えたな。




「宿泊は、我が家にどうです？」

　商人のマイケルが誘ってくれるが、遠慮する。

　俺は上品じゃないからな。俺みたいなのが出入りして、商売の邪魔をするわけにはいかない。

「そうですか。では、こちらの宿にどうぞ」

　マイケルが案内してくれたのは、立派な宿。真新しい建物のようだ。

「私の商会で経営している宿です。代金は不要ですよ」

　…………。

　マイケルはかなり儲けているようだ。こちらはありがたく受けておこう。




　宿に入ると胡う散さん臭い顔をされたが、後ろにいるマイケルの顔を見たあとは凄く丁寧に応対された。

　マイケルと別れ、案内された部屋は凄かった。たぶん、この部屋って一番いい部屋じゃないかな？　本当に代金は不要なのか？　ちょっと心配してしまう。

　気を取り直して、ホテルの従業員に冒険者ギルドの場所は変わってないかと聞いたら、冒険者ギルドの幹部を呼びましょうかと言われた。

　さすがにそれは遠慮する。

　再登録で幹部を呼ぶって、なんだか恥ずかしい。




　冒険者ギルドの場所は変わっていなかったが、内装が少し豪華になってる。景気がいいのだろう。

　俺はさっさと用件を終わらせるため、受付に行く。

　三人ぐらいの列が順調に進み、俺の番。

　俺みたいに登録を抹消されるのは珍しいが、皆無じゃない。受付は慣れたように再登録をしてくれた。




　ランクは一。一番下だ。

　依頼を受けてランクを上げていくことで、大きな依頼を受けられるようになる。信頼度を示す数値だ。

　ちなみにだが、冒険者ギルドは世界に一つしかないわけではない。種類は複数ある。

　やっていることは一緒だが、ランク表示が記号だったり、鉱物の名前だったりする。

　またランクの上がる条件も違ったりするので、一概にどこがいいとか、どのランクが信頼度が高いとかは言えない。

　ここシャシャートの街にある冒険者ギルドは、コーリン教が運営母体の冒険者ギルドで多数の国に跨またがる有名どころの一つだ。




　再登録を終わらせ、外に出ようとすると邪魔された。

「おいおい、俺たちに挨拶はないのかよ」

　…………。

　冒険者ギルドの名物だ。うっとうしい。

　冒険者ギルドの方も把握しているが、こういったトラブルを自分で解決できないようでは冒険者には相応しくないと考えて放置らしい。

　初心者の最初の試練みたいなものだ。だが、俺は初心者じゃない。

「うせろ。再登録だ」

「おいおい、今時そんな理由で切り抜けられるとでも思っているのか？」

　……考えてみれば、さっきのセリフは俺が冒険者をやっている時に流行った逃げ口上だ。どう見ても初心者が再登録を主張するのは当時の俺も笑ったが……。

　俺がそこまで初心者に見えるのか？　それともこの目の前のチンピラは俺を歯し牙がにもかけないほど強いのか？

　…………。

　そうは見えない。そうは見えないが、試してみる。

「わかった。骨を折られるぐらいの覚悟はしろ」

　俺はしている。

「え？」

　骨を折ったりはしなかったが、関節を四箇所ほど外してやった。

　四箇所で終わったのは、ギルド職員が止めに入ったからだ。

　止めるなら最初から止めろ。俺が再登録だってお前らは知っているだろうが。

　そしてチンピラ。

　声をかけるなら相手を見てかけろ。無駄な時間だった。




　冒険者ギルドを出てから宿に向かうまでも、無駄な時間は続いた。

　チンピラ、ゴロツキが三組で合計十二人。

　面倒臭い。本当に。というか……俺って、そんなに弱そうに見えるのか？　ショックだ。







　宿で食事。

　うん、不味まずい。いや、たぶん美味い部類の食事なのだろう。大樹の村で食事をして、舌が肥えてしまった。

　ハウリン村でも、大樹の村から買った作物や調味料を使っている。それに慣れていると厳しい。

　だが、俺には秘密兵器がある。大樹の村を出る時、村長が小遣いと共に持たせてくれた。

　醬しょう油ゆと味み噌そ、そしてマヨネーズ。

　宿の料理人には悪いが、使わせてもらう。ふふふ。美味い。

　おっと、隣の客が見ているな。悪いがこれは俺のものだ。譲らない。そんな目をしても駄目だぞ。

　…………。

　わかった、ちょっとだけだぞ。恩に思わなくていいから、それ以上味噌を取るな。







　翌日。

　俺の二つ目の目的を考える。

　それはシャシャートの街で行われる武闘会への参加。

　武闘会は以前からあったが参加メンバーがいまいちで、街角ナンバーワン決定戦みたいな内容だった。

　だが、マイケルが金を出して、しっかりとした大会にしたらしい。

　一ヶ月ごとに小大会を行い、三ヶ月ごとに大大会。そして年に一回、総まとめ的な特別大会を行っている。

　今では魔王国だけでなく、他国からも参加者が来るらしい。

　俺はその武闘会の話をマイケルから聞き、興味を持った。冒険者ギルドへの再登録もあったしな。

　大会は五日後に予選が行われるそうだ。







　大会は終わった。

　俺の優勝。

　だが、なんの感動もない。

　相手が弱過ぎた。話にならない。大樹の村の一般の部の方が強いんじゃないか？

　そのくせ、対戦相手は試合前にやたらと俺を煽あおってくる。口で喧嘩するのが流行っているのだろうか？　その割には賞金額は凄いな。




　何人かの貴族から部下にならないかと誘われたが遠慮する。

　顔を知っているのがいた。

「ガルフだったか？　大樹の村にいたな」

　魔王国の幹部の一人、ランダンだ。

　親しくはないが、祭りでちょっと喋しゃべった。

　時間的に、祭りから帰ったあとにすぐにこの街に移動したのだろう。幹部も大変だな。

　大樹の村のことを考え、丁寧に頭を下げておく。

　ランダン、ここに出てた者たちよりは強そうだ。

「アンタが出てれば、もう少し盛り上がったんじゃないか？」

「ははは。やめてくれ。俺はただの内政官だ。それより、お前がこの大会に出るのは反則じゃないか？　弱い者いじめだろ？」

「んー？　そうか？」

「そうだよ。まあ、その辺りを考えて、その武器なんだろうけど……。知らないやつからすれば舐なめてるのかって平静を失ってたな。それを狙ってたのか？」

　え？

　俺は自分の武器を見る。大樹の村で練習に使っていた木剣。村長に作ってもらったものだ。馴な染じんでいたから気付かなかった。

　あっ！　ひょっとしてこれで俺が弱いって思われたのかな？

　考えてみれば、服装も普通の私服だ。鎧を装着していない。大樹の村の連中相手だと、鎧を装着しても意味がなかったからな。鎧の継ぎ目を簡単に狙ってくる。

　それならばと鎧を脱いで速度を重視していたから、そのままだった。

　この格好だから、弱いと思われたのかな？

　そうだと信じたい。

　しかし、練習用の木剣で済む相手って……。

　マイケルに伝えよう。月一の小大会かもしれないが、もう少し強い者たちを揃そろえろと。




　一年に一回の特別大会だったらしい。

　だからランダンがいたのかと納得。

　しかし、あれでか……集まりが悪かったのかな？







　さて、目的達成。

　あとは見聞を広めるために適当にぶらぶら……いや、大樹の村の武闘会には出たいな。

　帰りはマイケルの商品護衛として同行すればいいか。

　次の便を確認。

　結構、頻繁に運んでいるんだな。時間的には余裕がある。

　魔王国の王都に行くか……いや、船に乗って南大陸とかもありだな。










　二十日後、俺は大樹の村にいた。

「もう戻ってきたのか？」

「ああ。これ、お土産」

　俺はシャシャートの街で買った大量の民芸品を、村長に渡す。

　人形、仕掛け箱、動物を模した彫り物、装飾品。

　村長からもらった小遣いと優勝賞金をほぼ全額使った。

　評価は……ウルザやナートが人形を村長にねだっている。アルフレートやティゼルも動物を模した彫り物に興味を持ってるな。

　俺の選択は正解だったようだ。

　だから山エルフよ、いきなり仕掛け箱を分解して構造を調べようとしないで欲しいな。俺も仕掛けに興味はあるけど。




「こんなに悪いな」

「気にしないでくれ。それ以上に世話になっている」

　大樹の村にいる時は娘やガットの手伝いをしているが、基本は自由。

　リザードマンやハイエルフ、山エルフたちと戦闘練習をさせてもらっている。この前は乗馬の練習もさせてもらった。

　その上で飯を食わせてもらっているのだ。これぐらいでは恩は返せない。

「そうか。まあ、今日はドライムが来たから宴会だ。遠慮なく食ってくれ」

「おう」

　知ってる。

　俺をここまで運んでくれたのは、竜のドライムさまだ。

　実は期待していた。

　ここの飯はやっぱり美味い。酒も。

　そして思い出す。

　シャシャートの街での苦しみを。

　醬油、味噌、マヨネーズ。旅のお供の調味料。

　不味い料理を極上に……は言い過ぎにしても、それなりに食える味にしてくれる。特にシャシャートの街の海産物に醬油はベストマッチだ。

　それが尽きてしまった。十分な量をもらっていたのに。

　配り歩いたわけじゃないが、各所で欲しがられた。

　特にランダン。

　調味料を持っていることを言ってしまったため、狙われた。四分の一も持っていかれた。くっ。

　最終的には魔王国の幹部であることを前面に出してきやがって……。

　あと、宿で食事をする度にねだってきたやつ。確実に俺と同じ時間に食事をするようにしていたな。席も常に俺の横に来たし。




　いつの間にか、俺の活動限界が調味料の残量と等しくなっていたとは……うかつ。

　だが、重要なことだ。

　本格的にここへの移住を考えた方がいいかなぁ。

　娘もいるし、ガットもいるし、強いやつも多いし。

　次、ハウリン村に戻ったら妻に相談しよう。










　余談。

　冒険者ギルドにある依頼が出た。

『醬油、味噌、マヨネーズなる調味料を確保して欲しい。夢に出てくる。本当にお願い。それが無理なら、シャシャートの街の武闘会で優勝したガルフという戦士と連絡を取りたい。頼む』

　依頼主はとある貴族の坊ちゃん。

　報酬は凄い額だった。
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　今年の夏を一言で表現するなら、〝プール〟が相応しいだろう。

　きっかけはため池で泳ぐウルザ、ナートと獣人族の男の子たち。

　ザブトンが作った水着をしっかり着用しているが、ため池は逆ピラミッド型。中央付近は深いので危ない。

　それに、ため池の水は飲まないが、色々なことに使うのでそこで泳ぐのはちょっとやめて欲しい。

　なので、ちゃんとしたプールを村の西側に作った。

　水源はため池から川に戻す水。スライムで浄化しているから綺麗だ。

　プールの深さは一メートル、長さは十五メートルぐらいで幅は三メートル。竹を三十センチぐらいに切り分け、ザブトンが作ってくれたロープを通し、レーンを分ける。これで競争もできるぞ。

「狭い」

　……拡張。

　深さは問題ないようなので、長さを二十五メートルで四レーン。これでウルザたちも満足。

　ここまでにするのに二日かかった。

　昔の水路作りやため池作りのことを考えると、自身の成長を感じる。




　プールが大きくなると、ウルザたちだけでなく他の者もやってきた。

　だが、今のプールはウルザたちより小さいアルフレートやティゼルなどの小さい子には深過ぎるし、大人たちには浅過ぎる。

　いや、実際にはウルザやナートにも少し深いのだが、彼女たちは気にせずに遊んでいる。溺おぼれるなよ。

　ともかく、新しくプールを作る。




　まずは小さい子用の丸いプールを作成。

　深さは三十センチ、幅は直径で三メートルぐらい。

　これはすぐに完成。

　一人では絶対に入らないように。

　監視役を大人たちに持ちまわりで頼んだ。アルフレート、ティゼルのことを頼んだぞ。




　次に深いプール。

　深さは両端が二メートルで、真ん中付近が三メートル。長さは五十メートルで、五レーン。

　五日ぐらいで作った。

　リザードマンたちが気持ちよく泳いでいる。

　あ、なるほど尻尾を使って泳ぐんだな。知ってたけど、改めて感心する。

　…………。

　何か足りないなぁと思って気付いた。

　スタート台を設置。

　プールにはこれがないとな。ん？　ああ、ここに立ってスタートするんだ。勝負して勝った人が立つ場所じゃないぞ。

　……わかった。表彰台も作ろう。

　だからそこはスタートをする時に立つように。




　飛び込み台も考えたが、もっと深いプールにしないと危ないかな。

　これはなしで。




　かなりの人数が集まりだした。

　ザブトンたちが作り出した水着に着替えては、プールに飛び込んでいる。

　いつの間にか、ハイエルフたちが更衣室を作り上げているな。

　クロの子供たちも泳ぎだした。器用なものだ。

　馬、お前もか。

　……ん？　あれ？　脱走？　脱走じゃない？　ちゃんと乗り手が……ああ、ハイエルフが乗ってるな。

　ちゃんと水を浴びさせてから入るように。




「村長、プールをもう少し広げてもらえませんか？」

　プールが混み過ぎてきた。

　圧倒的に泳げる場所が足りない。だが、問題はプールの広さではない。

　ちゃんと泳ぐ者と、まったり涼すずむ者が混在することだな。

　仕方がない。手伝える者は手伝うように。

　俺はさらにプールを作った。







　十日後。

　これまで作ったプールを取り囲むように作られたコース状のプールが完成した。

　深さは二メートル、幅も五メートルぐらい。コース全長は……グネグネ曲がっているからよくわからない。

　ただ、五十メートルプールと二十五メートルプールを囲んでいるのでそれなりに長いと思う。




　水を流し込み……あ、魔法で水を出すのね。お願いする。

　水が溜まれば、プールに来ている大人たちにコースに入ってもらい、一定方向に歩いてもらう。

　流れを作るのだ。

　そして程よく流れができたところで、浮き輪……があればいいのだがないので桶おけや樽たるを代用品として投入する。

　プールに来ている村人たちは俺の行為の意味がわからなかったようだが、ウルザが反応した。

　流れるプールの上に浮かぶ桶に乗り、コースを遊覧。

　それを見て、次々と……さすがにそれだけが乗ったら沈むぞ。まったり楽しんでくれ。

　これでちゃんと泳ぐ者と、涼む者で住み分けができたかな。

　…………。

　流れるプール、大人気。いや、それは嬉しいけど。

　ザブトンの子供たち、俺に気を使わなくていいんだぞ。お前たちも流れるプールに行って……あ、行くのね。

　…………。

　五十メートルのプールで、俺はのんびりと……寂しい。

　俺も流れるプールに行く。







　プールの周囲には、脱衣所、トイレが完成しており、さらには屋台がいくつか出てそれなりに賑にぎわっている。

　屋台をやっているのは鬼人族メイドや文官娘衆たち。

　水着にエプロンという格好で、調理していた。涼しそうだけど、火を扱う時は注意するように。




　屋台で作られているのは、カレー、ラーメンっぽいもの、ヤキソバっぽいもの、カキ氷、ジュース。

　酒もあるけど、飲んで泳ぐのは危ないから飲んだ者はプールに入っちゃ駄目と決めた。

　なのでドワーフたちは全力でプールを楽しんだあと、屋台近くのテーブルで酒と食事を楽しんでいる。

　まあ、予想通りだ。

　食事の一番人気はカレー。

　美味いのはわかるが、顔についてるぞ。顔を洗ってからプールに入るように。

　ラーメンっぽいもの、ヤキソバっぽいものは、俺の記憶を頼りに再現しようとしたが、しきれなかった料理。

　スープパスタ、焼きパスタと言った方が近いかもしれないが、不味いわけじゃない。

　お祭りや武闘会の時の定番料理になるぐらいには広まっている。ただ、俺の中であれをラーメン、ヤキソバと言い切るのに抵抗があるだけだ。

「村長、醬油ラーメン肉増し、お待たせしました」

　村人たちの中ではラーメン、ヤキソバで定着してしまっているが……。

　気にはしない。うん、美味い。




　プールサイド、水に濡れない位置で涼んでいるのがハクレン、酒スライム、猫。

　ちょっと変わった組み合わせだ。

　ハクレンは妊婦だからな。身体を冷やし過ぎないように。

　酒スライムは……好きなだけ飲め。

　猫はその酒スライムの隣で伸びてる。今度、ガットと相談して鉄の毛ブラシでも作ってやろう。




　プールでは、ティアやグランマリアたち天使族が少し変わった楽しみ方をしていた。

　まず、プール上空でパタパタとホバリング。でもって斜めに水面に突入、潜水、浮上してまた水面に。

　水鳥みたいだな。

　潜水時間が時々、長いのが不安にさせてくれる。

　プールの底にぶつからないように注意して欲しい。

　え？　目標になるものが欲しい？　じゃあ、布製ボールをどうぞ。




　ルーは浅いプールでアルフレートやティゼルの面倒を見ながらまったり。

　お母さんしてるなぁ。

　俺もお父さんしたいのだが？　あ、はい。ジュースをもらってきます。




　しばらくすると、各自は仕事の合間にプールで遊び、風呂に入ったあとは家でまったりと食事をするのが定番になった。

　麦で作った酒、麦酒ビールを冷やしたのが大人気。

　ドワーフたちから、来年の大麦の作付けを増やすように要求された。







　こんな感じの夏だった。

　そろそろ秋なので、プールを閉鎖するのが少し寂しい。

　文官娘衆たちと相談し、プールの閉鎖イベントを行うことにした。

　イベントと言っても、村全体でやる普通のバーベキューだ。こういったイベントは気持ちの切り替えを助ける効果があるらしい。

「涼しくしてくれたプールに感謝して」

　また来年。

　バーベキューは美味かった。







　まあ、閉鎖と言ってもため池から川へ戻る水を利用しているのでプールに水は入り続け、流れ出続けるからため池二号として活用はされる。

　リザードマンたちがため池二号の管理を名目に、楽しんでいたりする。見ないふり。

「ウルザは駄目だぞ」

「ぶー！」
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　俺の名はヴォルグラフ。魔王国貴族であるゴフリル子爵家の嫡ちゃく男なん。

　自慢ではないが次期当主だ。そして自慢ではないが、今のゴフリル家は俺で持っていると言っても過言ではない。

　父は無能ではないが優し過ぎる。その欠点を補うのが俺。ゴフリル家の厳しさ担当。

　とはいえ嫡男。どうしても出られない会議やパーティーがあるのは仕方がない。

　そこで父が変な約束とかしないように、会議やパーティーの前に注意するのが日課になっている。

　父は俺に家督を譲ろうかと言ってくれているが、父はまだまだ元気。さすがにそれは気が引ける。

　一人、楽隠居なんかさせるかという気持ちがないわけではない。

　俺はゴフリル家の厳しさ担当。







　ある日、父がかなり上機嫌で帰ってきた。

　今日の予定は、クローム伯との会食。

　いい料理が出たのだろう。クローム伯との話より、あれが美味かったこれが美味かったと言っている。

　いや、嬉しいのはわかるが、クローム伯とちゃんと話をしたのか心配になってくる。

　あ、メモを取ってたのね。確認。

　……それほどゴフリル家に不利な話ではない。一安心。

　だが、メモに一行、見逃せない部分があった。

「父上。これは？」

「おお、それか。それは向こうが是非にという話だ。一応、明言は避けたが……受けねばならんだろう」

「むう」

　俺は困った。

　話の内容は、お見合い。

　俺の結婚相手に、とある娘はどうだという話。

　別にこの手の話は珍しい話じゃない。これまでにも何回かあった。まとまらなかったけど。

　ただ、今回の話は少し困る。なにせ相手が魔王国四天王の一人、ランダンさまの妹。

　ランダンさまは庶民でありながら、実力で魔王国四天王の座に就いた英雄。魔王国の内政は彼で持っていると言える人物だ。

　その彼の妹。

　お見合いをすれば、こちらから断れない。断るためには、それ相応の理由が必要とされる。

　貴族じゃないという理由はどうだろう？

　駄目だ。俺は前々からその辺りは気にしないと公言している。

　それに、ランダンさまは庶民だが四天王位は公爵家扱い。

　四天王を辞めたとしても、元四天王なら侯爵ぐらいの扱いになる。

　その妹なら貴族じゃないとの言い訳は通用しない。

　では、年齢は？　俺の年齢に対し、相手は三つ年上。

　これも駄目だ。

　俺は前々から年上でも気にしませんとか言っちゃってる。くそう。

　ん？　なんだメイド？

　結婚すればいいじゃん？

　馬鹿を言うな。俺には心に決めた方がいるのだ！

　そう、俺の憧れの女性。

　それはクローム伯の娘であるフラウレムさま。

　文武両道、才色兼備を体現した女性で、俺ぐらいの世代の男性の憧れ。

　急に学園を辞め、聞いたこともない場所に赴任してしまった。結婚の噂うわさもあるけど、俺は絶対に信じない！

　いつか俺がフラウレムさまと結ばれるのだと心に決めている！




　とりあえず、俺は逃げた。

　俺がいなければどうしようもあるまい。

　シャシャートの街でしばらくのんびりさせてもらおう。

　丁度、シャシャートの街で武闘会が行われる。

　部下の数人でも出場させれば、シャシャートに滞在する理由にはなるだろう。

　なんだ、メイド。その腐ったものを見る目は？

　時間稼ぎにしかならない？　先送りにしているだけ？

　ははは、お前にこの言葉を送ろう。

「今がよければ全てよし！」




　シャシャートの街はここ数年でかなり発展している。

　ゴロウン商会が大金を投資しているからだ。羨うらやましい。

　我が領地にある街にも投資してもらえないだろうか？　この街の十分の一でも構わないのだが検討を……。

　ごほん。

　羨んでも仕方がない。ゴロウン商会にコネがあるわけでもないしな。

　しかし、ゴロウン商会の取り扱っている商品には興味がある。フラウレムさまも絡からんでいるとの噂もあるしな。

　まあ、慌てる必要もないだろう。

　まずは宿を……なに？　安い宿は全部埋まっている？　なぜだ？

　あ、武闘会があるからね。なるほど。仕方がない。

　我がゴフリル家は貧乏ではないが、決して裕福でもない。

　今回の滞在費は全部俺のお小遣い。無駄使いはできないが……宿は必須。

　多少、高めでも……うぬ。

　この値段だとお前たちメイドや従者の寝る部屋が取れない。

　さすがにお前たちを馬小屋に寝かせるわけにはいかん。

　え？　ここに親戚の家がある？　他の者も？

　あ、そういうメンバーで従者やメイドを構成したと。なるほど。さすが我が家臣。すばらしい判断だ。

　となれば、残るは俺だな。

　さすがにお前たちの親戚の家にお邪魔するわけにはいかん。

　そうなると宿で俺一人になるのだけど？　だ、大丈夫だ！　一人でなんとかなる！




　くっ、なんともならなかった。

　服なんぞ畳んだこともない。従者やメイドたちは日中はいてくれるが、夜はいない。不便だ。

　だが、これぐらいの試練は耐えてみせる。大丈夫だ。ひ、一人で寝れる。




　食事をどこで食べるのですかと聞かれたので、食堂でと答えた。

　部屋に持ってきてもらうと、少し値段が上がるからだ。こういった部分はケチっていこう。

　一応、武闘会に部下を出すことで賞金が期待できるが……絶対ではないからな。

　おおっと。

　部下の賞金を奪うケチな男と思わないように。

　出場する部下たちの衣食はちゃんと面倒を見ているし、武具防具も揃えた。

　賞金も全額寄越せというわけではなく、半額だ。

　ちゃんとこの辺りは話をして、互いに納得済みの契約だ。何も問題はない。




　食事は文句なく美味かった。こんなに美味い料理は初めてだ。

　少し前までの俺なら、料理なんぞ口に入ればいいと言っていたのだが、それを聞いた料理人たちが俺には硬く焼いたパンしか出さなくなった事件を経て、俺は成長したのだ。

　料理、大事。マナーを守ってしっかり食べる。

　んー？　なんだ、あいつは？

　隣のテーブルのやつに何かを強請ねだっているな。みっともない。

　あれ？　見覚えがあるな？　確か、男爵家の息子だ。

　爵位は父より下だが、金持ち具合は向こうの方が圧倒的に上。

　それなのに横のテーブルの者……見た感じ、知り合いではなさそうだな。

　簡単な格好の獣人族の男。武闘会の見学者か？　いや、そんな者がこの宿にいるはずがないな。

　ならば出場者か。仕え先を探しているなら、相手が貴族では断れないか。

　仕方がない。俺が言ってやめさせてやろう。

　有能であるなら、我が家で雇ってやってもいい。

　…………やめた。

　あの獣人族、めちゃくちゃいい料理を食ってた。

　たぶん、この宿の最上級。くっそー。







　シャシャートの街の武闘会が始まった。

　誤算だった。

　今回の大会は年に一回の特別大会。魔王様も注目している。

　だからだろう。ランダンさまが来ていた。

　まずい。顔を合わせたら、お見合いの話が出る。そうなるとお見合いまで一直線。

　逃げる？　馬鹿を言うな。

　ここまでの宿代やその他諸々の経費を回収しなければ、俺は何もできない。

　出場する部下は三人。誰でもいいから準決勝まで行ってくれればなんとかなる。

　しかし、優勝するのは困る。優勝すればランダンさまが賞品や賞金を授与するのだ。

「貴殿のような優秀な人材、どうだろう？　俺に仕えないか？」

　そう言われたら、部下たちはこう返すしかない。

「私はすでにゴフリル家に仕えています。今回の大会も我が主のご子息が……」

　俺がいることがバレる。

　バレたら、どうして挨拶に来なかったとなる。どうしよう。わざと負けさせるのは部下たちに悪いしな。




　心配する必要はなかった。

　俺の部下たちは、全員がすぐにやられた。信じられない。

　大会に出た部下たちは絶対に強い。ゴフリル家でも有数だ。

　俺は優勝を疑っていなかったのに……。

　強い者はいくらでもいると考えを改めさせられる。

　世の中は広い。本当に広い……。

　俺の部下に勝った猛者もさを、木剣で軽くあしらっている者がいる。しかも防具を装着していない。

　試合に挑むというより、ぶらりと散歩に来たといった感じ。

　なのに対戦相手の攻撃を軽やかに避け、相手の防具がある場所に一撃。それで終わり。

　わざわざ防具のある場所を攻撃するのは、必要以上に怪我をさせないためだろう。高そうな防具が砕けて、経済的には涙目だろうが……。

　その男の試合は全て同じような調子で、そのまま優勝した。

　獣人族の男。

　宿で最上級の料理を食っていた者だ。

　くう、俺にあの強さがあれば、フラウレムさまだって……。




　油断した。

　ランダンさまに見つかった。逃げられない。

　優勝者に見み惚とれていたのが悪かった。

　ランダンさまが近づいてくる。

　優勝者を伴ともなって……親しい感じだが知り合いなのか？

　予想通り、お見合いの話が出た。

　仕方がない。お見合いを受けることは確定。あとは……相手が俺を嫌う可能性に賭ける。

「見合いの席では最高の料理を用意しよう。ガルフ、お前、醬油と味噌、あとマヨネーズを持ってるよな。半分寄越せ」

「ちょ、おま」

「俺、魔王国のお偉いさんだぞ。断るのか？」

「マイケルに頼めば手に入るだろ？」

「予約が詰まっていて俺のところにまで回らないんだよ。三分の一でもいいから。妹の幸せを願う兄の気持ちを酌くんでくれ」

「くっ。……四分の一だけなら」

「感謝する。代金は金貨でいいか？」

「別にいらねぇよ。元がもらい物だからな」

　俺の目の前で広げられる交渉。

　この優勝者がいい食材でも持っているのだろうか？　興味はある。料理は大事だからな。

　憂鬱な見合いだが、楽しみな点ができたのは嬉しい。










　後日。

　俺の結婚が決まった。

　お見合いの席で出た料理を食った瞬間、意識を完全に持っていかれた。

　あんな美味い料理が存在するとは思わなかった。

　夢中で食べていたら、いつの間にか話がまとまっていた。




　お見合いのあと、自宅に戻った俺は膝から崩れ落ちた。

　まあ、フラウレムさまとは叶かなわぬ恋だと思っていたけど……もう少し、夢を見たかった。ううっ。

　だが、決まってしまったものは仕方がない。

　仕方がないというか……あの美味い料理がランダンさまの妹の手作りとは……。

　光栄なことなのではないだろうか？　俺にはもったいない？

　…………。

　いや、大丈夫。

　俺はビッグになる！　そして、彼女に相応しい夫になるのだ！

　頑張ろう。

　とりあえず、結婚は俺が学園を卒業してからだ。

　まだ五年ある。




　俺の名はヴォルグラフ＝ゴフリル。

　今年で十二歳。

　ゴフリル家の厳しさ担当。

　魔王国の未来を担う男だ。










　余談。

　大会直後。

「賞金はなしか……お小遣いが消えてしまった」

「あれ？　賭けてなかったのですか？」

　メイドが驚いた顔で聞いてくる。

「ん？　何を言ってる。もちろん、賭けていたぞ。だからお小遣いが消えたんだ」

「いえ、その、ガルフさんに……私、言いませんでしたか？」

　ガルフ？　優勝した獣人族の男の名前だよな。話題になったことはないが？

「そうですか。すみません。この件は忘れてください」

「待て。俺に何を伝えたつもりだったんだ？」

「あはは……。優勝したガルフさん、ゴロウン商会の推薦枠で出場した方なんですよ。でもってゴロウン商会の会頭さんが優勝候補筆頭だから賭けるなら彼にと」

「もっと早く教えてくれ。……よくそんな情報が手に入ったな？」

「私の兄がゴロウン商会に勤めていますから」

「そうなのか？」

「はい。本店勤めで頑張っています。ですので、商会をご利用の際は私に声をおかけください。ちょっと安くなりますよ」

「覚えておこう。ところで、お前は賭けたのか？　その笑顔……羨ましい」

「あはは。しばらく、おやつ代は私が出しますから」
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　秋、収穫の季節。

　手の空いている者たちで収穫をしていく。

「今回も豊作ですね」

　文官娘衆の一人がそう言って、嬉しそうに収穫量を記録していく。

　俺も嬉しい。やはり豊作は気持ちがいい。

　問題は、また倉庫を増やさないといけないことだろうか。

　いいことだと思おう。

　脱穀作業が必要なものは脱穀を。

　山エルフたちが、色々と弄いじった水車が大活躍。騒音が少し問題だな。




　ワインのためにブドウを潰す作業。

　大量だ。

　一大産業と思える。

　超大型の樽を造った方がいいかな？　いや、運べなくなるか。




　今年もまた雇われたラミア族がブドウの皮と種を取って白ワイン造りを行っている。

　数は増えて二十人。

　報酬は去年と同じ、作業中の衣食住と作物。

　ん？　去年作った白ワインが欲しい？

　誰だって自分のやった作業の結果は知りたいよな。

　ドワーフも許可しているようだし、構わないぞ。




　そして今年の新顔というわけではないが、北のダンジョンに住む巨人族。

　油などを搾る作業のために、五人ほど雇っている。

　報酬はラミア族と同じく作業中の衣食住と作物。

　住む場所をどうしようかと少し悩んだが、洞窟で構わないとのことなので掘った。

　地下室と同じだが、そこで火を焚たくのは大丈夫なのか？　あ、魔法？　違う、精霊魔法？

　風の精霊に頼んで、常に換気しているから問題なしと。便利だな。




　あと、彼らが来る時に珍しいものを持ってきてくれた。

　なんとブラッディバイパーの卵。

　一個がバスケットボールぐらい。それを百個ほど。

　お世話になるのでと持ってきてくれた。気にしなくていいのに。

　あー、ラミア族、別にいいから。取りに戻らなくていいから。




　これはどうやって食べるんだ？　丸吞のみ？

　巨人族は可能かもしれないが、俺たちには無理だな。

　よし、普通に茹ゆでて食べよう。

　まず一つ、茹でて殻を剝むくと透明な物体がぷるんっと出てきた。

　白身が白くならずに透明のまま固まったのかな？　しかし黄身がないが？

　とりあえず実食。

　スプーンを刺した感じは、少し硬いゼリー。

　口に運ぶと……濃厚な卵。うおおおおおおっと言ってしまった。

　美味い。凄く美味い。

　味付けを何もしていないのに、こんなに美味いなんて！

　俺の感想に、周囲の者たちもスプーンを持って参戦。

　みんな驚き、そして喜んでいる。

　というか、巨人族。

　お前たちも驚くのはおかしくないか？　え？　茹でたことはなかった？

　丸吞みは生臭いから、こっちの方が美味いと。なるほど。

　ここにいる間に、料理を覚えて帰ろうな。調味料も分けてやるから。

　あ、うん、ラミア族にも分けてやるぞ。




　さて、ブラッディバイパーの卵は、夕食などで出すことにして……収穫を続ける。

　ハイエルフの何人かにキノコ類の収穫を頼む。

　少し前にマツタケを採ったが、他にも色々なキノコを育てている。

　シイタケ、ヒラタケ、エノキ、シメジ、マイタケ……。

『万能農具』でまた育てるが、一応は数本は残しておいてもらう。

　トリュフのある場所は印を付けているから、そこを掘ってくれ。クロの子供を一頭、連れて行けば掘る場所を教えてくれるぞ。

　同時に竹の伐採も頼む。

　これは食べる用ではなく、冬の作業用。

　竹林の位置は……知ってるな。頼んだ。




　果実系の収穫は、ザブトンの子供たちが頑張ってくれる。

　自分の身体と同じぐらいの果実をバケツリレーする様子は、なかなか可愛かわいい。




　なんだかんだで収穫が終わるのに二十日ほどかかった。

　ワイン造りや脱穀、圧搾作業はまだかかる。それに発酵食品作り、ワイン以外の酒造りが加わる。頑張って欲しい。

　それらが終わったら、次は冬に向けての準備。まだまだ忙しい。







　今年、忙しいのはラスティだった。

　ハクレンが妊娠中で竜の姿になれないからだ。

　ラスティには長距離のドース、ライメイレンのところへの作物の輸送を頼み、近場のドライムの巣へはラミア便に頑張ってもらう。

　問題はハウリン村との交易。

　どうしようかと考えていると、ドライムが手伝いに来てくれた。

「姉上に頼まれてな。遠慮なく使ってくれ」

　ありがとう。

　ハウリン村の交易品を運ぶことをお願いした。

　交易の代表者は、ティア。よろしくお願いする。




　色々と作業があるなか、確認しなければいけないのが二ノ村、三ノ村の様子。

　自力での農業をやってもらったが、どうだったのだろう？

　二ノ村ミノタウロス族世話役のリザードマンのナーフと、三ノ村ケンタウロス族世話役の文官娘衆のラッシャーシと話し合う。

「二ノ村の収穫量は……予定よりも若干少なめですね。ただ、これは慣れてなかったからだとの報告を受けています」

「三ノ村の収穫量は悪くありません。ただ、いくつか予定を下回った作物があります。対策を二ノ村と相談して検討中です」

「なるほど。それで、その収穫量で各村はやっていけるのか？」

「二ノ村は現状のままでは少し厳しいかと。労働力はなんとかなるので畑の拡張を希望しています」

「三ノ村も同様ですね。こちらも来年の畑の拡張をお願いします」

「わかった。来年、畑を拡張しよう」

　現状、二ノ村、三ノ村でできた作物は全て大樹の村……というか俺のもの。わかりやすく言えば、二ノ村三ノ村の住人は俺が雇っている小作人という扱いだ。

　当面は生活の安定のために仕方がないと受け入れたが、将来的には各村で独立して欲しいと俺は考えている。そのためには独立採算ができる程度の収穫を期待したい。

「二ノ村、三ノ村とも収穫は完了し、いつでもこちらに運び込めます」

「了解。じゃあ、半分だけ運んでもらって、残りはそのまま各村の食料に。もらった分、大樹の村からは……希望リストは出ているか？」

「はい」

　各村、まだ作っている作物の種類が少ないからな。

「そうだ。希望リスト以外に、追加で食料を渡す。各村で収穫祭をやってもいいと伝えてくれ」

「よろしいのですか？」

「楽しみはないとな」

　本格的なのは武闘会でやるとしても、小さな収穫祭は大樹の村でもやるしな。




「もちろん、一ノ村も構わないぞ」

　まだ本格的に農業をやっていないので話に入ってこれなかった一ノ村の世話役、獣人族のマムに伝える。

「よろしいので？」

「仲間外れはよくない。それに頑張っているのだろ」

「はい。それはもう」

　マムは一ノ村移住者たちの頑張りを語ってくれる。

　成果は小さいが、脱落者もなく頑張ってくれているのはありがたい。







　ドースとライメイレンのところに向かったラスティと、ハウリン村との交易に出たティアとドライムたちが戻ると、話に出た小さな収穫祭を行う。

　収穫を祝うので、俺が大樹の社やしろに収穫物の一部を納めるのがメインだ。

　なぜかいる始祖さんが、頑張って仕切っていた。

　いいのか？　疲れているんじゃないのか？

　気にするなとのことで、頑張ってもらった。




　それが終わるとちょっと豪華な飲み会だ。

　野外に作られた会場に料理が並ぶ。酒も並ぶ。そして、出し物もある。




　まず、冒頭の挨拶として花火。という名のクロたちの角の爆破。

　武闘会の本番に向けての練習を兼ねてとのこと。

　上空に七人の天使族が一列に並ぶ。右からコローネ、グランマリア、クーデル、ティア、キアービット、スアルリウ、スアルコウ。

　キアービットは収穫中にやってきた。

　スアルリウ、スアルコウは双子の天使族。キアービットに同行してきた。

　三人が来た目的は、移住。大樹の村に住むらしい。

　一方的な通達だったが、受けた。断る素振りを見せたら、泣きそうだったから。

　スアルリウ、スアルコウは前にグランマリアが移住を誘った天使族。

　キアービットが持ち帰った大樹の村の果実を食べ、急いで移住の準備を始めたらしい。

　その七人が、綺麗に並んで高高度からの急降下。

　目標は、地上に空けられた七つの穴。

　その穴に向け、一斉に投下。

　全てが綺麗に穴の中に落とされ、爆発。縦に長い爆炎が七つ、吹き上がった。

　百メートルぐらい上がっていると思う。

　ただの地面に落とすより、穴の中に落とした方が派手に高く爆炎が上がると判明してから、彼女たちは熱心に練習していた。

　穴のサイズを広げたらいいんじゃないかと思うが、その提案はプライドを刺激したらしい。

　現在、全員が八十センチの穴なら間違いなく落とせると豪語している。

　いや、あまり小さ過ぎると逆に爆炎が上がらなくなるから。

　大体、二メートルぐらいで深さが五メートルが最適だと実験結果が出てるから。




　ともかく、花火という名の爆炎が綺麗に上がったあと。

　次の出し物が始まる。

　ハーピー族のラインダンス、獣人族の集団ショートコント、ドワーフの組体操、クロの子供たちによる玉乗り、ハイエルフの全身を使った自然表現、リザードマンの剣舞、ザブトンの子供たちによる影絵、酒スライムと猫による癒やしタイム、山エルフの合唱、文官娘衆の創作ダンス。

　そして本命、ウルザ、ナート、獣人族の男の子たちを中心とした演劇。

　ウルザ、迫力のあるセリフ回しが板についているな。ナートは頑張ってる。獣人族の男の子たち、ウルザに迫力で負けてるぞ。

　あ、ルーやフローラも出てるのか。ルーが敵役ね。フローラは……ルーを操っている影のボスか。

　陰謀を語るシーンは妙に馴染んでいるな。

　ザブトンと土人形も参加か。豪華だな。

　ザブトンはウルザがピンチの時に駆けつける謎の神様役。

　土人形はウルザの肩に乗る妖精みたいなポジションらしい。頑張っていた。







　なかなかの盛況。

　この収穫祭で、キアービット、スアルリウ、スアルコウの三人。

　そして、ハウリン村から帰ってくるティアに同行した獣人族のガルフとその奥さん、息子、娘が一人ずつの四人。

　計七人が新しい村人となった。




　ガルフがここに移住したいと言ってきた時は驚いたが、ハウリン村に問題がないなら受け入れる。

　一番喜んでいるのは、先に移住していたガルフの娘だろうな。

　あ、ダガも喜んでいるな。尻尾がビタンビタン地面を叩たたいている。ガルフの奥さんもいるから、無理矢理連れ出して特訓は駄目だぞ。

　でもって俺も喜んでいる。

　ガルフの息子。十五歳ぐらい？

　健康な獣人族の男性！　諦あきらめていた男性！　ありがとう！

　本当に来てくれてありがとう。

　……え？　ハウリン村に心に決めた女性がいる？　結婚の約束までいってる？

　今回、連れてこなかったのは、相手の両親を説得できなかったから？　遠距離恋愛でも頑張る？

　あ、う、うん。応援するよ。

　ところで二人目の奥さんは……あ、不要。

　はい、すみません。




　ごほん。

　まあ、新しい住人は、ここでの生活に慣れて欲しい。

　移住者七人のうち、キアービットとガルフ以外はすでに何度かの気絶と着替えを行っている。

　クロたちやザブトンの子供たちはそんなに怖くないぞ。大丈夫。すぐに慣れるから。

　大丈夫。本当に大丈夫だから。
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「私も参加したかったぁ」

　マイケルさんが、収穫祭に参加できなかった悔しさを晴らすように、フォークを振るっていた。

「新作料理が出たんですよね」

　ははは。たぶん、ブラッディバイパーの卵関係のことだろう。

　好評で、あっと言う間に巨人族が持ってきてくれた百個はなくなってしまった。

「今度、仕入れたら送るよ」

「お願いします。これはこれで絶品ですけどね」

　マイケルさんが食べているのはカツ丼っぽいもの。最近のマイケルさんのお気に入りだ。

　個人的には丼物は箸で食べて欲しいが、無理は言わない。




　マイケルさんは食事を終えると、文官娘衆たちと今年の買い付けの話し合いを行う。

　調味料が人気なので、もう少し欲しいそうだ。

　その他、大量の買い付けをしてくれる。

　ありがたい。

　トリュフに凄い値段を提示しているが、大丈夫かな？




　俺はマイケルさんと共に来た子豚たちを見る。全部で二十頭。村の新たな仲間だ。

　マイケルさんに前々からお願いしていたのが、今回届いた。

　ただし、これは牛や馬や鶏と違って、基本的に食用。

　豚の美味しさは知っているが、飼育すると情が移って食用にできない俺への試練。

　…………。

　話し合いの結果、一ノ村で飼育してもらうことになった。

　試練から逃げたんじゃない。逃げたんじゃないぞ。

　大樹の村は、クロたちやハイエルフたちの狩りによって肉は十分に確保できる。

　それはクロたちが警備する他の村でも同じ。だが、思うがままに狩っていて大丈夫なのだろうか？

　森林資源と同じで、たくさん狩れるから大丈夫ではなく、ちゃんと将来のことも考えないといけない。

　という考えで豚を頼んだのだ。

　そして、最初の飼育は狩りによる肉の供給が厳しい一ノ村が相応しいだろうとの結論。

　一ノ村でも、やれることを増やしたいと考えていたので丁度よかった。




　クロの子供たちやザブトンの子供たちに、新しい仲間と紹介。

　子供たちを見た子豚たちは気絶してしまった。怖くないぞー。

　飼育場所を柵で囲うことと、豚小屋の建設をハイエルフたちに頼む。

　まずは頭数を増やすことを中心に。

　増えたら、二ノ村、三ノ村でも飼育してもらおう。










　新しい移住者のガルフ一家は、大樹の村の居住エリアに家を建てた。

　ガットの家の傍なので、ハウリン村での揉めごとがガットの奥さんに何かあるかと思ったが……。

　仲良くやっているようだ。よかった。

　ガルフの息子は、心に決めた相手をハウリン村に残しているが、いずれはここに呼びたいとのこと。それは嬉しい。

　だが、ここを出てハウリン村に帰る手もあるからな。呼ぶことに固執するのはよくないぞ。

　しかし、向こうの両親の説得が難航しているようだが……。

　結婚は歓迎されている？　大樹の村で住むことも問題じゃない？　どういうことだ？

　…………。

　向こうの両親も、大樹の村に住みたいけどハウリン村の村長が許可を出してない。

　あ、お父さんが採掘現場のリーダーの一人というか、総責任者みたいな人なのか。それで引き止められていると。なるほど。

　自分が行けない可能性が高いので、娘が一人だけ先に行くのに抵抗があると……。

　家事全般を担当しているから、娘だけ抜けると両親が生活できないと。

　奥さんは？　ガットが村を出たから鍛か冶じ現場の総責任者っぽい立場になってしまったと……。

　優秀な夫婦なんだな。

　手伝えることは少ないが、何かあったら協力するから。




　さて、ガルフ一家だが、獣人族なのでセナの下に入ることになる。

　これも揉めるかなと思ったけど、ガルフが隊長はできてもリーダーは無理だからと拒絶。セナが継続することになった。

　ガルフの娘は、セナよりも少し年下。

　顔見知りでもあるし、こちらも揉めることなく受け入れられている。彼女の方も、ここでの生活に馴染もうと前向きだ。

　問題があったら早々に相談して欲しい。







　新しい移住者であるキアービット、スアルリウ、スアルコウの三人は、俺の屋敷の空いている部屋に住むことになった。

　従者もいない一人暮らしは無理とのこと。

　家事が駄目なのかと思ったけど、キアービットは料理できるしなんでも器用にこなすイメージ。

　実際、屋敷に住んでも掃除洗濯も手伝っている。

　家を遠慮したのかな？　いや、遠慮するなら居い候そうろうの方を遠慮するよな。

　俺の屋敷での食事が目当てなのかな？　うん、そうみたいだ。

　食事の時には遅れずにテーブルについている。

　スアルリウ、スアルコウの二人もだ。美味しい美味しいと目を輝かせている。

　双子でも好みの料理は違うんだな。

　まあ、姿が似てるだけで別人格だし当然か。

　いかんな、双子に変な幻想を持ってしまう。なんにせよ、ここでの生活には馴染むのが早そうだ。




　現状、スアルリウ、スアルコウの二人はグランマリア、クーデル、コローネの三人に加わり、ハーピー族を従えて上空警戒を主にしてもらっている。

　グランマリアたちが少しでも楽になれば嬉しい。

　……スアルリウ、スアルコウがボロボロなんだけど？

　ルー、フローラ、治療治療。

　低く飛び過ぎて飛び上がる魔獣に襲われたらしい。無事だったのはクロの子供たちに助けられたから。

　クロの子供たちが数頭、僕たちが助けましたと誇らしげな顔をしている。

　俺はよくやったとクロの子供たちを撫でた。










　マイケルさんの買い付けが終わったあとぐらいに、ビーゼルがやってきた。

　今回は来るのが少し遅かったが、何かあったのだろうか？

「貴族のお付き合いというやつです。そういったのを免除される立場なのですが、全てを断るのは無理がありまして」

「大変だな」

「ええ。それで、お付き合いの中、いくつか頼まれものがありまして……少々、量が多いですが構いませんか？」

　ははは。俺は明言を避けて文官娘衆にパスした。

　調味料が人気だな。あと、酒……今回は指定が細かいと思ったら、同じ四天王のホウからの頼まれものらしい。

　他に魔王やユーリ、ランダン、グラッツからの頼まれもの。あ、グラッツからロナーナに手紙ね。届けておこう。







　一部、予定量よりは少なかったが満足する程度には購入できたビーゼルと、新たなケンタウロスたちの移住に関して話をする。

　現在、四十一人がこちらに移住を希望しているらしい。

　前に聞いた数より、かなり多くなっている。

　とりあえず、三ノ村のグルーワルドと世話役のラッシャーシを呼んで話を聞く。




　ビーゼルに聞くと、知り合いがいるという理由以外に、どうも冬に向けての口減らしの意味があるらしい。

　戦場からの避難でケンタウロス族は他の街や村に移動しているが、身体のサイズが普通より大きいから家の流用ができないし、同じ種族以外とは子作りもできない。

　それでも忙しい夏や秋は労働力として求められるのが、冬になると避難先からすれば、お荷物ということだそうだ。

　労働力として使っておいて勝手なとは思うが……身一つで来たケンタウロスたちを受け入れただけでも凄いとのこと。そんなものか。




　とりあえず、移住希望者たちも立場は理解しているので、こちらの条件に基本的には従う姿勢を見せている。

　こちらの条件とは、村のルールに従うことと、種族の代表はグルーワルドということ。

　ただ、問題が一点。

　一人、爵位持ちがいるのだ。

　男爵らしいが、魔王国のしっかりとした貴族。グルーワルドは子爵家筆頭従士の縁者。簡単に言えば庶民。

　男爵本人は従うと言っていても、将来的にどうなるのか。

　なら貴族であることを辞めるのはどうかという話は、却下された。その理由をビーゼルが長々と言ってくれたが難しかった。

　ラッシャーシが簡単にまとめてくれる。

　戦場になっている場所を取り戻す大義名分的な爵位なので、男爵位を放棄するのは今は無理と。なるほど、面倒なことだ。

　ちなみに、その爵位持ちは十歳の女の子。その子だけ受け入れないとか無理だな。

　となるとー……。







　翌日。

「子爵でよいのか？」

「男爵の上なら」

「うむ。では……ごほん。グルーワルド＝ラビー＝コール。貴殿はこれより魔王国の子爵だ。励むように」

　魔王が普段は見せない威厳を見せながら、グルーワルドを貴族にした。

「こっちで提案しておいてなんだが、こんなに簡単に貴族になれるのか？」

「普通は無理です」

　俺の疑問に、ラッシャーシが答えてくれる。

「あと、貴族になると義務が発生しますが……全て免除とかありえません」

　その代わり、貴族の権利の大半も放棄している。

　知らなかったけど、貴族って国からお給料みたいなのが出てるらしい。それは遠慮した。

　必要なのは男爵を抑える立場。




「わざわざ来てもらって悪かった」

　俺は仕事を終えたとくつろぐ魔王とビーゼルにお茶を運ぶ。

　さっきの叙爵は、俺の屋敷のホールで行われた。

「ははは。まあ、村長からの頼みだ。気にするな」

　俺としては書類上の立場でよかったのだが、そういうわけにはいかないらしい。

「村長、改めて言っておくが、こちらとしてはコール子爵を使って何かをすることはない。本当に名前だけだ」

「わかっている」

　ややこしいのはこちらも遠慮したい。

「そのあたり、面倒そうなのにもちゃんと説明しておくように」

「面倒そう？」

　俺の疑問に魔王が指を差した方向を見る。

　そこにはドースと始祖さんがいたので、説明しておいた。







　ところで……。

　ホールでいまだに固まっているグルーワルドは大丈夫か？

　何かブツブツ言ってるけど……。

「推すい察さつするに……子爵になってしまったことで、自分の中の価値観が崩壊しそうになっているのを食い止めている感じでしょうか」

　ラッシャーシに任せた。

「私もそれなりにヒビが入っているのですけど。価値観に」




　新しいケンタウロスの移住は、もう少しあと。

　現在、手の空いたハイエルフたちが三ノ村で新しい家を建てている。










　ドースは、俺に会いに来たとの理由でハクレンの様子見に。

　ライメイレンに怒られるぞと思ったら、ライメイレンもここに向かっているらしい。

　簡単に言えば、そろそろ出産の時期だからだ。

　近々にドライムが悪魔族を何人か連れて出産の準備をするらしい。

　よろしくお願いします。




　始祖さんは、素直に温泉に入りに来ただけ。

　温泉地に宿泊施設がないので、泊まりは俺の屋敷。

　転移魔法は便利だが、それなら家に帰ったらいいのではと思うが……邪険にはしない。

　あ、孫が見たいオーラを隠さないドースも温泉に連れて行って。

　出産前に変なプレッシャーは与えない。

　魔王も同行する？　ビーゼルも？　じゃあ、俺も行こうかな……。




　温泉地で驚いた。

　死霊騎士デスナイトが三体に増えていた。

　どうしたんだ？

　普通に集まってきたから、管理を手伝わせている？

　まあ、敵意がないなら問題ないけど。

　…………。

　温泉地だからか、鎧の傷みが酷ひどいな。お前たちにも木製鎧を作ってやろう。

　剣は相変わらずピカピカだな。特殊加工か？

　まあ、温泉の管理には役立たない……魔物退治に大活躍してるみたいだな。

　山積みになった魔物の死し骸がいを前に……そう言えば、前にここでパニックカリブーを見つけた覚えがあるのだが……。

　二匹目のドジョウはいなかった。




　俺、ドース、始祖さん、魔王、そしてビーゼルと温泉に入り、のんびりする。

　ブラッディバイパーの卵の話をしたら求められた。

　マイケルさんからも言われているし、北のダンジョンの巨人族に追加を頼もう。
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　秋は何かと忙しい。

　収穫が終わったあと、冬に備えての準備があるからだ。さらに大樹の村では、武闘会の準備もある。ケンタウロス族の新しい移住者たちの件もある。

　つまり、忙しい。

　しかし、忙しい時ほど余計なことに力を入れる。そんな覚えはないだろうか？

　現在、俺の目の前には大きな投石器があった。

　もちろん、俺と山エルフたちの自作だ。




　きっかけは水車動力を上手うまく利用できないかの話し合い。

　現在、水車は主に揚水と脱穀に使っているのだが、もう少し利用方法はないかと村人から要望されたのだ。

　そして、水車動力を利用して空気を送り込む仕掛けを考えた段階で、休憩。

　その時に暴走した。




　どうして投石器の話になったかは覚えていないが、たぶん、遠方に荷物を運ぶにはどうすればいいかなぁという話題が出た記憶があるからそれかもしれない。

　投石器はすでに存在しており、形状は山エルフたちが知っていた。

　だが、俺は投石器なんか見たこともなかった。それが暴走のきっかけだったのかな？




　全長はどこを測ればいいのかはわからないけど、五メートルぐらいかな？

　輸送を考え、車輪付き。重りを利用した一般的な投石器スタイルらしい。

　それが今、目の前にある。

　使い道はないだろう。ないだろうが、完成品があるのだから使ってみたい。

　忙しいのはわかっている。

　俺と山エルフは投石器を押して村の南側に移動。

　競馬場に設置し、南の森の手前に的まとを置いて狙う。

「的まで約二百メートル。当たるか？」

「当ててみせましょう」

　山エルフの自信に溢あふれた顔。頼もしい。

　とりあえず、俺はクロの子供たちやザブトンの子供たちに通達。事故は起こしたくない。

　ウルザ他、見学者たちも離れるように。射線上は当然として真後ろも駄目だぞ。投げるの失敗して後ろに飛ぶかもしれないんだから。




　投石器だから岩を用意しなければいけないのだけど、木で代用。

　一メートル四方のサイコロ状。

　角を削って丸みを持たせておく。

　…………。

　サイコロ弾は、予備を含めて三発。

　セットアップに意外と時間がかかる。

　投石器は簡単に説明すれば、支点位置がおかしいシーソー。

　シーソーの短い方に重りを載せると、シーソーの長い方が勢いよく上にあがる。

　それを利用して投げたいものを長い方の先に載せておくのだ。

「いきますよー」

　一発目。

　放物線を描き……的の斜め後ろ、十メートルぐらい先に着弾。

　飛び過ぎた。

　しかし、見学者は大興奮。

　駄目だぞ、そこに乗ったら飛ぶからなー。

　はい、二発目打つから退避ー。




　二発目。

　微調整が成功したのか、的にカスッた。歓声。

　だが、山エルフたちは納得していない。黙々と三発目の準備をする。




　三発目。

　的のど真ん中をぶち抜いた。

　山エルフたちが腕を突き上げ、喜ぶ。




　的にしていたのは木の板だったが……粉砕された。

　なかなかの威力だ。満足。

　だが、農家には必要がなさ過ぎる。

　だって攻城兵器だしな。




　売るのも気が引けるし、分解かなぁと思っていると、酒スライムがやってきた。

　さすがに飛ばさないぞ。

　ん？　そのままじゃなく？

　…………。

　放り投げたサイコロ弾を回収。

　これにパラシュートをセットした。

　酒スライムの言いたかったのはこういうことだろう。

　高く放り投げることを目的にやってみた。




　…………。

　百メートルぐらい上空まで飛んだあと、落下。

　パラシュートが開いた。おおっ、なんか楽しい。

　楽しいけど、結構な勢いで飛んだぞ？

　さすがに生き物を飛ばすのは躊ちゅう躇ちょする。

　なので酒スライム、諦めろ。拗すねても駄目。

　今度、ラスティかグランマリアに頼んでやるから……キアービットがいたので、パラシュートを装着した酒スライムを上空まで運んでもらった。

　楽しそうだ。

　ああっ、風に流され森に……あ、ザブトンの子供が糸を結んでいた。

　引っ張る。凧揚げの気分だな。

　酒スライムは無事着地、回収。

　ウルザは駄目。拗ねても駄目。

　投石器の発射なら構わないから。




　ウルザ以外にも希望者のために投石器の打ちっ放しが始まった。

　的に点数を描いて複数設置。サイコロ弾も量産。

　パラシュート付きサイコロ弾が、意外と命中率が高いな。

　本当に何かの役に立たないだろうか？　例えば、遠方にいる者にお弁当を届けるとか……駄目だな。潰れたお弁当の絵しか浮かばない。




　山エルフたち、投石器の改良案を考えているみたいだけど作らないぞ。

　それより先に水車動力の利用が先だぞ。

　急に真面目になった？

　ははは、向こうで文官娘衆が睨にらんでいるからな。さあ、仕事に戻ろう！

　え？　投石器をこのまま放置するのかって？

　確かにそうだな。

　しかし、今、終わりと言っても楽しんでいる者たちが収まらないだろう。かといって好きにさせるのは危険。

　見張りは必要。

　わかった、仕事には俺一人で戻ろう。あとは頼んだ。

　絶対に生きてるものは飛ばさないように。それと改良はほどほどに。




　キアービット。

　パラシュートは綺麗に畳まないと危ないからな。

　興味があるのはわかるが、無茶はするなよ。




　酒スライムは……あ、もう満足したのね。




　夕食時、山エルフたちは投石器を何基用意すれば、城壁を攻略できるか検討していた。

　城を攻める予定はないぞ。ほれ、キノコ鍋を食え。










　双子の天使族とキアービットの会話。

「キアービットさま。ここはいつも、こんな感じですか？」

「ええ。こんな感じよ」

「急に投石器を持ち出して何事かと思いましたが……訓練ではなく遊びとは」

「侵攻先がないからね。というか、投石器を使わなくてもあの槍でね」

「確かに。クーデルがやたらと気に入ってますね」

「あの子だけ命中率が無茶苦茶だからね。まあ……この村とだけは絶対に敵対したくないわね」

「え？　敵対する気だったのですか？　その時は頑張ってお相手しますね。私はすでにこの村の住人ですから」

「た、例えばの話よ。私だってこの村の住人なんだから」

「あははは。ところでこのキノコ鍋……美味しいですね」

「美味しいわね。作り方、教えてもらわなきゃ」










　獣人族の息子と父親の会話。

「父ちゃん、ここっていつもこんな感じなのか？」

「こんな感じだな」

「まさか投石器を触ることになるとは思わなかった」

「どうだった？」

「狙ったところに命中させるのは難しいな。それと、魔法で作った水の玉を発射してみたんだけど駄目だった」

「盛大に水撒まきをしてたのはそれか。弾は投石器の勢いに耐えられる強度が必要ってことだな」

「うん。色々と勉強になる。俺も投石器、作ってみたい」

「ははは。城を攻める予定はないらしいけどな。ま、やってみろ」

「いいのか？」

「ああ。だが、ちゃんと仕事をしてからだぞ。それと……いきなり本物は厳しいな。ミニチュアを作って、村長や山エルフのヤーさんに見せて意見を聞いてみろ」

「わかった。俺はやるぜ！」

「ははは。ほれ、飯を食おう。今日はキノコ鍋だぞ」

「うん」
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　ハクレンが産気づいた。

　慌てる。慌てるが、何もできない。

　ハクレンの傍には、ドライムが連れてきた二十人の悪魔族のベテラン助産師が揃っている。

　さすがに二十人全員が傍にいると邪魔なので傍にいるのは一人か二人。

　残りは村の女性陣に助産を教えていた。

　その助産師たちが、見事な手並みでハクレンのいる部屋を占領する。

　うん、邪魔な俺は排除ね。抵抗しない。




　さて、ハクレンが頑張っている部屋を出て、屋敷を出た外。

　そこではウルザと、ウルザと同じぐらいの女の子が睨み合っていた。

　その二人から少し離れた場所にドースと、これまた見知らぬ渋い中年が並んで座り、お茶を飲んでいた。

　その座っている椅い子す、屋敷から持ち出したのかな？

「生まれたのか？」

「いや、まだだ。産気づいたから、追い出された」

　ドースの疑問に答えつつ、隣の渋い中年を見る。

「すまん。紹介が遅れた。暗黒竜ダークドラゴンギラルだ」

「ギラルだ。娘の付き添いで来た。世話になる」

　声もシブいな。

　娘の付き添いってことは、ウルザと睨み合っている女の子のことかな？

「娘のグラルだ」

　俺が疑問を口にするより先に答えてくれる。

　いい人だ。

　よくよく見れば、ラスティと同じように頭に二本角。

　お尻に竜の尻尾がある。

「で、そのグラルが、どうしてウルザと睨み合っているんだ？」

　俺が口にした疑問に、ギラルは顔を逸そらした。ドース……も逸らしてるな。

　俺としてはウルザが失礼なことをしていなければと思うのだが……。

　困っていると、少し離れた場所からドライムが手招きをしていた。




「あれは……まあ、その、竜族の女の本能的なものでな」

「ん？」

「自分の伴侶がこの世に生まれると感じると真っ先に駆けつけ、他者を排除して獲得しようとする」

　…………………………………………………………。

「つまり……あのウルザと同じぐらいの子が、今から生まれてくるハクレンの子供を狙っていると？」

「多分」

「男とはまだ決まっていないが？」

「グラルがここに来ていることから、男で間違いない」

　…………。

　半信半疑だが……噓うそは言ってないんだろうなぁ。

　女の子の名前候補は無駄になってしまったか。いや、そうじゃなくてだ……。

「それはわかったが、どうしてウルザと睨み合っているんだ？」

「そりゃ、普通に考えれば女の戦いだろう」

「……」

　見た目、双方共に五歳ぐらいなんだけど？

　それにウルザに関しては、どちらかといえば生まれてくる弟か妹を守る姉ではなかろうか？

「何歳でも女は女だ。下手につつかない方が正解だぞ」

　それは感じる。

　このあと、ドライムから妻のグラッファルーンは年下だったから生まれた瞬間はセーフだったけど、それはそれで大変なんだぞと語られた。







[image: ]







　なるほどな。しかし、母親たちは何も言わないのか？

　竜の姿の時は出産ではなく産卵になり、産卵後の卵は放置だから特に気にしないと。

　逆に卵を守ってくれるから、手間が省けていいと喜ぶ者が多いらしい。

　人間の姿での出産は……滅多にないからよくわからないそうだ。

　ドライムは卵から孵かえったらしいが、誰も守りに来なかったからまた女かと思われていたとか。




　だが、それだと……ラスティやハクレンはどうなるんだ？

　ひょっとして将来的に運命の相手が出るんじゃないのか？　あ、結婚してたら大丈夫。

　竜の女は浮気しないから安心しろと。なるほど。

「懐き方を見ていれば何も問題ない。特に姉上に関しては別人のような変わり方だ」

　是非ともこのままよろしくお願いしますとドライムに頭を下げられた。

　もちろんだと答えておく。




　ドライムと一緒にドース、ギラルのところに合流し、さて、これからどうしようと思っていたら、グラルとウルザに動きがあった。

　無言のまま二人は近づき、握手。

　そのまま肩を並べて森に向かった。

　…………森？　こら！　一人で森に行くなと言ってるだろう！

　あ、グラルがいるから一人じゃないという理屈か？

　気付いたクロの子供たちが数頭、ウルザたちを追いかける。

　俺もドライム、ドース、ギラルと共に追いかけた。

　二人で森で何をする気だ？　握手してたから決闘じゃないよな。

　となると……。




　追いつかない。グラル、ウルザの足が想像よりも速い。

　そして、ドライム、ドース、ギラルの足が思ったより遅い。

「この姿で走ることなど、何百年振りか……うおっ」

　ドライムが森の木の枝にぶつかった。

「ワシ、初めてかもしれん」

　ドースが呟つぶやく。

「俺もだ。ドースの息子はどういった理由で走ったのだ？」

　ギラルはまだ少し余裕があるな。

「ははは。妻とちょっと……思い出させないでください」

「グラッファルーンか。姪めいがすまん」

　ギラルとグラッファルーンは、叔父、姪の関係らしい。竜の世界、狭いな。




　先行するグラル、ウルザに追いついた。

　二人はデッカイ猪を攻撃していた。

　グラルは竜の姿になっていたが、小さい。全長五メートルぐらいか？　猪よりは大きいが、弾かれている。

　ウルザはデッカイ猪に剣を刺しているが……仕留めきれてない。

　いや、その剣、どこから持ち出したのかな？　って、違う。

　俺は『万能農具』でデッカイ猪を仕留めた。

　そして二人を叱しかる。何をやっているのだと。

　生まれてくる子のために何かプレゼント？　考えは悪くないが、森に入らないように。

　一人じゃなかった？　よーし、それをハクレンに言ってみような。

　そう、素直に謝ればいいんだ。

　今のハクレンを心配させちゃ駄目だろ。

　グラルは人間の姿に戻り……ギラルが甘やかしているな。

「グラルはすごいなー、もうちょっとで倒せたよなー」

　シブい声で猫撫で声……聞きたくなかった。

　ドースを見る。

　あとでアイツの奥さんにチクっておくからという目で返された。よろしく頼む。




　まあ、仕留めたデッカイ猪は、ありがたく食料として持ち帰ろう。

『万能農具』で引っかけて……ギラルが竜の姿で運んでくれた。

　グラルを運ぶついででも、助かる。







　村に戻った俺たちは、盛大なお祝いの最中に戻った。

　うん、無事に生まれたそうだ。

　男の子。

　それを竜族たちが取り囲んでいる。

　ハクレンの母親、ライメイレン。ハクレンの妹、スイレン、セキレン。スイレンの夫、マークスベルガーク。マークスベルガークとスイレンの娘、ヘルゼルナーク。ハクレンの弟、ドマイム。ドマイムの妻、クォン。セキレンの夫、クォルン。ドライムの妻、グラッファルーン。ドライムとグラッファルーンの娘、ラスティ。

　そこにドライム、ドース、ギラル、グラルが加わる。もちろん俺も。

　うん、元気な子だ。よかった。

　ハクレンもベッドに横になっているが……元気そうだ。本当によかった。

　ウルザ。

　遠慮するな。お前も来て見てやれ。

　ウルザが少し迷っていたが、ハクレンが誘うと近づいてきた。

　お姉ちゃんだな。

　あ、グラルとのやり取りから……妻になるのか？　いや、お姉ちゃんだよな。今は考えないようにしよう。

　無事に生まれてきてくれたことに感謝。

　さて、赤ちゃんを抱かせて……悪魔族の助産師たちにブロックされた。

　俺、ドライム、ドース、ギラル、グラル、ウルザが輪から外される。

「身体を綺麗にしてからで、お願いします」

　…………。

　まったくもって当然の話だ。

　先ほどまで森にいた俺たちは、急いで風呂場に向かった。







　名前に関して。

　竜族は、名前のルールがあるらしい。

　ドースの息子には頭にドが付き、ライメイレンの娘は終わりにレンが付く。マークスベルガークの娘には終わりにクが付く。グラッファルーンの娘には終わりにンが付く。
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　ギラルの息子は頭にギが付き、娘は頭にグラだそうだ。息子は頭で、娘は終わりと思ったらその辺りに決まりはないそうだ。

　簡単に言えば、息子、娘が明確にわかるようにとのこと。

　ただ、このルール。

　絶対じゃないそうだ。父と母が自由に付けていいらしい。なるほど。

　しかし、参考にはさせてもらう。

　ルールに則のっとると……俺の名前、火ヒ楽ラクの〝ヒ〟か〝ヒラ〟を頭に付けた名前？

　一応、考えていた男の子の名前がほぼ全滅した。

　残っているのは火ひ一いち郎ろう。前の世界観を残しまくった名前。

　ヒイチロウ。

　俺からの提案ということでハクレンに伝える。

　最終決定はハクレンに任せた。任せたが、あとでいいんだぞ？

　あと、なぜウルザと相談しながら決める？　ウルザが可愛がってくれる名前がいい？

　いや、そうかもしれないが……。

　早く決めないと、ドースたちが参戦してくる？　ライメイレンも意外とこういったことに口を出すのが好き？　孫という名目なら自重しない可能性？　グラル、なぜすでに参加している？

　息子の妻になりたければ、この俺を倒してから……逆に倒されるかな？　竜だもんな。

　いや、息子よ！　この俺ができる限り……守ってやるからな！

　そしてギラル。娘が嫁に行くと泣かないで欲しい。まだ受け取ってないからな。

　大体、人質ならぬ竜質としてドースのところに預けた時に……あ、ギラルもそのままドースのところにいたのね。なるほど。







　命名、ヒイチロウ。

　竜族に盛大に祝われた息子である。




　アルフレート、ティゼルも見てやってくれ。お前たちの弟だ。仲良くするように。

　リリウス、リグル、ラテ、トライン。まだ小さいからわからないだろうが、お前たちの弟だ。仲良くな。兄弟喧嘩はよくないからな。

　よし、ではウルザとグラルが狩ってきたデッカイ猪を食べようか。




　ん？　ああ、俺じゃない。

　あの二人が、お祝いとして狩ってきたんだ。

　ははは。アルフレート、心意気が嬉しいが真似はまだ早いぞ。

　そのうち、リアたちが狩りを教えてくれるからな。勝手に森には行かないように。

　喜ばせたいのはわかるが、心配させたら駄目ってことだ。




　その日は夜遅くまで賑やかだった。
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　俺の名はギアーゴ。

　俺は物心がついた頃から負けず嫌いで、大人が相手でも引かない子供だったらしい。よく覚えていない。

　ただ、子供の頃は身体が小さく、なかなか勝てなかったのは覚えている。

　しかし、大人になった今は違う。誰もが羨む立派な体たい軀くを持ち、それを徹底して鍛えた。

　油断はない。慢心もない。勝負に真しん摯しに向き合い、どんな相手でも全力勝負。

　得意の武器は剣。

　左右に一本ずつ片手剣を持って戦うスタイルを確立してからは負けはなくなった。

　そう、俺は強いのだ。







　シャシャートの街で開催されている武闘会であっさり負けた。

　惜しくもなんともない。一方的に木剣で殴られて終わった。

　…………。

　なんだこれはぁぁぁっ！

　いつの間にか油断していたのか？　それとも慢心か？　十日前、日課の腹筋をさぼったのが駄目だったのか？　何が悪かった？

　このままでは悔しくて眠れない。

　考えろ、考えるんだ。ありえないと思っても、現実は変わらない。認めるのだ。わかっているだろう。頭では否定しても本能が理解しているはずだ。

　あの対戦相手が、俺よりも強いのではないかということに。

　馬鹿なっ！　ありえないっ！　武器あり防具ありの武闘会に、木剣一本に普段着で出場するふざけた男が強いはずがない！

　しかし、しかしだ。

　武器あり防具ありの武闘会に木剣一本に普段着で出場する行為。

「なんだか達人っぽい」

　……達人、言葉にしてみたらすっと納得できる。

　そうか、あの獣人族の男は武術の達人だったのか。

　その武術の達人に、俺の力が通用しなかったとしてもおかしいことはない。

　おおっ、納得。納得できた。

　よかった。すっきりだ。これで眠れる。




　朝、起きて悔しさに悶もだえた。

　馬鹿馬鹿馬鹿っ、俺の馬鹿。

　なにぐっすり寝ているんだ。

　負けた自分を悔しがれ、相手が達人？　そんなわけないだろう！　達人だったらもっと有名だ！　まるっきり無名の選手じゃないか！

　ええい、こうなれば……こうなれば……こうなれば？

　どうする？　どうしたらいい？　ここまで完璧に負けたことがなかったから対処がわからない。

　とりあえずだ、えっと……朝の食事。そうだ朝の食事だ。腹が減っては考えもまとまらないしな。




　食後、俺は悶えた。

　馬鹿馬鹿馬鹿っ、俺の馬鹿。

　なにおかわりまでして満腹になっているんだ！　確かに俺は朝の食事をしっかり食べる派だ。一日の活力だからな。それに、一日に二回しかない食事の一回を省くなんてことはできない。

　一日に三回の食事をする地域もあるらしいが、俺は昔から一日に二回。ああ、そうじゃない。

　俺は負けたのに、なにをのんきに食事をしているんだ。

　とりあえず、お代を払って店を出る。

　…………。

　さて、どうしよう。考える。すごく考える。

　考えてもわからなかったので、通行人に相談した。




　特訓というアドバイスをもらった。

　特訓か、いいな。

　しかし、俺は普段からそれなりに厳しい訓練をしている。特訓をするとしてもどうしたものか？

　…………。

　考えても駄目だ。とりあえず、動こう。うん、動いていれば頭も働く。

　まずは自分の戦いのスタイルの見直し。

　俺は右手の剣を攻撃に、左手の剣を防御に使っている。左の剣は盾代わりみたいなものだ。ただ、これは対戦相手にはわからない。わからせないようにしている。

　だから、対戦相手は左右どちらから攻撃してくるかを警戒し、普段の行動が取れなくなる。

　なのにあの獣人族には通じなかった。俺の右の剣をかわして一撃を入れられた。

　……

　右手の剣をかわされないように鍛えればいいのではないか？

　おおっ、そうだ。それがいい。

　一撃でやられた貧弱さ？　やられる前にやればいいのだ。ふはははははっ。




　翌日、身体も鍛える。うん、やられる前にやるって無理無理。

　正直、特訓した程度で勝てるとは思えないけど近づくことはできるかもしれない。

　俺はあの獣人族の男を目標とし、努力していけばいいのだ。




　あの獣人族の男の名はガルフだったな。

　ふむ。達人ガルフ。待っていろよ！

　…………。

　達人は達人で強そうだが、目標とするならもっと大きな人物であって欲しい。

　つまり……武王ガルフ、いや、武神ガルフ！　これだ！

　俺は武神ガルフの名を叫びながら、シャシャートの街で訓練を続けた。




　数日後、俺以外にもあの獣人族の男のことを、武神ガルフと呼んでいる者がいた。

　ふっ、みんな考えることは同じか。

　頑張って、武神ガルフの強さに近づこうではないか！
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　ガルフの息子は、ハウリン村にいる時は採掘関連の仕事をしていた。

　大樹の村では採掘はしないわけではないが、ハウリン村よりは少ない。

　しかも、採掘現場が森の中なので、基本はハイエルフたちが頑張る。

　となると……仕事に困るガルフの息子。

　できることを考えに考え抜いた結果、ガルフの息子が始めたのが石いし工く。

　石に細工を施すのが主だが、今は岩を割って石畳を作っている。

　計画では、俺の屋敷から南にまっすぐの道と、居住エリアの主要道を石畳にするらしい。

　現在、俺の屋敷から五十メートルぐらいが石畳になっている。

　短い距離でも石畳があると、文明度が上がった気がするな。

　しかし、ここ最近は延びていないが……大丈夫か？　手伝いが必要なら言ってくれ。

　え？　今は武闘会の会場の床用の石畳を作っている？　あそこを石にすると、割れないか？　割れた方がかっこいい？

　…………。

　確かに。頑張るように。

　予備を一杯作っておけよ。







　竜ドラゴン一家というか一族は、帰ったり帰らなかったり戻ってきたりしていた。

　うん、誰も帰ってない。

　帰らない理由の表向きは、もうすぐ武闘会。

　裏向きは、ヒイチロウを可愛かわいがるためと食事と酒だ。

　食材は渡しているが、料理はまだまだ大樹の村の方がいいらしい。

　現在、助産師としてやってきた悪魔族たちに、鬼人族メイドたちが料理を教えている。

　竜一族のお世話は、その悪魔族たちにお任せ。さすがに数が多いからな。

　試作料理の消化と併せ、丁度よいのだが……すでに一部は宴会の様相。

　対価というか出産祝いを山のようにもらっているのでスルー。

　もらい過ぎな感じもあるしな。またマイケルさんに海産物を頼むとしよう。




　出産を終えたハクレンは……。

　これまで飛べなかったストレスからか、竜の姿で飛び回っている。

　飛び回るのは別に構わないが、村の近くで低空飛行はやめて欲しい。

　魔物や魔獣が驚いて暴れるからクロの子供たちやザブトンの子供たちが大忙しだ。

　食料が備蓄できて、ありがたくはあるけど。







　スアルリウ、スアルコウの双子の天使族はかなり村の生活に慣れたようだ。

　ハーピー族たちとの連携が上手うまくなり、魔物や魔獣に反撃されて怪け我がをすることも少ない。

　クロの子供たちやザブトンの子供たちも一安心。

　まあ、まだ油断はできないみたいだけど。




　キアービットは、グランマリアたちと同じように警戒任務についたり、ティアと同じように俺の補佐をしたりしている。

　ある意味、何でも屋だ。とても優秀だ。

　なので忙しい今の時期は、色々と頼られる。

　今も文官娘衆から仕事を振られていた。

「この仕事、ティアもやってたの？」

「ええ、ティアさんもやっていますよ。それが終わったら、こちらの仕事もお願いしますね」

「結構な仕事量に思えるけど？」

「無理なら構いませんよ。ティアさんにお願いしますから」

「やらないとは言ってないでしょ。これぐらい楽勝よ。任せなさい」

　頑張っているようだ。でも、無理はしないようにな。










　ケンタウロス族の移住が始まった。

　ビーゼルの転移魔法で、まずは大樹の村で挨あい拶さつをする。

「魔王国男爵、フカ＝ポロです。我らを受け入れていただき、感謝します」

　十歳の女の子が、四十人の大人たちを代表して挨拶をする。

「村長の火ヒ楽ラクだ。よろしく。こちらはコール子爵。男爵たちの住む村の代表になる」

「魔王国子爵、グルーワルド＝ラビー＝コールです。グルーワルドと呼んでください。爵位呼びは絶対に駄だ目めです」

「わ、わかりましたグルーワルドさま。よろしくお願いします」

「〝さま〟も不要です」

「は、はい。グルーワルドさん。私のことはフカとお呼びください」

「はい。フカさん、よろしくお願いします」

　グルーワルドとの顔合わせの次は、ケンタウロス族の世話役であるラッシャーシとの顔合わせ。

「ラッシャーシ＝ドロワと申します。よろしくお願いします」

「ドロワ……？　ひょっとしてドロワ家の血縁で？」

「現当主の次女になります」

「ははっ。これはご無礼を致しました。ドロワさまにおかれましては、ご機嫌麗しく……」

「若いのになかなかの礼儀ですが……伯爵の娘よりも、子爵の当主のグルーワルドさんの方が格上です。グルーワルドさん以上の挨拶を私にしてはいけません」

「失礼しました。え、えっと……」

「グルーワルドさん、ラッシャーシさん。そうお呼びください。ここでは爵位は役に立ちません。気楽にお願いします」

「はっ。よろしくお願いします」

「まだ硬いですが……まあ、いいでしょう。それで、ここに来る前にクローム伯に色々と言われたと思うのだけど？」

「え……あ！　そ、村長さま。大変、申し訳ありません。無礼の責は全て私に」

　あまり脅さないで欲しい。ガチガチじゃないか。

　若い子なんだから、もう少し優しく接してあげようよ。




　彼女たちが村に来るに際して、土産を用意してきた。

　本来なら移住先で冬を越すための食料を持ち込まなければいけないのだが、俺が不要と断った。

　なので手ぶらでいいのだが、それではと気が引けたのだろう。

　昔、手土産のあるなしで対応を変えていたルーたちを思い出すと、その辺りはマナー的なものなのかもしれない。
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　土産は荷馬車に積まれた二頭の羊。頭数は少ないが、若い雄おすと雌めすなので増やすことも可能だろう。

　ありがたく受け取り、牧場エリアに放ってもらう。

　……山羊や牛、馬と一緒だけど大丈夫かな？　山羊がいじめるかもしれない。

　クロの子供の一頭が、そんなことはさせないという顔をしているので任せる。

　頭数が増えたら三ノ村で育てるようにしてもらおう。

　新しい移住者たちの仕事としても、いいかもしれない。







　新しいケンタウロス族の移住者たちには大樹の村の施設を案内したあと、そのまま三ノ村に向かってもらう。

　ビーゼルの転移魔法を使わないのは、ビーゼルを休ませる意味と、途中の一ノ村、二ノ村での挨拶があるから。

　ケンタウロス族たちの足なら、大変という距離でもないだろう。そう予定していた。

　怖がられるクロの子供たちとザブトンの子供たちとの顔見せは、すでに終わっている。

　グルーワルドとの挨拶前に、ズラッと並んでいたのだ。

　ラッシャーシからの提案で、最初にガツンとやっておいた方が従順になるからと。

　別にクロの子供たちやザブトンの子供たちとの出会いが、ガツンとやることにはならないと思うけど、従った。

　うん、正解だった。

　個々にパニックを起こされるよりは、最初に一斉の方がいいよね。

　そして、それが済んでいるから予定通りにいけると思ったのだけど……。

　ハクレン、ラスティ、グラルが竜の姿で飛来してきた。

　新しい移住者たちは世界の終わりみたいな顔で気を失った。うーん、予定外。

　そんな彼らを見ながらグルーワルドとラッシャーシが同じことを呟つぶやいたのが印象的だった。

「私も慣れたなぁ」




　気を取り戻したケンタウロス族に、グルーワルドが説明。

「一番目と二番目に大きかったのが村長の奥さんで、三番目はこの前生まれた村長の息子さんの奥さんになる予定の竜」

　言葉の意味を理解してもらうのに、少し時間がかかった。

　やっぱり、生まれたばかりの息子の奥さんになる予定というのが理解を阻んでいるのだろう。

　そうだよな。まだ喋しゃべれないのに、奥さん予定だもんな。俺だって理解できない。

　まあ、絶対に夫婦にならないといけないとかじゃないから、多少は気が楽だ。

　ヒイチロウに限らず、息子には自由に相手を選んで欲しい。

　あ、自由だからって人妻とかは駄目だぞ。モラルの許す相手でお願いしたい。

　人数？　人数に関してはノーコメントで。

　これに関しては父親を見習ってはいけないぞ。







　ビーゼルとは一旦別れ、復活したケンタウロス族と共に一ノ村、二ノ村を回って三ノ村へ。

　そこには建築が終わったばかりの新しい家が数棟。

　冬のための衣類は……毛皮が中心になるけど十分な量があるから大丈夫だと思うけど、足りない場合は連絡して欲しい。

　俺の話を聞いていたのは半数だった。

　残りの半数は歓迎のために待っていた三ノ村住人に家族や知人、友人を見つけて駆け寄っている。

　ラッシャーシが注意しますかと聞いてくるが、やめておく。

　無粋だろう。

　話を聞いてくれる者たちを相手に説明していく。

　聞いてない人たちには、あとでグルーワルドが教えてやってくれ。







　大樹の村は武闘会に向けて、色々と場所を使っていて歓迎会を開く余裕が今はない。

　紹介は武闘会の時にやってしまおうと思う。

　なので申し訳ないが、今は三ノ村で小規模の歓迎会となった。

「え？　これ、一人分？　全部、食べていいの？」

「ちゃ、ちゃんとした食器だ……」

「パンも焼き立て……」

「肉だ。肉があるぞ」

「果物がこんなにたくさん」

　喜んでもらえているようだ。

　小規模の歓迎会でも形をしっかりしないといけないので俺、ルー、ラッシャーシは参加。

　ここまで彼らを連れてきたビーゼルも参加だ。

「竜たちといる方が豪華だったんだろうけど、悪いな」

「いえいえ、こちらの方が落ち着きますから。絶対にこっちの方がいいですから。変な気は絶対に使わないでください」

　よくわからないが、強く言われた。

「父ちゃん、今日は屋根のあるところで寝られるの？」

「ああ、そうだぞ」

　…………。

　出し物らしい出し物もなかったが、笑顔の多い歓迎会だった。
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　武闘会に向け、来らい賓ひんが集まりだした。

　まずは始祖さんとフーシュ。

「今年も楽しませてもらうよ」

　よく来ているので、久しぶりという感じがしない。

「ギラル君じゃないか。山から出てくるなんて珍しいね」

　始祖さんは竜一家の宴会席にスムーズに参加、そのまま楽しみ始めている。少し前よりは元気そうだ。

　仕事が一段落したのだろうか？

　フーシュに聞くと、揉もめていた国が潰つぶれたので揉めごとがなくなったとのことらしい。

　国が潰れるって一大事じゃないのかな？　それで逆に忙しくなくなるとは……大変そうだ。

「フーシュは交ざらないのか？」

　俺が始祖さんの隣に案内しようとすると、フーシュは笑顔でフェードアウトしていった。

　あ、一ノ村住人たちのことが気になるのかな？　でも、まだ来てないぞ。




　続いてマイケルさん。

　追加で頼んだ海産物と共にやってきた。

　武闘会も見ていくそうだ。

　移動はラスティがドライムの巣まで迎えに行った。

　今はガルフと何か話をしているようだ。




　そして、南のダンジョンからラミア族が三人。

　北のダンジョンから巨人族が十二人やってきた。

　大樹の村で働いていた者たちと合流し、武闘会開催まで各々行動しながら待つ。

　武闘会は、予定では三日後。







　唐突に武闘会会場の横で、相撲すもう大会が始まった。

　武闘会には参加しない者が、何かできないかと相談されて俺が提案したのが始まりだった。

　土俵を作るのも難しくなかったしな。

　マワシをつけない簡易ルール。

　これなら怪我もしにくいだろうと思ったら、そんなことはなかった。

　みんな、なんだかんだと擦すり傷や打ち身を作っている。フローラが武闘会前から大活躍だ。

　取り組みはできるだけ同種族でするように推奨。

　巨人族同士の取り組み、三メートル超クラスによる迫力のある相撲は大盛り上がりだった。

　その賑にぎやかさに観客も集まり、武闘会っぽいものが始まりつつあった。

　竜たちや始祖さんも酒を飲みながら見物している。

　まだ三日あるんだけど？

　ラミア族同士の相撲は……判定が難しいな。

　ハーピー族は無理しなくていいと思うぞ。

　あと、飛ぶのは駄目だぞ。




　二日前。

　クロの子供たち同士の戦いが、武闘会会場で行われた。

　クロの子供たちの中での代表者を決める試合のようだ。

　文官娘衆が管理しなくてもしっかりトーナメントをやってるな。

　相撲に続き、こちらも人気。

　ただ、区別がつかない。

　絡からみ合った瞬間、どっちがどっちかわからなくなる。

　あ、ザブトンの子供たちが、戦う二頭に衣装を着せ始めた。

　うん、区別が付く。どっちも頑張れ。

　あと、フローラ。大変だろうけど、よろしく。







　一日前。

　魔王たちがやってきた。

　今回は魔王、ユーリ、ビーゼル、グラッツ、ランダン。

　ホウは来れなかったようだ。

　ん、メモ？　酒リストだな。お土産に欲しいってことかな？　ドワーフに渡しておこう。

　とりあえず、全員を竜たちや始祖さんのいる場所に。

　魔王以外の者たちが、素早く散ったな。

　ユーリ、ビーゼルはフラウのところに。グラッツはロナーナに。ランダンはガルフ、マイケルさんに。

　グラッツとロナーナはわかるが、ランダンとガルフ、マイケルさんは妙に仲がよくなってないか？

　ランダンの妹の婚約に関わった？　へー。

　とりあえず魔王を竜たちや始祖さんのいる場所へ案内。

「えっと……ひょっとして……暗黒竜ダークドラゴン？」

「ギラルと知り合いか？　それなら話が早いな。他はドースの親族だ。あ、あの小さいのはギラルの娘のグラル」

　あとは竜たちにお任せしようと思ったが、魔王が俺の服を摑つかんで離さないのでしばらくその場に拘束されてしまった。




　竜たちの話題は主に相撲でどっちが勝つかと、北の大陸の竜の勢力争い。

　勢力争いと言っても竜はドースの一族の一強。

　ギラルの一族がドースの一族に抵抗するほぼ唯一の勢力で、他は全てドースの一族の支配下。

　しかし、ギラルがドースに従う姿勢を見せているので竜族は一枚岩になって安泰……。

　となればよかったのだが、上がまとまれば今度は下が争う。

「俺のところが、もっともドースさまに信頼されている」

「何を言ってるんだ。寝言は寝て言え」

「まったくだ」

　小さい勢力争いが勃発しているらしい。

　ギラルの一族を除けば、クォンとクォルンをドースの一族に送り込んだクォラインという竜の一族が有力らしいのだが、クォラインはそんなに強くないらしい。

　前に村を襲ったワイバーンに追い払われたこともあるらしい。

　なるほど、竜も色々ということか。

「いや、あのワイバーン相手だと、父上や母上、あとはギラル殿ぐらいでないと勝てんから」

　ドライムが、クォン、クォルンを擁護する。

　そうなのか？

「あのワイバーンは、ワイバーン一族でも扱いかねている暴れん坊だったからな。竜でないのが不思議なぐらい多才だった」

　…………。

　いきなり村を攻撃してきてムカつくという感情と、それなりに美味うまかったという記憶しかない。

「知り合いだったのか？　すまん」

　俺が謝罪すると、一斉に笑われた。

「ワシも食べてみたかった」

「そうですね」

「俺もだ。きっと美味かったのだろうな」

　弱肉強食が徹底されているようだ。

　竜の凄すごさだろうか。

　とりあえず、食事と酒の追加の隙に、俺は魔王から逃げた。

　大丈夫だ。

　ちゃんと話ができてた。頑張れ。







　鬼人族メイドたちがフル活動。

　明日の武闘会に向けての料理の仕込みをしたり、すでに作り始めたりしている。

　竜たちが宴会してたりするからな。

　キアービットも手伝っている。

　手伝いじゃない、ほぼ強制？

　そうか。お前は器用だから期待されているのだろう。ははは、そんなことあるって。邪魔だったら叩たたき出されているから。

　ああ、頑張ってくれ。




　一ノ村、二ノ村、三ノ村からも人が集まりつつある。

　相撲をするのは構わないけど、怪我しないように。

　ルー、ティア。

　フローラの手伝いを頼む。

　本番は明日なんだけどなぁ。




　武闘会前日の夜。

　各種族の決勝戦っぽい相撲が行われ、大いに盛り上がった。

　グラッツがミノタウロス族の決勝戦にまで残り、勝利していた。

　ロナーナの応援が届いたのだろう。

　土俵の上で抱き合わないように。




　その他の決勝戦っぽい相撲も消化されていく。

　一番の盛り上がりは、やはり巨人族。

　うん、凄い迫力。ぶつかった音が響く。

　土俵中央での力比べのあと、腕の差し合い。

　マワシをつけていないので、そのまま相手の脇に腕を入れ、投げる。

　三メートルの巨体が、土俵に落ちた。

　勝った巨人族が、両腕を上に突き上げる。

　大歓声。

　竜たちも喜んでいる。何度も言うが、本番は明日だからな。




　その後、相撲のフリー対戦が始まったが……明日の試合に出る者は遠慮するように。

　相撲は試合に出られない人たち用だからな。

　武闘会が終わったあとならやっていいから。
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　武闘会当日。

　晴天に天使族が七人。

　盛大な花火で開幕の合図をしたあと、竜族による編隊飛行。

　十頭以上の竜が統率の取れた動きで、飛び回る。

　テンションが上がったのだろうな。

　炎ブレスを吐はいたりしている。聞いてないぞ。

　森を燃やさないように上に向けて吐いているので、許す。




　この開幕の花火と竜の編隊飛行で、一ノ村住人と新しい三ノ村住人がパニックを起こした。あと、巨人族とラミア族も。

「大丈夫、すぐに慣れるから」

　周囲の温かい介護で、なんとか持ち直した。

　しかし、三ノ村住人はともかく、一ノ村住人は竜を見てなかったっけ？

　ハクレンは妊娠中だったけど、ラスティがよく竜の姿になっていたような気がするのだけど？　ラミア族や巨人族だって見てると思うが？

「数の問題」

　なるほど。

　ちなみに、フーシュとマイケルさんは猫を愛めでていて見ていなかった。

　猫が可愛いのはわかるけど、見てあげようよ。

　ほら、始祖さんが開幕の挨拶をしてるぞー。







　武闘会は、例年通り。

　一般の部、戦士の部、騎士の部の三部構成。




　一般の部は、一回戦うだけの勝負なので組み合わせで勝敗がかなり左右される。

　この辺りが改善点だとは思うけど、調整したとしても全てが全てベストマッチとはいかないのだから、運任せでも悪くないと思う。

　運に任せた結果、今年初参加のガットの弟子の一人とガルフの息子が対戦することになった。

　激しい戦いだったが、勝利はガットの弟子。

　力量ではガルフの息子の方が上だったように思えるが、勝負に集中していなかった。

　たぶん、舞台の石畳を割ることを変に意識し過ぎたんじゃないかな。

　そうそう割れるもんじゃないだろ？

　…………。

　舞台チェック。

　あ、割れやすい細工をしている箇所を発見。

　気持ちはわかるが、努力の方向を間違えていると思うぞ。

　ガルフの息子にイカサマ石畳を回収させる。




　一般の部の最優秀戦は、三年前に生まれたリザードマンと獣じゅう人じん族ぞくの男の子の戦い。

　リザードマンは若いけど、体格は一人前。

　対する獣人族の男の子は、仕事の合間にガルフに剣技を色々と教えられている。

　つまりパワー対テクニック。

　勝負が長引き、体格で勝るリザードマンが有利かと思ったところでこれまで隠していた投げ技が炸裂。勝負が決した。

　しかし、負けたとはいえリザードマン。

　踏み込みで石畳を一枚、割っていた。

　一応、ガルフの息子にイカサマ石畳の回収忘れじゃないことを確認し、褒ほめた。




　あと、一般の部では一ノ村の男衆が何人か参加していたが……。

「初心者の部を作るべきでしょうか？」

「検討しよう」







　戦士の部。

　一般の部よりは戦える人たちによる勝ち残り戦。

　連続勝利した数で優勝が決まる。

　ここでの優勝を決める鍵は、ラミア族。

　参加している二人のラミア族を、どう倒すかだ。

　この戦士の部にグラッツ、ランダンが参加しているが……。

　うん、勝ててない。

　グラッツは実力不足。ランダンは元気な状態のラミア族にばかり当たっていた。

　ちなみに、ラミア族はドワーフのドノバンが上手く倒していた。

　ドノバンは弱くないと思うが、これまでは山エルフのヤー、獣人族のガルフに優勝を阻まれていたからな。

　その二人は今回、騎士の部に挑戦するので順当にドノバンがそのまま優勝した。

「優勝は嬉うれしいが……来年が怖い」

　いや、優勝したら騎士の部にいかなきゃいけないルールはないからな。




　ランダンは残念だったな。

「ラミア族に翻弄された……勝ち方は見ていたが、同じことができないとはな」

　グラッツは……ロナーナに任せた。

　イチャつくなら周囲の邪魔にならない場所で頼む。







　そして騎士の部！　の前に、模範試合が行われる。

　希望者が多かったが、今年はクジで二試合だけ。

　前回、模範試合が盛り上がって本命の騎士の部が霞かすんでしまったからだ。

　本命は騎士の部。

　それを忘れてはいけない。




　模範、第一試合。

　竜王エンペラードラゴンドース　対　暗黒竜ギラル

　観客席から大歓声。

　うん、クジ任せだったがベストな組み合わせなのかもしれない。

　ただ、他の竜たちの顔色が悪い。

「総員、防壁を張りなさい。観客席も守るように」

　ライメイレンの指示で、竜族や始祖さん、魔王、ビーゼル、ルーやティアが魔法で防壁を形成していく。

「できれば、十キロぐらい離れた方が安全なのですが……」

　…………。

　中止。

　大ブーイング。

　いやいやいや。

　本人たちもこのままじゃ収まらんとか言い出した。

　しまった。本気でしまった。

　武闘会の会場が駄目になるのは想定内だが、村に被害が出るかもしれないのは想定外。

　許可はできない！　ならば！

「勝負方法をこちらで決定する！」

　ということにした。

　さて勝負方法だが、なるべく安全な勝負と思うと……。

「腕相撲！」

　駄目だ。ブーイングが止まらない。仕方がない。

「竜の姿で！」

　ブーイングが止まった。




　結果だけを言うと、かなり盛り上がった。

　急きゅう遽きょ、テーブルとなる場所が作られ、間延びしたかなぁと思ったがそうでもなかった。

　二頭の巨大な竜による腕相撲。互いを倒そうと力を込める。

　審判は俺がやるつもりだったが、無理なので始祖さんに任せた。

　かなり白熱した戦いだった。

　一進一退。

　そしてギラルがドースの腕をテーブルに叩きつけたが、勝利はドースに。

　ギラルが最後、気合を入れ過ぎて炎ブレスを吐いてしまったからだ。

　ギラルの反則負け。

「よしよし、よぉーしっ！」

「ふ、不覚……」

　ドース、メチャクチャ喜んでいるが大丈夫か？　顔面に炎ブレスを喰くらっただろ？

　あ、驚いただけで、平気と。なるほど。さすがは竜だ。




　第二試合。

　魔王　ＶＳ　ザブトン

「はい、クジに悪意を感じます！」

　魔王が手を挙げて抗議するが、不正はない。

「では、この試合も勝負方法を決めてもらえると」

　是非、お願いしますと言われた。

　ザブトンも構わないとのことで、勝負方法を決める。

「綱引き！」

　シンプルに綱を引き合い、綱の真ん中に付けた印を自陣にまで引き込めば勝ちだ。

「援軍、援軍をお願いする！」

　魔王の提案により、集団戦になった。

　魔王の援軍はてっきり四天王かと思ったら違った。

　ドライム、ドマイム、マークスベルガーク、クォルンの四人。

　ずるくない？

　魔王からずるくないと真顔の返事。

　ザブトンの援軍は……。

　ラスティ、グラル、ウルザ、ザブトンの子供たち多数。

　えーっと……。

　グラルやウルザが参加しているが大丈夫か？

　大丈夫？　怪我はさせないから安心して欲しい？

　ザブトンがそう言うなら任せるが……。

　まあ、綱引きなら大丈夫だろう。

　綱を身体に巻きつけるのはなし。危ないからね。




　審判は引き続き始祖さんで、勝負が始まった。

　純粋な力比べ。

　グググッとロープが引っ張られる。

　…………。

　かけ声とかないというか知らないのかな？

　綱引きはかけ声が大事というイメージなのだが……。

　贔ひい屓きかもしれないが、ラスティに伝える。

　ラスティは半信半疑だったが、かけ声をかけ始めた。

　すると僅わずかずつだが、ザブトン側が有利になっていった。

　それを感じてかグラルやウルザもかけ声をかけ始める。会場もそれに呼応した。

　一体感。

　ザブトン側が勝利に近づいていく。

　だが、それを打ち破る声。

「魔王様、ファイトォ！」

　四天王の三人が、応援団として全力で応援を始めた。

　ドライム、ドマイム、マークスベルガーク、クォルンの妻たちもそれに続く。

　綱の真ん中の印が行ったり来たり。

　勝負は激闘の末に、魔王側の勝利。

　大変、盛り上がった。

　盛り上がり過ぎた。

　まず、グラルが負けたことに不満を持ったギラルが再戦要求。

　そしてそのままザブトン側に参加。ならばとドースが魔王側に。

　その様子に、見学者たちが次々と参加。

　二回目はザブトン側の勝利。

　ギラル、グラルはともかく、村の住人と村の住人以外の対決になってしまったので数が少々不公平だったかもしれない。

　マイケルさんは魔王側で負けたけど、これは商売になると呟いていた。

　シャシャートの街でやるのかな？

　その後、綱引きの熱が冷めず……仕方なく村対抗戦が開催。

　村対抗戦と言っても、援軍が自主参加するのでいい感じにバランスが取れている。

　チーム名みたいなものだな。




　そして……。

「このペースだと、今日中に騎士の部は無理ですね」

「翌日に持ち越すか」

　その決定で、騎士の部に出るからと自制していた者たちも綱引きに参加。

　夜まで盛り上がっていたが……。

　本番、大丈夫か？
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　朝。

　祭りに続き、武闘会も二日開催になってしまったなぁと思いながらも準備を開始。

　準備と言っても、昨日やっていた模範でもなんでもない模範試合の後片付け。

　すぐ終わる。

　さすがに武闘会の開催に支障が出るレベルでハメを外したりはしないか。

　ガルフの息子が石畳を何枚か修理しているけど。




　ごほん。

「武闘会、騎士の部を始める！」

　観客席から大きな歓声。

　今年は参加者が多い。




　吸血鬼のルー。

　天使族のティア、グランマリア、クーデル、コローネ、キアービット、スアルリウ、スアルコウ。

　ハイエルフのリア。

　鬼人族のアン。

　リザードマンのダガ。

　悪魔族のブルガ、スティファノ。

　それと、ハクレンの助産師として来ていた悪魔族から五人。

　獣人族のガルフ。

　山エルフのヤー。

　ラミア族のジュネア、スーネア。

　巨人族から二人。

　インフェルノウルフからはウノとマサユキの子、フブキの子の三頭。

　デーモンスパイダーからは畳半畳サイズのが四匹。

　マクラは今回は出ないみたいだ。

　そして、死霊騎士デスナイトが一人。

　始祖さんがわざわざ転移魔法で連れてきた。

　合計三十二人。

　トーナメントに都合のいい人数だが、ハクレンの助産師として来ていた悪魔族たちが人数合わせに参加を表明してくれたのだ。

　実力的には騎士の部に出ても問題なしとドースたちが保証してくれたので安心。




　組み合わせはクジで公平に。

　シードはなし。

　朝から夜まで、三十一試合が行われた。




　一回戦の十六試合の感想としては、悪魔族の強さだろうか。

　ブルガ、スティファノ、そして五人の助産師の内、四人が勝ち上がった。

　敗北した助産師の対戦相手は死霊騎士。

　死霊騎士の武器は試合用の木剣だが、それでも剣技で悪魔族助産師を封殺。殺す気なら一瞬でやれたんじゃないかと思ってしまう。

　試合でよかった。




　そして予想外の敗北が、ウノ。

　悪魔族助産師の一人と対戦し、幻惑系の魔法で敗北してしまった。

　同じくマサユキの子、フブキの子も一回戦敗退。インフェルノウルフは悪魔族との相性が悪いのだろうか？

　それともブルガ、スティファノからクロたちの情報が流れているのに、こっちは悪魔族の戦い方を知らないという不利があったのかもしれない。




　ラミア族の二人、巨人族の二人も一回戦を突破できず。

　グランマリア、クーデル、コローネも敗退。

　スアルリウ、スアルコウは運がいいのか悪いのか、双子同士でいきなり対戦することになってしまった。

　泥試合の末、スアルコウの勝利。

　その泥試合のあと、ルーとティアによる好カード。

　しかし、予想に反してそっちも泥試合。

　ティアがなんとか勝利を摑んだ。

　俺の横で見ていたアルフレートが残念がっている。




　キアービットはガルフとの戦い。

　双方、高速戦。

　どちらの攻撃が先に当たるかの勝負になり、キアービットの膝がガルフの鳩尾みぞおちにヒット。

　決着となった。




　山エルフのヤーは、ハイエルフのリアとの対戦。

　ヤーは頑張ったが、リアの技術勝ち。

　そんな感じの一回戦だった。







　二回戦に残っているのは十六人。

　天使族のティア、キアービット、スアルコウ。

　ハイエルフのリア。

　鬼人族のアン。

　リザードマンのダガ。

　悪魔族のブルガ、スティファノ、助産師四人。

　ザブトンの子が三人。

　死霊騎士。




　ここまでの戦いから……俺の予想では死霊騎士。

　心情的にはティア、リア、アンを応援したい。

　あ、ダガやザブトンの子供たちも応援してるぞー。ウノたちは残念だったな。よしよし。

　向こうで待ち構えるクロサンやマサユキ、フブキが怖いのかな？　一緒に行ってやるから。全力でやった結果だろ？　大丈夫大丈夫……あー、クロサン、マサユキ、フブキ……手加減してやってくれ。

　マサユキはそんなに怒ってないな。怒っているのはマサユキの子のパートナーかな？

　手加減、手加減を忘れないようにな。

　戦えばどっちかは負けるんだぞ。

　拘こだわり過ぎるなー……あー、でも野生を考えれば勝負に負けるのはそのまま死か。

　厳しいのにも理由があるのかもな。







　二回戦。

　数多く残っている不幸か、悪魔族同士の戦いが二試合。

　その悪魔族同士の戦いに勝利し、スティファノが三回戦へ。

　助産師同士の戦いで、片方が勝ち上がり。




　ブルガはアンと対戦。

　アンの連打の前にブルガが沈んだ。

「一撃が重過ぎる……」




　ティアは一回戦の泥試合の影響か、精彩を欠いてザブトンの子に負けた。

　ちなみにその時、ティゼルは熟睡していた。




　ダガとキアービットの戦いは、ガルフとキアービットの戦いの再現。

　ただ、勝ったのはキアービットではなくダガ。

「その軌道は先ほど、見せてもらった」

　かっこいいことを言ってる。




　リアはザブトンの子と対戦。

　糸を巧みに避けて接近、ザブトンの子の上に乗った段階でザブトンの子がギブアップ。

「マクラさんの動きを真似しようとしているのでしょうけど、それは貴方あなたの特性に合っているのですか？」

　負けたザブトンの子は、リアの言葉を胸に色々と考えてみるらしい。




　死霊騎士はスアルコウを圧倒。

「手も足も出ませんでした」




　最後は残っている悪魔族助産師と、ザブトンの子の戦い。

　試合開始当初は、助産師の幻惑魔法が決まって勝利を手にしたと思ったが、それはザブトンの子の演技。

　助産師が油断したところを糸で縛り上げて勝利した。

「え、え、え？　そんなぁぁ～」




　こうして二回戦終了。

　残ったのは八人。




　ハイエルフのリア。

　鬼人族のアン。

　リザードマンのダガ。

　悪魔族のスティファノ、助産師。

　ザブトンの子が二人。

　死霊騎士。







　ここで少し休憩。

　有志による応援のダンスや歌が披露される。

　ハーピー族はここが自分たちの出番と張り切っているな。

　フーシュも歌うのか。なかなかの美声。

　マイケルさんも？　聞き慣れない曲だが、なかなか。

　グラッツとロナーナが乱入し、ラブソングみたいなのを歌っているな。

　うん、カラオケ大会みたい。

　ほっこりしつつ、俺は食事。

　一応は武闘会の責任者という立場になるから、食べながら見るわけにはいかない。自由に飲み食いできる観客が少し羨うらやましい。

　審判役をやっている始祖さんも食事にやってきた。ご苦労様です。







　三回戦。

　まずはリアと悪魔族助産師との戦い。

　これまでの戦いで手の内を知られた助産師は、リアに翻弄されてそのまま負けた。

　幻惑魔法は、初見殺しの意味合いが強いようだ。




　次にザブトンの子とスティファノ。

　ザブトンの子が有利かと思ったが、スティファノが糸を避けて接近、ザブトンの子の上に乗って勝利を決めた。

「私たちだって強くなっているのですから」




　アンとダガ。

　村の古参同士の対決となった。

　ダガの剣撃は避けられ、アンの打撃でダガの身体が浮いた。

　うん、終始こんな感じ。

　ダガは頑張ったけど、どうしようもなかった。




　最後が死霊騎士とザブトンの子。

　死霊騎士が剣を振り回しながらゆっくりとザブトンの子に近づき、接近した段階でザブトンの子がギブアップ。

　どうなっているんだと疑問に思っていると、ライメイレンがクォンに説明していたので聞き耳を立てた。

　どうやらザブトンの子は糸と同時に糸片を放って攻撃していたけど、剣で全部弾かれたから力量の差を感じてギブアップしたらしい。

　糸片……よく見れば床に針みたいなものが無数に落ちている。

　あれを投げて攻撃か。結構、怖いな。

　そしてそれを弾く死霊騎士。強いな。







　準決勝。

　まずはリアとスティファノ。

　これまでの試合の様子は互いに見ているので、あとはどれだけ隠している手があるか。

　リアは弓矢での攻撃から打撃、投げ技。

　さらに関節技を狙ったが……スティファノが全てを上回った感じで勝利。

「今回は優勝を狙ってみようかな」




　次はアンと死霊騎士。

　アンの打撃と、死霊騎士の剣撃のぶつかり合い。

　先ほどのザブトンの子との戦いと違い、目に見えるがそれでもその速さに驚く。

　双方、ほぼ足を止めての連撃。

　ドドドドドッとリズミカルな音が続いていたが、不意にボキッと鈍い音を立てて決着。

　死霊騎士の持っていた剣が折れたのだ。

　折れたのはいつものピカピカの剣ではなく、試合用の木剣。俺が作った木剣が足を引っ張る形になってしまった。

　相手を怪我させないようにと渡したのが悪かった。申し訳ない。

　え？　剣が折れるのは腕が未熟な証拠、だから気にするな……。

　死霊騎士、ありがとう。今度、盾たてを作ってやるからな。

　ともかくアンが決勝に。







　決勝戦。

　悪魔族のスティファノと鬼人族のアンの戦い。

　残念ながら決勝は盛り上がらなかった。

　試合開始直後、アンが急接近。

　石畳を割る踏み込みを伴う真っ直すぐな打撃を繰り出したが、スティファノは避けてアンの顎あごにカウンター。

　これでアンがダウン、決着となった。

　騎士の部、優勝はスティファノ。

「あはは。優勝は嬉しいですが……すみません、治療をお願いします」

　スティファノの片腕がブラブラしていた。

　アンの打撃を避けきれなかったらしい。

「折れてないわね。外れてるだけ」

　フローラは先にダウンしていたアンを治療。そのあとでスティファノの腕を治した。魔法、凄い。

　ダウンしていたアンも気付いた。

「決勝用に温存していた攻撃でしたが……まさか避けられるとは」

　頑張ったなと頭は……やめて背中を撫なでる。

「気を使っていただいたのは嬉しいですけど、ここは素直に頭を撫でる場面です」

　怒られた。







　そして表彰式。

　そのまま宴会に突入し、武闘会の会場はフリーバトルのステージになる。

「審判はちゃんと用意すること。双方合意の上じゃないと駄目だぞ。無理矢理は駄目だからな」

　フリーバトルにもルールはある。

　ドースたちが審判をやるから任せろと言っているので任せるが……竜同士で戦うのはやめるように。




　文官娘衆たちは、やっと終わったと食事をしながら気を抜き始めていた。

「ああ～……お酒が美味おいしい」

「食事も……やっと食べられた」

「そうね。明日の片付けまでは、のんびりしていいわよ。飲み過ぎないように」

　その様子を見ながら、俺も食事をする。

　食事が終わったら、アルフレートやティゼルたちを寝かしに、一度屋敷に行こう。

　そのあとは……まあ、その時に考えるか。




　会場の一部では腕相撲が行われている。

　あれなら怪我もしないだろう。平和でいいな。

「う、腕が折れたぁぁぁ、フローラさーん」

　…………。

　あとでフローラを労いたわっておこう。

　うん、特別に労っておこう。




　今年の武闘会が終了した。
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　三ノ村のフカとグルーワルドが居住エリアの周囲を走っていた。

　速度は出てないからランニングみたいな感じかな。

「グルーワルドさん」

「フカさん。どうしました？」

「ここは神話の国ですか？」

「え？」

「ここは神話の国だったのですか？」

「待って待って……えーっと。落ち着いてね」

「落ち着いています」

「急にどうしたの？」

「竜が……いっぱいでした」

「いっぱいだったね」

「腕相撲したり、綱引き？　でしたか？　それをやったりしてました」

「楽しかったわね」

「はい。楽しかったです。そして、食事が素晴らしく美味しい。つまりここは神話の国！」

「あはは……限りなく近いかもしれないけど、違うからね」

「グルーワルドさん。私も大きくなったら武闘会に出たいと思います。まずは一般の部でしょうけど、頑張りますよ」

「あはは。そのためには、頑張って身体を大きくしないとね」

「はい。頑張ります」










　獣人族のガルフとリザードマンのダガが、体操をしながら昨日の試合を振り返っていた。

「キアービットさんとの戦いは、もう少し形になると思ったんだけどな」

「天使族との戦いは研究不足だったな」

「むう。手合わせの機会がないからな。事前に何試合かやってれば……」

「それは向こうにも言えることだろ。お前のクセが見抜かれて終わりじゃないか？」

「クセって攻撃のパターン化のことか？　それなら派生を増やして対処したぞ」

「派生を増やしても根幹が同じだろ。派生前に潰される。キアービット殿に負けたのはそれだろ？」

「あれは向こうが槍やりを囮おとりに蹴り技で来るなんて思わなかったからで……」

「事前にキアービット殿は天使族にしては珍しく格闘戦もできると教えただろう」

「そうだけど……はぁ、全ては実力不足か」

「まあまあ。よし、身体もほぐれてきた。やるか」

「おう。まずはキアービットさんのところだな」

「うむ、話は通してある。ボコボコにされようか」

「一本は取る」










　魔王国四天王のランダンとビーゼルが、宿のテーブルで食事をしていた。

「今年も凄かったな」

「そうですね。貴方も……もう少しでした」

「組み合わせがなぁ……って、組み合わせでどうこうなるレベルじゃないよな」

「そんなことはないでしょう」

「いやいや、全員が連戦前提の体力温存。俺は勝つために全力だ。一回は勝てても、二回は無理。その結果だ」

「個人戦なら、貴方は魔王国でも有数なのに」

「そんなプライドと自信は、粉々に砕け散ってるよ。それよりあのガルフってのを、なんとか魔王国に引き込めないか？」

「無理です。彼は少し前にこの大樹の村に移住しました」

「手遅れだったか……シャシャートの街で会った時に多少強引にでも引き込むべきだったか」

「見たところ、彼は武人気質です。魔王国の将軍や教官を引き受けてもらえるとは思えませんよ」

「むう……。じゃあ、ラミア族や巨人族は？」

「可能性はありますが……ラミア族や巨人族が部隊を率いたり、技術を教えたりできると思いますか？」

「やってみなければわからないだろ？」

「一応、打診はしてみますが期待しないでくださいよ」

「打診できるだけ凄いよ」

「娘がラミア族とは懇意にしているみたいでして。そう言えば、貴方の妹さんの件は上手くいったようですね」

「おっ、その話する？　長くなるぞ」










「宗そう主しゅさま。鎮静の祈りは終わりました」

　フーシュが社やしろへの祈りを終え、始祖さんに報告する。

「ご苦労様です。昨日は盛り上がりましたからね」

「はい。まさか世界一決定戦を観ることになるとは」

「ははは。世界一決定戦ならドース君やギラル君も参加したがったでしょう。魔王はどうかな？　意地を見せるかな」

「それらの方々が不参加でも、出場者が凄かったですから。身が引き締まる思いです」

「血が騒ぐかい？」

「多少は。ただ、今の私では一般の部はなんとかなっても……戦士の部では勝てませんね」

「だろうね」

「当面は私の部下を。将来的には私の息子をそこまで押し上げたいかと」

「ははは。部下はともかく、息子さんの人生を勝手に決めちゃ可哀想だよ」

「大丈夫です。私の息子ですから。あの武闘会を観せればきっと目指すでしょう」

「家庭内のことに口は出さないけど、あとで家出したって泣きつかないでよ」

「承知しました。ただ、息子が強くなりたいと言った時は、協力をお願いします」

「その辺りは惜しまないよ」

「ありがとうございます。では、宗主さま。そろそろ……」

「そうだね。七箇所あるから覚悟してよ」

「はい。とても楽しみにしています。あ、行く前に質問が」

「何かな？」

「予定表の中に、温泉休憩が入っているのですが……」

「タオルはあるから安心していいよ」

「そうではなく、一箇所行く度に温泉に行く必要があるのでしょうか？」

「何を言っているんだいフーシュ君。礼拝の前には身を清めるのは当然の行為だろう」

「確かに。大変、失礼しました」

「わかればよろしい。お弁当は用意してもらったかな？」

「はい。ここに」

「では、出発しよう。ああ、死霊騎士を温泉に戻さないといけないから、まずは温泉に行くからね」










　ドースとギラルは昼から風呂に入っていた。

「グラルはどうするつもりだ？」

「ここに置いておこうと思う」

「村長が許可すればそれは構わんが……お主が頻繁に来るのは駄目だぞ」

「俺もここに住もうと考えているのだが？」

「許可できるか。自分の縄張りはどうする気だ？」

「お前に任せる」

「任せるって……お主があの場所に拘るからずっと争っていたと思うのだが？」

「そうなのだが……。なぜあの地に拘っていたのか自分でもわからん」

「何かあったのか？」

「それもわからん。急に頭の中がすーっと明るくなってな。それ以降、イライラもしないし健康そのもの。太陽なんか見るのも嫌だったが、最近の日課は日向ぼっこだ」

「属性が変わったのか？」

「いや、闇のままだ」

「そうか。まあ、なんにせよここに住むのも縄張りを捨てるのも許さん」

「俺だけ楽するのが許せんと？」

「うむ」

「お前も引退したらどうだ？」

「前にそれをライメイレンに言ったらメチャクチャ怒られた」

「はははっ」

「笑い話じゃないぞ。引退するなら命はいらんだろうと言われたんだ。本気で死を覚悟したからな」

「お前よりもライメイレンの方が竜王に相応しそうだな」

「そう思うが……竜王って男しか駄目だからな」

「お前らが勝手に決めたルールだろ？」

「そうだが、長く守っているとなかなか破れん」

「確かにな。いっそ、ここの村長にでも竜王を任せたらどうだ？　ハクレンの夫なら竜王の資格があるだろ」

「冗談は……意外といいアイディアかもしれんな」

「お？」

「今度、ライメイレンに相談してみよう。発案者はお主な」

「ちょ、やめろよ。俺が狙われるだろ」

「いやいや、村長が継げばその次はヒイチロウにと提案できる。ライメイレンも受け入れやすい」

「ヒイチロウが竜王？　考えたくないが、そこにグラルが嫁いで子ができれば……竜王、暗黒竜の血統と称号が一つになるな」

「暗黒竜王は駄目だぞ。なんかダサい」

「竜暗黒王とかは？」

「間に入れるな」

「竜王暗黒竜って変じゃないか？」

「初めてのことだからな。よく考えよう」

「うむ。あ、でも他の者たちは大丈夫なのか？　ドライムとかドマイムが竜王を継ぎたいとか言い出したら面倒ではないか？」

「常日頃から、絶対に嫌だと言われている……スイレンの夫にも言ってみたことがあるが笑いながら拒絶された」

「……風呂から出たら、吞のもう。うん、吞もう」







「魔王様、今、凄い会話が……」

「グラッツ。我らは何も聞いていない。聞いていないんだ」

「……ははは。そうですね。幻聴でした。さあ、しっかり身体を洗いましょう。お背中、お流ししますよ」

「お、すまんな」










　マイケルさんと文官娘衆が共に台帳を抱えながら困っていた。

「このままの取引が続きますと、魔王国中の金貨がここに集まってしまいます」

「それなりに消費をしているつもりですが……」

「全然足りません。言葉は悪いですが、現状はお金を溜め込むだけの貯金箱です。収入に見合った支出をしないと普通は経済が死にます」

「普通は？」

「ええ、この村は自給自足ができていますから……被害は魔王国が受け持つことになりますね」

「それは本意ではありませんね。対策としてはどういったものがありますか？」

「何かを大量に買っていただくのが一番ありがたいのですが……現状でもそれなりに買っていただいていますし、村では限界があります。提案としては……お金を使うための施設を村以外に建設されることをお薦すすめします」

「お金を使うための施設？」

「はい。たとえば私の店があるシャシャートの街に、食品工場や娯楽施設を作るなどです」

「食品工場……前々から言われているフローラさまの調味料関連ですね。それを作ると貴方のお店のライバルになりませんか？」

「それ以外で十分に儲けていますので大丈夫です。もちろん、販路が必要であれば提供させていただきます」

「貴方のところがいいって言うなら気にしませんが……。娯楽施設とはどういった施設を？」

「競技場、舞台、魔法を見せる魔法小屋、面白い話を聞かせる話小屋などです。女性の方に言うのもなんですが、風俗店などもありだと思います。ああ、娯楽施設に拘らず、普通に飲食店などでも構いませんね」

「そういった施設だと、お金を使う施設というか使わせる施設ではありませんか？　安くすると周辺のお店が潰れますよ」

「お値段はある程度、お考えいただきますが……飲食店はともかく、他は安売りだけで商売が成り立つわけではありませんから」

「んー……素人商売なら損する可能性が高いけど、資金があるからなかなか潰れない……貴方のいうお金を使う施設になるわけですね」

「はい」

「でも、それだと村が一方的に損するだけですよね。村にメリットはありますか？」

「村の作物、商品の紹介ですが……一番は評判対策ですね」

「評判対策？」

「はい。現状、大樹の村の評判はほとんどありません。知っている者だけが知っている状態です」

「村長が特に評判を必要としていませんからね」

「それはそれで構わないのですが……。いずれ知られるでしょう。そうなると、悪意ある方が風評を流した時に対処ができません」

「悪意ある？　敵対勢力があるのですか？」

「現在は例え話です。ですが、お金をたくさん持っているだけで恨まれることはあるでしょう。もちろん、ゴロウン商会が前に出て引き受けるつもりではありますが、限界があります」

「大樹の村の悪い評判が立った時に、それを打ち消すために今から準備するということですか」

「それもありますが、本命は大樹の村を隠すための組織を作るとお考えください」

「……なるほど。村に一番迷惑のかからない方法ですね」

「はい。他にも情報収集拠点として使えます。現状、私や魔王様、竜王さま、ドライムさま、コーリン教宗主さま……自分で言ってなんですが凄い面子メンツから情報収集できてますね。失礼。私を含め、現在の情報収集は速度面で問題があると思いませんか？」

「シャシャートの街に誰かが常駐すると考えれば……なるほど」

「ゴロウン商会は、全面的に協力させていただきます」

「わかりました。こちらでまとめ、村長に提案させていただきます。その際、貴方からの要望ということをお伝えしても？」

「構いません。よろしくお願いします」

「では、そのように。あとは……当面の消費ですね」

「今回持ってきた海産物で、冬の間は大丈夫ですよね」

「ええ。あ、村長がエビを大量に欲しがっていたわ」

「エビですか？」

「そうエビ。小さいのじゃなくて大きいヤツね。縁起物とか言ってたわ」

「わかりました。仕入れて冬前には届けさせます。あとは……」

「うーん……」

「頑張ってください。なんとか今回、金貨を持って帰らないとシャシャートの街が危ないんです。お願いします」

「最悪、無利子無担保で貸すから」

「信頼は嬉しいですが、商会の会頭として許諾できません。お願いします。何か買ってください。なんでも仕入れますよ」

「うーん」










　クロの子供たちは、珍しく集団行動をしていた。

　村の周囲を全力で走っている。

　朝から今まで……もうすぐ日が暮れるが……大丈夫か？

「村長。そろそろこっちもお願いします」

「ん、了解」

　俺はフローラと共に小屋に籠こもっていた。

　武闘会で治癒魔法を連発させ、苦労させたのでそれを労るためだ。

　マッサージとか、好きな料理を作ってやろうとか考えていたのだが、俺は『万能農具』のシャモジで発酵を促し続けていた。

「これで前に村長が言っていた納豆なるものが……ふふふ」

「俺、納豆は苦手なんだけど」

「好きな人は好きなんですよね？」

「そうだけど……チーズをメインにやろうよ」

「チーズはすでにあります。それよりもこれまでに見たことのない食べ物……ふふふ」

「フローラが気に入るとは限らないからな」

　俺はそう言いながらも、納豆の完成を予感する。

　…………。

　臭いを抑える食べ方って、どんなのがあったかなぁ。
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　武闘会が無事終了し、来賓もバラバラと帰っていく。

　温泉に通っている始祖さんとフーシュを除けば、最後まで残ったのはライメイレン。

　なかなかヒイチロウから離れなかった。

　最終的には連れ帰ろうとまでした。

　なんとかハクレンとラスティの説得で帰ったが……またすぐに来そうな感じだ。

　孫なら他にもラスティやヘルゼルナークとかいるだろうに。

　男の孫ってのが大事なポイントなのかな？　ハクレンに聞くと、ラスティやヘルゼルナークの時もそれなりに構っていたそうだ。なるほど。




　ギラルの娘、グラルが村に残ることになった。

　ハクレン、ラスティが問題なしと言うので許可した。

　当面は俺の屋敷の客用の部屋で寝泊まりする予定。

　仕事は……まあ、しばらくはウルザと同じで勉強さえしてくれたらいいかな。







　武闘会の反省会を終え、あとは限界まで冬の準備。

　食品を加工したり、獲物を狩ったり、冬の間の薪まきを確保したりだ。

　そう言えば薪は今のところ、俺が大半を用意している。

　死の森の木は切り難にくい。また、燃え難い。薪には不向きだそうだ。

　俺の『万能農具』で伐採、加工しているから、そう感じないだけで。

　死の森の木を木材にしてマイケルさんに販売、マイケルさんからは薪を購入するということも考えたが、流通量の少ないマイケルさんとのやり取りが、薪で埋まるので中止になった。

　薪より海産物が欲しい。

　ラミア族の住む南のダンジョンよりさらに南に行けば、薪に適した木もあるらしいのでラミア族に伐採と乾燥を頼んだりはしている。

　いずれは俺が用意しなくてもいい環境を作りたい。

　薪に代わる燃料の確保も考えた方がいいかな。







　会議が行われた。

　村の代表や種族の代表、文官娘衆が集まっている。

　会議の主な議題は、冬の間の仕事の割り振り。

「クローム伯より、麻マー雀ジャン牌パイ二十セットの注文が入っています」

「二十セット？　多いな」

「雑談をしながら楽しむのに丁度いいそうです。ゲームの途中だと抜け難いですし」

　貴族の雑談か……大事な話とかしてるんだろうな。

「それと、ゲームの魅力に惹ひかれた貴族数人が自前の牌を欲しがってと……」

「それはわかるけど、別に魔王国で作ってくれても怒らないぞ」

「職人に打診したところ、百三十六の牌を同一規格で作るのは至難の業だそうで……」

「あー……」

　俺が『万能農具』で楽している部分だな。

「折り畳みのテーブルや点棒、箱などは魔王国で制作するので、牌をお願いしますとのことです」

「了解。頑張るよ」

「お願いします。次にゴロウン商会より、馬車用のサスペンションを追加で十組」

「現在、二十組の注文を受けているんだったよな？」

「はい。合わせて三十組になります。ハウリン村の方は、十組ずつの納品になってもいいなら可能とのことです」

　サスペンションの要かなめのスプリングはハウリン村製だからな。

「ハウリン村が大丈夫なら……」

　俺は山エルフのヤーを見る。

「問題ありません。引き受けてください」

　頼もしい。引き受けることになった。

「コーリン教より、創造神像を二体……一体は温泉地に置きたいとのことです」

「温泉地に置きたいってことは、一体は木像じゃ駄目ってことかな？」

「いえ、材質には拘らないそうです。この辺りの木なら温泉地でも簡単には傷まないでしょうし」

「了解。受け渡し期間を確認しておいて」

「それに関してですが、できた時で構わないと。その代わり、魂が乗った時に作って欲しいとのことです」

「難しいことを……」




　このように外部からの依頼を優先して、冬の活動が決定される。

　もちろん、村人の生活を脅かさない前提でだ。




「これは今年の冬だけの仕事になりませんが……魔王国のホウさまより、お酒の製造希望が来ています」

「製造希望？」

「はい。ホウさまの指示する穀物と方法で酒を造って欲しいとのことです」

　簡単に言えば、穀物の段階で買うから酒にして売って欲しいとのことだ。

「ん？　それならこっちに頼まなくても、自分のところで造ればいいんじゃないか？」

　ホウは魔王国四天王の一人で、貴族だろ？　前に聞いた話だと領地を持っているらしいから、酒造業関係者だっているだろう。

「お酒を理解している者にしか頼みたくないと」

　まあ、それなら村のドワーフたちが相応しいだろうが、領地の酒造業関係者が泣くぞ。

　俺はドワーフのドノバンを見る。

「酒が不出来になるかもしれないってのに……そこまで信頼されちゃあ、やらないってわけにはいかないだろう」

「わかった。穀物の買取に関しては次の収穫のあとで……なんだこの手紙は？」

「ホウさまからの嘆願書です」

「ひょっとして、今年の収穫分から売ってくれと？」

「はい。クローム伯を通して、一度は断っているのですが……」

　手紙を確認。

　内容は長々と丁寧に書かれているが、要約すれば〝今年のサトウキビを売ってください〟とのこと。

　サトウキビからってことは……蒸留酒かな？　前に来た時、かなり気に入っていた様子だった。

　量は三樽分。

　…………。

　俺は文官娘衆に頼み、在庫を確認する。

「あいつは酒の味がわかる者だ。売ってやってくれ」

　ドノバンの後押しもあり、引き受けることに。

　この件は、ドノバンに任せる。




「あと、ドノバンさんにこれを」

「ん？」

「武闘会のあと、クローム伯が帰る際にお酒を渡したじゃないですか。そのお礼状では？」

「律儀なものだな……んんんんんんんんんんん」

　ドノバンは手紙を見て顔をしかめた。

「変なことでも書いてあったのか？」

「いや、お礼状だ。ただ……向こうの要求の酒を全部渡したわけじゃないからな。なぜあの酒がないのだとクドクドと書かれている」

　チラリとお礼状を見るが、怨おん念ねんが籠もっている感じがする。

「あの酒って？」

「例のハチミツの……」

　村のハチミツで作ったハチミツ酒か。確かにあれは美味かった。

「飲ませてやった時に、そう簡単には飲めんぞと伝えたのだがな」

　ブツブツ言いながらも、ドノバンはなんだか嬉しそうだ。

　怨念籠もる手紙だが、見方を変えれば造った酒を熱望されているということだからかな。







　その後、色々と話し合う。

　三ノ村の新しい移住者の食器類が不足していること。一ノ村で竹細工用の竹が不足しているとのこと。グラルのための家作りの計画。

　グラルの家ができればラスティと同じように使用人を連れてくる予定らしい。ギラルが来た時に泊まれる場所としても使いたいとのことだ。

　同様にドースからも家を希望されている。

　冬場の建設は無理……頑張ればできそうな気もするな。いや、無理は駄目。

　春になった時にすぐに建設できるように準備に集中しよう。




　他に、今年も競馬をするのか？　プールを何かに使えないか？　北のダンジョンの巨人族と、南のダンジョンのラミア族との交流を盛んにするための道作りの提案など。

　話の内容は多岐に渡るが、大半が今すぐの決定にはならない。

　冬の間に各自、考えましょうということだ。

　……考えないとな。

　思いつきでばかり行動している自分を反省。







　会議のあとは軽い食事会。

　そう言えば、少し前の納豆騒動を思い出す。

　フローラに頼まれて納豆のタネを作っていたのだが、ドワーフたちが慌あわててやってきた。

　なんでも大豆を発酵させたものは、酒造りの天敵だということだ。

　そう言えば、納豆菌の強さをどこかで聞いた覚えがある。

　酒やチーズ作りの時に、納豆菌は禁忌タブーだと。

　まずいことをしてしまったと思ったが、ドワーフたちは発酵小屋の四隅で何か作業をし始めた。

「なんだこれ？」

「発酵させる精霊を大人しくさせるための呪まじないだ」

　俺が感心していると、これは発酵小屋を建てた時にドワーフが設置したらしい。知らなかった。

　これが納豆のタネによって限界が来て警報を発し、ドワーフたちが慌てて来たそうだ。

「よし、これで当面は大丈夫。ほかの発酵食品に影響が出るようなら、その大豆を発酵させたものは別に小屋を建てるべきだな」

　どういった原理かわからないが、菌が広がらないようになったらしい。この世界では、菌も精霊が司っているのかな？

「その呪いって、誰か研究しているのか？」

「さあ？　ワシらは昔っから、使っているだけだからな」

「フローラは？」

「古代の精霊魔法の一種ですね。廃れているので研究している人は少ないかと」

「これがあるって知っていたのか？」

「自分のテリトリーですから。ただ納豆が警報を出すほど強力だとは思いませんでした。本当にすみません」

「いや、俺も油断していた。未然に防げてよかった」

　本当によかった。

　しかし、菌を封じ込めるのはなんとなく理解できるが、発酵した食品を持ち出す時はセーフというのはどういった理屈なんだろう？

　衣服や身体に付着した菌も外に出さないのは、昔の人の執念を感じる。




　いや、食に拘るのは生物の性さがか。

　俺は目の前に並べられた食事や酒を見ながら、ため息を吐つく。

　軽い食事会じゃなかったっけ？　宴会になってるけど。

　まあ、いつものことか。

　会議に参加してない人たちも集まり始めていた。
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　前々から言われていた俺の呼び方。

　他に村を作ったので、各村の村長と呼び方が被るのでなんとかして欲しいと言われていた件が解決した。

　俺の呼び方は〝村長〟。変わらず。他の村の村長たちを〝村長代行〟もしくは〝代行〟と呼ぶことになった。

　まあ、公式というか大樹の村に来ている時や客がいる時だけだ。

　各村では村長で構わないだろう。

　これは種族代表の会議で決定した。

　長々と問題になっていた割には、あっさりと決まってしまった。

　本当にみんな、これでよかったのか？　一応、俺も考えていた呼び方があるのだが？　今回は自信作だぞ。

　ん？　アンは聞いてくれるか。優しいな。では、ごほん。

〝村長長〟

　どうだろう？

　…………。

　なぜ笑顔しか返さないのかな？　どうして目を合わせない？　駄目なら駄目と言ってくれていいんだぞ？










　屋敷の工房には、三台の馬車がある。

　サスペンション以外にも何か改造できないかと、マイケルさんやビーゼルから渡された馬車だ。

　うち、一台を俺が自由にしていいことになった。




　自由にしていい馬車。

　次に俺の頭に浮かんだ言葉は、キャンピングカー。

　正直に言おう。憧れていました。移動する家、いいなぁと。ロマンを感じると。

　やっちゃうよね。




　馬車の中は意外と広い。

　三人掛けの長椅子が向かい合って設置されている。

　しかし、この長椅子。大人三人が並んで座ると少々窮屈。二人でゆったり座るぐらいがベスト。

　つまり、この馬車は四人でゆったり乗ることを前提にされている。

　だが、俺のコンセプトはキャンピングカーならぬキャンピング馬車。

　といっても、現実問題、馬車内で火とかは使えないだろうし、水場やトイレの設置は厳しい。

　なので一人乗りの快適空間を目指す。




　まずは長椅子を二つとも撤去。

　代わりに一人用の肘ひじ掛け付きの椅子を用意する。ザブトンの布や毛皮で全面ふっくら仕様の椅子だ。リクライニング機能も搭載し、足も伸ばせるように……うん、ベッドにもなるな。

　ふふふ。

　これを馬車の中央寄り、リクライニング機能を邪魔しないように設置。

　馬車の出入り口は真ん中にある。ちょっと出入りし難い。

　なので後ろの方に設置し直し。

　くっ、ベッドになるぐらいまでには倒せない……。

　い、いや、椅子の機能があれば十分だ。




　周囲の空間が広い方が落ち着く人と、色々あった方が落ち着く人がいると思う。

　俺はどちらかと言えば色々あった方が落ち着く。

　しかし、圧迫感は少なめにしたい。

　なので……。

　椅子の肘掛けぐらいの高さの箱を椅子の左右に設置し、収納を確保。箱の上面に開閉式の蓋を設置し、テーブル代わりに。

　でもって椅子に座ってみる。

　うん、悪くない。

　しかし、食事をする時のために正面にもテーブルが欲しいな。

　となると……。

　椅子の横から正面に出てくる可動式のミニテーブルを設置。

　ここのギミックに二日かかった。




　この辺りでいつの間にか山エルフが数人、俺の作業を手伝い始めていた。

　そのままお願いする。




　次は……窓だな。

　現在、窓は馬車の両側面と正面。正面の窓は、御ぎょ者しゃとの連絡用の小窓だ。椅子に座ると、それが正面に来る。見栄えが悪い。

　窓を大きくするのはどうだろう？　馬車の構造上、正面の窓を大きくしても見えるのは御者の背中や後頭部になる。駄目だ。

　じゃあ窓をなしにする？　椅子に座って壁を見つめるのか？

　想像してみる。

　……中断。駄目だな。

　山エルフたちと相談した結果、椅子の設置方向と位置を変更。

　馬車の進行方向に対し、横向きに。そして椅子の正面に窓が来るように、椅子は馬車の後部側に寄せる。

　この位置も椅子は倒せないが、悪くない。出入りもしやすいしな。

　では、もう反対側に棚を設置。

　書斎っぽくなってきた。




　椅子に座ってみる。

　正面に窓。椅子の横から出てくるテーブル。棚。

　うん、いいんじゃなかろうか。




　この馬車。当然ながらサスペンションを装着済み。となれば……。

　実際に乗ってみたくなる。

　山エルフの一人が御者に立候補し、馬を呼びに行ってくれた。

　途中でケンタウロス族にインターセプトされたようだ。ケンタウロス族が満面の笑みでやってきた。構わないけどな。

　さっそく出発。

　…………。

　椅子は進行方向に向けて横に設置している。

　この椅子の横にある棚。簡単に言えば、棚は御者側にあり、椅子は後部側にある。

　馬車が出発した瞬間、棚に置いているものの三分の一が落下した。

　これはケンタウロス族の勢いある出発に文句を言うべきだろうか。いや、構造的な欠陥だな。

　そして、それほど移動していないのに棚に置いたものは全て落ちている。

　これまでの馬車の中に、物があまり置かれていない理由が理解できた。反省。

　棚を改良すべきだろう。

　船などの棚には落下防止のガードがついている。それをつけた棚にすべきだった。あと、棚の角度も。

　それと同時に、椅子と棚の位置を変えた方がいいかもしれない。

　やはり実際に乗ってみると色々と問題点が出る。

　いいことだ。




　ここで山エルフたちから質問があった。

「この馬車はどういった時に使うのですか？」

「当然、移動だが？」

「お一人で移動されるのですか？」

　…………。

　元々はキャンピングカーならぬキャンピング馬車を目指した。

　移動する家。

　台所、シャワー、トイレがある感じ。しかし、現実問題で一人乗りの快適空間にシフトした。

　これが間違いだったのか？

　俺が一人で馬車を使って移動することがあるだろうか？　ないな。

　それに、馬車の中が俺一人だとしても、御者かケンタウロス族が同行する。

　…………。

　俺は間違いに気付いた。

　初期コンセプトのキャンピング馬車を忘れるべきじゃなかった。

　移動する家。

　必要なのは台所、シャワー、トイレだ。

　省くべきは快適空間。俺が乗る場所。

　俺は別の馬車に乗る。

　いや、御者台に座っても構わないぐらいで考えるべきだった。




　やり直し。

　人が乗って移動することを前提とせず、移動する馬車に同行させ快適な旅を提供することをコンセプトにする。

「つまり……今の車体では駄目なのでは？」

　山エルフの言葉に俺は頷うなずく。

「手の空いてるハイエルフたちを呼んできてくれ」

「……やるんですか？」

「やる。お前たちは車輪関係を頼む」

　車体作りが始まった。










　十日後、一台の馬車が完成した。

　見た目は普通……より少し縦長の四輪馬車。これの車内に乗車スペースがない。

　御者台と、馬車の後方に作った台に座れる程度。

　この馬車の本領は停車時の変形にある。

　そう変形。

　まず御者台と前方の車輪が前に移動、後方の車輪が後ろに移動。同時に車体が下に沈む。

　そして、地面に設置するギリギリのところで足が出て車体を固定。

　さらに車体が縦に半分に割れ、左側が九十度開く。

　開いた左側に現れるのは所狭しと収納された料理道具。組み立て式のテーブル、椅子を取り出し、馬車の上面から日除けの布を伸ばし、張れば立派な台所になる。

　さすがに竈かまどは乗せられなかったが、野外で火さえ起こせれば十分な料理ができるだろう。




　そして残った右側。

　こちらは食材と八枚の縦長の木の板が収納されている。

　食材は食事用。

　八枚の縦長の木の板は四枚一組で立て、シャワールームとトイレの空間を作る。屋根は布で取り外し可能。




　シャワールームは、馬車の上部に設置された水タンクから竹の水路を使って水を引き、シャワーが使えるようになる。

　下は竹を組んだスノコのようなもので、水が溜まることはない。

　さらにシャワールームに入るまでの目隠し、着替え場所として各種紐ひもとカーテンを用意。

　シャワーに使った水はそのまま捨てるので設置場所に注意しないといけないのが難点。




　トイレの本体は、馬車の外側に取り付けられているオマルを使う。

　そのままでも十分に使用できるが、衛生面を考えてスライムを一匹、同行させたい。

　トイレ用の手洗い場、尻拭き用の葉っぱを備蓄できる場所も用意している。

　馬車に作る案もあったが、台所や食材置き場と近いので却下となった。




　この馬車の最大の工夫は変形だが、降ろした車体を持ち上げるジャッキ機構と、車体上部の水タンクに水を送り込む小型の手押しポンプも自慢だ。







　馬車の変形、シャワールーム、トイレの設置には、慣れた者が三人いれば五分で完了する。

　元に戻すのには少し時間がかかって十分。うん、満足な完成具合だ。

「完全に貴族用ですね」

「料理人を同行させないと駄目よね？」

「トイレの管理をする者も専用に欲しいですね」

「上部の水タンクに台所分とシャワー分、トイレ分……重量的に馬の一頭引きでは厳しいですよね」

　文官娘衆たちからの評判が厳しくとも、満足だ。

「技術的には色々と参考になる部分が多かったです。特に変形は最高です」

　山エルフたちは理解してくれている。ありがとう。

「ジャッキ機構と小型ポンプだけでいいんじゃない？」

　ルーがロマンのないことを呟いてくれる。

　わかってる。俺も途中で気付いてるから。この馬車の量産はさすがにしないさ。だが……。

「作ったからには使ってみよう。食材だなんだと積み込んであるしな」







　日帰り予定なのでシャワールームは使わなかったが、トイレはそれなりに活躍。

　台所には俺と鬼人族メイドたちが立った。

「さすがに百人近い数は厳しいのでは？」

　希望者だけだったのだが、思ったより同行者が多い。

　食器は使っては洗ってのフル回転。

　護衛のクロの子供たちが獲物を狩ってきてくれなかったら、危なかった。

　水辺に近いので水の心配はなし。

　ドワーフたちは酒を飲んでるしな。

　まあ、みんな楽しんでくれたようだし、馬車も問題なく機能した。

　アルフレート、ティゼル、ウルザ、ナート、グラル、獣人族の男の子など小さな子たちが、馬車の変形に目を輝かせてくれたのでよしとしよう。







「あの、村長？　こんな場所でみんな集まって……何をしているんですか？」

　定期的に各村を移動しているケンタウロス族の者に質問された。

「ピクニックだ」

　場所は大樹の村と一ノ村の間の川を渡している橋の近く。

　村から五キロぐらいの場所である。

　馬車で行ける場所など限られているのだ。
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　冬が来た。寒い。

　しかし、家の中は暖かい。

　今年も、何十匹かのザブトンの子供たちが屋敷内で冬を越すようだ。

　ザブトンも屋敷で過ごせばいいのにと思うが、強制はできない。また春に会おう。




　クロ、ユキ。

　お前たちは別に外で遊んでも構わないんだぞ。毛皮があるだろう？

　俺のコタツに入り浸びたるのはどうなのかな？　コタツに入る前にちゃんと足は洗って……洗っているみたいだな。綺き麗れいだ。

　わかった。でも、頭は出して、コタツに潜り込まないように。

　クロの子供たちが順番待ちをしているのを含め、いつもの冬の光景だな。

　お前たち用のコタツ、作ってやっただろ？　そっちはそっちで使っている？

　だったら俺のコタツに拘らなくても……俺のコタツに入ることを名誉とかにしないで欲しい。










　ルーと魔法の道具、魔道具に関して相談する。

　話によれば、魔法を封じた道具はそれなりに数があるらしい。

　ただし、上流階級が独占。

　一般庶民が魔道具に触れる機会は、ほとんどないそうだ。

　そうか。残念。

　と思ったら……。

「竜王や始祖さまがお土産や出産祝いでいくつか持ってきているでしょ？」

　…………。

　そう言えば、前にダンジョンの管理用アイテム〝迷宮ラビリンスの輝石ストーン〟をもらったことがあった。

　他にもそういったのがあったのか。

　俺が求めるのはコンロ的なものや冷蔵庫的なもの。

　キャンピング馬車を作っている時に、あればいいなと感じたからだ。

「火を起こす魔道具や、水を出す魔道具はあるけど……料理をするのは厳しいわね」

「そうなのか？」

「基本、魔法は一つのことしかできないから。魔道具も一つのことしかできないのよ。例えば、火を起こす道具は、一定量の火力を一定時間しか出せないの。火力調整はできないから、料理には使い難いんじゃないかな」

「そうなのか？　ドースからもらった〝迷宮の輝石〟は色々とできるんじゃないか？」

「アレは例外中の例外。伝説級のアイテムよ」

「そうだったのか？」

「ええ」

「ラミア族に貸し出してしまったが……」

「持ってても仕方がないし、使っているなら問題ないでしょ」

　確かにそうだな。




　話を聞くと魔道具は役に立つ場面が限定されているといった感じだろうか。必要とされる場面では、とても役に立つらしい。

　でもって、大樹の村にある魔道具たちは……ほとんどが攻撃魔法と防御魔法。

　そうだよな。一つのことしかできないなら、そういった方向になるか。

　俺の願ったものはなかった。

「仕方がない。こうなれば作れる者に依頼するしかないか？」

「どういった魔道具を依頼するの？」

「言ったろ。料理に使えるものだ」

「調整できないって言ったじゃない。なんでもかんでも同じ火力じゃ料理はできないでしょ？」

「そうでもないさ。火元からの距離で調整すればなんとかなるだろうし、なんだったら複数並べてもらってもいいしな」

「複数並べる？」

「ああ。楽器みたいに、火力を少しずつ違う魔道具を並べるんだ」

「それは……凄いわね」

「すでに誰かがやってそうだが？」

「魔道具を作るのにお金だけじゃなくて貴重な材料が必要になるから、そんな勿体ないことは誰もやってないわよ。というか料理に使うって発想がおかしいから」

「そうなのか？」

「ええ。実際、料理は……この村では色々やってるけど、外じゃそんなに手を加えないから」

　そう言えばそうだった。

「それに、料理に使う魔道具を作らせるぐらいなら、料理人を雇って普通の道具を与えた方が安上がりだからね」

「あー……確かにな」

「今の屋敷に不満があるわけじゃないんでしょ？　そんなに必要なの？」

「そう言われると困るが……料理じゃなくても、馬車の中で温かいお茶が飲めたらいいと思わないか？」

「馬車の中でって……火傷するわよ」

　……確かに。

「まあ、貴方が欲しがっているのだから頑張るわ。メモを書くからよろしくね」

「ん？」

「魔道具、欲しいんでしょ？」

「そうだが……え？」

　ルーは魔法、薬学以外にも、魔道具作りでも有名人らしい。

　渡されたメモには素材の名前と量が書かれていた。

「ゴロウン商会で手に入ると思うから。あと、村にある魔道具をいくつか潰すわよ」

「わかった」

　よろしくお願いします。










　俺は木材の前で精神を統一する。

　現在、俺の中の予定で作らねばならないものがある。

　その一つを一気に作り上げる。

　俺が形を作るんじゃない。木材が成なりたい形にしてあげる。それだけだ。

　そしてできた直径一メートルぐらいの丸い盾。

　うん、いい。

「頼む」

　俺はでき上がった盾を横で待っていた山エルフに渡す。

　彼女が盾の内側にベルトを装着する。そのベルトに取っ手を取り付け完成。

　盾に取っ手を固定しないのは、持つ位置などを調整できるようにだ。

　これで最低限。




「では、どうする？」

　俺は山エルフに聞いた。

「変形ギミックを取り入れ、盾の大きさが変わるのはどうでしょう？」

「強度面で不足が出るんじゃないか？」

「敵の攻撃を一回防げたら、それで十分では？」

「重くなるのが問題か？」

「穴を空けて軽量化を」

「なるほど」




　二枚目の盾を制作する。

　一枚目と似た外見の盾。

　ただ、厚みが前回の二倍。やはり一枚目より少し重い。だが、持てない重さではないだろう。

　山エルフがベルトと取っ手を取り付ける。

　そして、取っ手に細めのベルトをセット。この細めのベルトがスイッチだ。

「試してみたいな」




　外は冬で寒いが動けないほどではない。

　というか動いている者がいる。

　リザードマンのダガと獣人族のガルフだ。

　俺の屋敷のホールで剣の練習をしていたが、鬼人族メイドのアンに睨にらまれて外に追い出されていた。

　二人を呼んで試してもらう。

　ダガが盾を持ち、ガルフが剣で攻撃。

「本気で攻撃してもいいのか？」

「ダガは構わないか？」

「もちろんです」

「なら本気で頼む。ダガは盾で受けて欲しいが、盾を信用し過ぎるなよ」

「どういうことです？」

「盾があっさりと砕ける可能性がある」

「それは怖いですね」

「盾の実験だから、盾が壊れたら終わり。忘れないように」

　ちなみに、ギミックに関してはダガには教えたが、ガルフには教えていない。

　実験開始。

　まずは普通にガルフの攻撃を避けたり盾で受けるダガ。問題はなさそうだ。

　ガルフの攻撃速度が少しずつ速くなっていく。

　ダガは避ける回数が減り、盾で受ける回数が増えていく。

　しかし、ダガは一方的に攻撃を受けるだけでなく、時々盾で殴り返している。

　ガルフはそれを避けていたが、ついに受け損ねダメージを負った。

　それで完全に戦闘モードに入ったのだろう。

　ガルフの怒ど濤とうの攻撃。ダガが盾で殴り返す隙がない。

　ガルフの攻撃で、盾が少し弾かれた。

　ガルフの視線に盾から身体を出しているダガ。そこだと剣を振り下ろした。

　見物していた俺と山エルフは、同時に思った。

　今だ！

　ダガもそうだったのだろう。ベストのタイミングでギミックを作動させた。

　盾の側面、三箇所から木製の三日月ブレードが飛び出した。

　そのブレードの一枚が、ガルフの剣を受け止める。

　驚くガルフ。そして悲鳴を上げるダガ。




　盾の仕掛けは、盾の中央に歯車を仕込み、その歯車を回転させることで連動させているブレードが盾の外側に広ひろがる。

　そう難しいギミックではない。

　一瞬だが、盾の防御面積を広げる効果を狙った。

　それは上手くいった。

　予想外だったのは、広がった防御面積を使用しているダガが理解していなかったことだ。

　三日月ブレードの一枚が、ダガの前に出していた太ももに刺さっていた。

「すまん。大丈夫か？」

　俺と山エルフはダガに謝った。

　急ぎ、フローラを呼んで治癒魔法を頼む。




　ダガの治療が終わると、感想を聞く。

「ビックリした」

　ガルフの素直な意見。

　試合とかなら通用しないだろうけど、実戦だと効果があるんじゃないかとのこと。

　ダガも似たような感じ。

「初めてだったので広がる大きさを理解していませんでしたが、なかなか面白いかと。ブレードを木製ではなく、鉄製にはできないのですか？」

「重量面がな」

「十分軽いと思いますが？」

「そうなのか？」

　ガルフに持たせてみる。

「鉄の盾に比べれば、全然軽い。倍になっても使えると思う」

　なるほど。他に意見がないか聞いてみる。

「少し気になったのですが盾の表面にもう少し取っかかりが欲しいですね。剣が流れるので捌さばきやすいですが、相手の剣を弾くには不向きです」

「あ、それは攻撃してて俺も思った。引っかけられて剣を折られる心配がないから、思いっきり攻撃できた」

　そうなのか？　盾ってツルツルの方がいいと思ったんだけど。

「そういった盾を使う種族もいますが……。こう盾を構えて攻撃された時、このまま剣が内側に滑ると足に当たってしまいますから」

「その分、盾に衝撃が来るから腕力が必要になるけどな」

　勉強になる。

　とりあえず、盾の表面には突起があればいいのかな？

「そうですね。でも、そんなにゴツゴツさせる必要はないんですよ。例えば……これに村長が得意としている彫り物をする程度で」

　彫り物を得意としているつもりはないが、そういった認識なのか。

「ただ、盾の端には返しが欲しいですね。さっき言った剣が滑った時の対処です。相手の剣を引っかける時もそこを使いますから」

　ふむふむと意見を聞き、工房に戻る。




　改造。

　ブレードを鉄製にする案は悪くないが、今すぐできないので保留。

　盾の表面に彫り物。相手を威い嚇かくするために、怒おこっている竜をイメージして彫ってみる。

　山エルフはギミックの改良。三日月ブレードが三箇所では、受け止める範囲が狭いとの意見が出たからだ。

　なので三日月ブレードを六枚出るように改造だ。




　完成。

　六枚の三日月ブレードが飛び出す、怒いかれる竜が彫られた盾。

　そして頭を下げているダガ。

「どうした？」

「私にそれを扱わせてください。使いこなしてみせます」

　…………。

　これ、温泉地を守っている死霊騎士用なんだけど……。

「お願いします」

　…………。

　やっぱり駄目、これは死霊騎士用。三日月ブレードも木製だしな。




　ダガには後日、鉄の三日月ブレードで作った盾を渡すことにした。

「ありがとうございます。……え？　彫り物のリクエストを聞いていただけるのですか？　か、考えます」

　悩むダガの横で、俺も盾を持った方がいいかなぁと考えるガルフ。

「ガルフさんは、籠こ手てにつける小さい盾がいいのでは？」

　山エルフがアドバイスしていた。

　一枚目の盾なら余あまって……あ、ギミック付きの盾を死霊騎士が嫌がる可能性があるな。考えてなかった。

　一枚目の盾にも彫り物と返しを付けて準備しておこう。

　一枚目の盾が余れば、ガルフに渡すよ。

　ギミック付きの盾が余った場合？

　ダガに駄目だと言ってしまったから渡せないな。新しく作るよ。
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　こんにちは。

　レイモンド＝ゴルビークです。私は魔王国で名前に関して研究している者です。

　僭せん越えつながら、本日は私の研究を少し発表させていただきます。




　魔王国に限らず、この世界では子供の名前を決める時に大きく三つの法則があります。

　一つ目は、親の名前の一部をもらうこと。息子は父親から、娘は母親からもらうことが多いですね。

　例えば、父親がゴルディアスという名前なら、息子はゴルディエス、ゴルドドスなど。母親がナターシャという名前なら、娘はナスターシャ、ナタリーナなどです。

　利点は、シンプルに親子関係、血縁関係がわかりやすいことです。欠点は、世代を重ねると似たような名前ばかりになってしまうことでしょうか。

　親族以外は名前が覚え難く、婿むこ入り、嫁入りした者が最初にぶつかる壁になっていることが多々あります。

　実は私も婿入りで、名前で何回も失敗しています。

　妻、お義父さん、お義母さんまでは頑張って覚えようと思うのですが、四人の義兄あに、三人の義弟おとうと、二人の義姉あね、六人の義妹いもうとの名前を覚えるのはちょっと大変というか、私を試してますよね？　まさか私を困らせるために似たような名前をと疑ってしまいました。

　あと、それだけ兄弟がいるなら私が婿入りする必要なかったのではないでしょうかね？　お義父さんが娘を手放したくなかっただけ？　まあ、妻は美しいので気持ちはわかります。

　すみません、脱線しました。




　二つ目は、歴史上の人物の名前をもらうこと。これはわかりやすいですね。強い者や賢い者にあやかりたいという考えです。

　ただ、おもしろいのは名前をそのまま使うことはほとんどないということです。

　あやかる人に対してのリスペクトでしょうか。少し変えるのが習慣になっています。まあ、そのまま名付ける横着な人もいますけどね。

　利点は、名付けるのが簡単……ではなく、親が子供にどんな風に育って欲しいかわかりやすいことでしょうか。欠点は、一つの村や街に同じ人物にあやかった者が出てしまう可能性があるということですね。あと、期待通りに育つとは限らないので、有名な武人にあやかった名前の学者や、賢者にあやかった名前の泥棒などが出てしまうことでしょうか。名前負けですね。

　ですが、期待通りに育ってその道の新たな第一人者になった例もありますので、希望を捨てる必要はありません。

　魔王国では、魔王さまの名前などが多く使われています。次に四天王の方々でしょうか。人間の国の王や将軍、神話の中の登場人物など多種多様です。




　三つ目は、自由。

　なんの由縁もなく、ただ思いついた名前をつける。

　研究者泣かせです。

　あれ、この名前は過去の有名なあの人かなぁっと思ったら、適当に名付けた名前。なんてこったいっ！　というのが何回かありました。

　さすがに自分の子供に適当な名前をつけようとは思わないでしょうが、兄弟姉妹が多くなると簡単な名前になっていくことが多々あるのです。

　私も体験しました。いえ、子供に対する愛情が希薄になったわけではないのです。子供は愛しています。ですがさすがに四人目、五人目となると名付けるのが面倒……失礼。名付けに労力を注ぐよりも子育てを頑張った方がいいのではと気付くわけで……ま、まあ、各家庭事情はあるでしょう。




　はい、気を取り直して、大事なことは一つ。

　よそのご家庭の名前に、文句をつけない。

　親からもらった名前は大事にしましょう。

　自分で名付けた？　問題ありません。その名前に誇りをもって頑張ってください。




「あの、質問いいですか？」

　おや？　全員、眠っていると思ったのにちゃんと起きている人がいたのですね。嬉しいです。質問はなんですか？

「今の魔王さまの名前って、魔王になった時に名乗ったと聞いたことがあるのですが、どの法則で名付けられたかわかりますか？」

　いい質問です。

　今の魔王さまはガルガルドを名乗っています。そのガルガルドは、現在の魔王国の王都がある地方の名前そのままです。数百年前にはガルガルド王国という国があった名残なごりですね。

「魔王さまは、王都がある地方の名前を名乗るのですか？」

　絶対ではありませんが、大抵はそうなります。魔王さまが新しくなると、王都を変更するのが慣例ですから。地方名なのは、新しい魔王さまの名前を早く浸透させる意味もあるのでしょう。覚えやすいですからね。ほかに質問はありますか？

「名前をあやかられる有名人の具体例を教えてください」

　そうですね。では有名どころから。

　やはり魔王国は魔王さまの名前にあやかることが多いですね。征服王ゴーゼルウス、破滅王ガルゾナ、森林王アクリッシュ、文化王フラミーラ。誰もが知っている歴代の魔王さまですね。

　このクラスにも、あやかった名前を持つ生徒が何人かいると思います。

　次が、伝説の吸血鬼ヴァルグライフ。始まりの吸血鬼とも呼ばれ、何千年も生きている伝説の吸血鬼です。

　ウルブラーザ。千年前の人間の大英雄、英雄女王ですね。

　当時の魔王さまと相討ちになったのですが、魔王国でも根強い人気を誇ります。魔王国は敵味方ではなく、強い弱いで評価する面がありますからね。

　ちなみに、私の娘の一人にもウルブラーザにあやかった名前を付けました。夫となる者が不貞を働いた時に討伐できるようにとの気持ちを込めて。

　娘の紹介はしませんよ。手を出したら殺しますからね。

　あとは……物語からグッチ、ブルガ、スティファノの三悪魔ですね。知らない？　有名なのですけどね。少々、子供向けですがなかなか痛快な物語が多いので機会があったら読んでみてください。

　ほかに……おっと、そろそろ授業終了ですね。本日はここまで。

　次は禁きん忌きの名前に関してお話します。みなさんの子供に名付けては一大事ですからね。
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　ラスティが変身する。竜の姿から人間の姿に。人間の姿から竜の姿に。見事なものだ。

　質量保存の法則とかどうなっているのだろう？　竜の姿の時の重さと、人間の姿の時の重さの違いは？

　全部、魔法の一言で片付けるのはどうかと思うのだけど？

　あ、ごめん。魔力の性質の話とかされてもついていけないから。気にするなってことだな。

　わかった、気にしない。

　急に変身に興味を持った理由？　ハクレンが妊娠中に竜の姿になれなかっただろ。




　出産後のハクレンは、大空を飛び回っていた。

　窮屈な思いをさせてしまったのではないかと、反省した。

　当人は気にしていないみたいだけど。




　気を取り直して、竜の変身に関して。

　ラスティが人間の姿になる時、角や尻尾が残る。

　だが、気合を入れると角や尻尾を消せる。

　姿も、もう少し大人になったり、子供になったりできるらしい。

　この辺りは、ルーの変身と同じだな。

　少し考える。




　ルーを呼んで確認。

　角とか尻尾を出す変身は可能なのかな？　できる？　角つのだけでなく、獣けもの耳とか……おおっ！

　ラミア族、ケンタウロス族、ミノタウロス族にも？　凄い。

　ん？　あ、いやいや、普段の姿が一番似合っているぞ。もちろん、大人の姿でも子供の姿でもだ。




　それで、続けて実験なのだが性別は？

　頑張ればできるけど意味がない？　どういうことだ？

「たぶん、すごい女性的な男性になってしまうから」

　とりあえず、ルーに男性に変身してもらった。

　…………。

　あ、うん、もう戻っていいぞ。すまなかった。ありがとう。




　ルーが男性に変身した姿は、違和感しかなかった。

　確かに男性なのだが、妙に色っぽいというかなんというか……。

「私の技量不足というより、私の本質は変えられないから駄目なのよ」

　本質？

「さっき、ラミア族やケンタウロス族、ミノタウロス族に変身した時も、女性だったし、私ってわかったでしょ？」

　確かに。

「姿は変えられるけど、本質は変えられないからなの。まあ、ここを詳しく話すとややこしいから……簡単に言えば、性別を変えるのはすごく難しいの」

　そうなんだ。

「そうなのよ。ラスティも無理でしょ？」

「ええ、無理ですね。しようとも思いません」

　そんなものか。




　ルーは魔道具の研究のために部屋に戻ったので、俺はラスティと話を続ける。

　人間の姿の時であれば色々と細かく調整できるが、竜の姿の時は無理らしい。

「さきほどの本質の話になります。竜の姿は本質そのものですから」

　ん？　待てよ。

　それなら、竜が人間の姿になるのは本質から離れた変身にならないか？

「人間のこの姿も、また本質の一つなので、大丈夫です。なぜと言われても困ります。そういったものとお考えください」

　そう考えます。




「ところでラスティ、ちょっといいかな？」

「なんですか？」

「あそこにいる美人、誰？」

「……お婆さまですね。ライメイレンさまです」

「え？　なぜ？　え？」

「えーっとですね。少し前の話なのですが、ハクレンお姉さまがヒイチロウに、お婆さまをお婆さまと紹介したのが気に障さわったのではないかと」

「だから若い時の姿？」

「だと思います」

　聞いてなかったら、初めましてと挨拶するところだった。




「ところでラスティ、もう一つ、いいかな？」

「なんですか？」

「あそこにいる変な人、誰？」

「……お爺さまですね。ドースさまです。女装している中年ではありません」

「なぜあんな格好を？」

「お婆さまに、ヒイチロウのところに行くのを止められたからではないかと」

「だからって、本質と違う変身を？」

「頑張りますね」

「本質と違う変身って、身体に悪かったりする？」

「いえ、疲れるだけです。あ、お婆さまにバレましたね。竜の姿に戻って逃げて……落とされましたね」

「すっごい攻撃が炸裂したんだけど」

「自分の夫が女装してたら、ああなると思います」

「そ、そうだな」

　俺は絶対に女装はしない。そう心に誓った。
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　こんにちは。内藤騎之介です。

　四巻です。四巻が出ました。嬉しいです。




　しかし、この四巻。動きが少ない。いや、色々と動いてはいるので、動きが小さいというべきでしょうか。ですが、それが『異世界のんびり農家』です。どちらかと言えば事件があるほうがおかしいのです。のんびりできませんからね。のんびりしましょう。

　毎年、同じことの繰り返し。それがいい。ワンパターン？　マンネリ？　気にしません。




　さて、突然に話が変わりますが、今回のあとがきでは読者のみなさまに本の誤字脱字の修正方法をお教えしたいと思います。この本の話ではありませんよ。書籍全般の話です。

　まず、誤字脱字を見つけたとしましょう。慌てず騒がず、辞書を調べます。それが本当に誤字脱字なのかチェックです。誰がどう見ても誤字じゃん、脱字じゃんという場合も調べましょう。心が落ち着きますので。

　間違いなく誤字脱字だとわかったら、その本をもう一冊買います。ええ、買うんです。そして、誤字脱字を補える文字を探します。そうです、新しく買った一冊は、文字の採取用です。

　プリンターで出せばいいじゃないかという意見もあります。わかります。プリンターを使えるかたはプリンターでも構いません。個人的にはもう一冊、買ってほしいですが。

　補える文字を見つけたら、誤字脱字のある場所にペタリと。文字がおさまらない場合は横に張りましょう。

　これで貴方だけのオンリーワンの本の完成です！　やったね。電子書籍の場合？　作家、編集からの修正を待ってください。以上です。

　え？　ペンで書き込めばいいじゃないか？　……そういう方法もありますね。ははは。

　誤字脱字はないのが一番なのですが、世の中にはなにがあるかわかりませんからね。

　ここで謝罪です。ごめんなさい。なにに対する謝罪だって？　お気になさらずに。ええ、気にしてはいけません。




　最後に。今巻でもお世話になりました編集さま、校正・校閲担当者さま。イラストレーターのやすも先生、コミカライズを描いてくださっている剣先生。そして、この本を手に取ってくれた貴方、もしくは貴女。『異世界のんびり農家』の世界は、私一人で作っているわけではありません。みなさんで作っています。

　これからも、よろしくお願いします。

　では、また次の巻でもお会いできることを祈って。失礼します。
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